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添付1. 収集資料リスト 

（バングラデシュ） 

No. 著者名・団体著者名 出版年 資料・書籍名、URL、備考 
（教育機関関連） 
1 Bangladesh Korea Technical Training Center (BKTTC) 2013 パンフレット 
2 Bangladesh IT-engineers Examination Center (BD-ITEC)  パンフレット 
3 Cherry Blossoms International Shool  パンフレット 

 

（ミャンマー） 

No. 著者名・団体著者名 出版年 資料・書籍名、URL、備考 
（教育機関関連） 
1 National Management College  学校パンフレット 
2 Horizon International School 2013 学校パンフレット 
3 International School of Yangon 2013 学校パンフレット 

4 
India-Myanmar Center for Enhancement of Information 
Technology Skills（CICTT） 

 学校パンフレット 

5 ILBC  学校パンフレット 
6 ILBC Preschool  学校パンフレット 
（援助機関、その他） 
7 JTEC  2014 e-Village プロジェクト資料 
8 TODAY Publishing House Ltd. 2013 「TODAY」誌 2013 年 20 号（11 月） 

9 Myanmar Computer Professionals Association 
2013 

 
3rd Deverloper Conference 2013-Yangon パンフレット 
（Gridmark 吉田・普家の発表者プロフィールも記載）  

 

（以上） 
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先生用アンケート（G Speak パイロット調査）  

 

お名前（事前に分かる場合は、埋めておく） 所属学校名（事前に分かる場合は、埋めておく）               

e-Mail（事前に分かる場合は、埋めておく） 回答した日付                       

年齢            性別  男 ・ 女   

現在、直接教えている 1 クラスの生徒数平均         人                     

現在教えている科目                                                               

 

1. （パイロット期間中、Gridmark スタッフの講義やプレゼンテーションを受けた方のみ） 

プレゼンテーションや講義の内容は理解しやすかったですか。   

1. とても簡単 

 

2.  簡単 

 

3. どちらでもない

 

4. 難しい 

 

5. とても難しい 

 

 

2. （パイロット期間中、Gridmark スタッフの講義やプレゼンテーションを受けた方のみ） 

プレゼンテーションや講義全体への満足度はいかがですか？ 

1. とても満足 

 

2. 満足 

 

3. どちらでもない 

 

4. 不満足 

 

5. とても不満足 

 

 

3. （実際に触って使用してみた方のみ）ご自身は G-Speak の使用方法を容易に理解しやすかったで

すか？ 

1. とても簡単 

 

2. 簡単 

 

3. どちらでもない 

 

4. 難しい 

 

5. とても難しい 

 

4.と 5.を選んだ人は、何が難しかったか教えてください。 

 

 

 

 

 

満足の理由や不満足の理由を教えてください。 

 

 

 

 

 

4.と 5.を選んだ人は、何が難しかったか教えてください。 
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4. （実際に触って使用してみた方のみ） 生徒は G-Speak の使用方法を理解していましたか？ 

1. よく理解できて

いた       

2. 理解できいで

いた     

 3. どちらでもない 

 

4. 理解できてい

ない     

5. 全く理解できて

いない    

5. （実際に授業や宿題で使用した方のみ） 生徒は G-Speak を使っての学習に意欲が高まったようで

すか？ 

1. とても高まった 

 

2.高まった 

 

3. どちらでもない 

 

4.高まらなかった 

 

5. 全く高まらな

かった    

 

6. （実際に授業や自宅学習で使用した方のみ）G-Speak を使わなかった時と較べ、学習は進んでい

ましたか？ 

1. とても進んだ 

 

2. 進んだ 

 

3. 変わらない 

 

4. 進んでいない 

 

5. 全く進んでいな

い       

 

7. （自宅学習で使用した方のみ）G-Speak を使わなかった時と較べ、勉強時間は長くなったようです

か？ 

1. とても長くなった 

 

2. 長くなった 

 

3. 変わらない 

 

4. 短くなった 

 

5. とても短くなった 

 

 

4.と 5.を選んだ人は、何が理解できていなかったか教えてください。 

 

 

 

 

意欲が高まった理由や高まらなかった理由を教えてください。 

 

 

 

 

学習が進んだ理由や進まなかった理由を教えてください。 

 

 

 

 

学習時間が長くなった理由や短くなった理由を教えてください。 
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8. （実際に授業や自宅学習で使用した方のみ） G-Speak を使わない時と較べて、学習の効果があ

ると思いますか？  

 

1. 大変効果あり 

 

2. 効果あり 

 

3. わからない 

 

4. 効果なし 

 

5. 全く効果なし 

 

 

9. （全員に伺います。）G-speak を教室や自宅で使わせたいですか？ 

1. 教室や自宅の

両方で使わせたい 

 

2. 教室だけで使

わせたい 

 

3. 自宅だけで使

わせたい 

 

4. どちらでも使わ

せたくない 

 

 

10. （11.で 1.～3.を選んだ方に伺います。）G-speak を活用したドットコード教材はどのように制作すべ

きですか？なお、専用ツールで誰でも教材が作成できます。 

1. 自分が制作し

たい 

 

2. 学校の担当

者が制作 

 

3. 教材制作会社

が制作 

 

4. 他国で制作さ

れた教材を使用 

 

 

11. （全員に伺います。）G-speak をどのような科目でどのように使ったらいいですか？その他、意見や感

想があったら教えてください。 

ご協力どうも有難うございました。 

学習の効果がある理由やない理由を教えてください。 

 

 

 

 

どうして選択したか、具体的な理由を教えてください。 

 

 

 

 

どうして選択したか、具体的な理由を教えてください。 

 

 

 

 

具体的に教えてください。（その他：使用していて気付いた問題、機能に関する疑問や要望など） 
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生徒用アンケート（G Speak パイロット調査）  

 

お名前                     所属学校名（事前に分かる場合は、埋めておく）               

年齢      回答した日付        G Speak を使用した科目                          

 

1. （実際に触って使用してみた方のみ） G-Speak の使用方法は簡単に理解しやすかったですか？ 

1. とても簡単 

 

2. 簡単 

 

3. どちらでもない 

 

4. 難しい 

 

5. とても難しい 

 

 

2. （実際に授業や宿題で使用した方のみ） G-Speak を使って勉強する意欲が高まり、面白くなりま

したか？ 

1. とても面白い 

 

2. 面白い 

 

3. どちらでもない 

 

4. 面白くない 

 

5. 全く面白くない 

 

 

3. （実際に授業や宿題で使用した方のみ）G-Speak を使わなかった時と較べ、学習は進みましたか？ 

1. とても進んだ 

 

2. 進んだ 

 

3. 変わらない 

 

4. 遅れた 

 

5. とても遅れた 

 

 

4. （自宅学習で使用した方のみ）G-Speak を使わなかった時と較べ、勉強時間は長くなりましたか？ 

1. とても長くなった 

 

2. 長くなった 

 

3. 変わらない 

 

4. 短くなった 

 

5. とても短くなった 

 

4.と 5.を選んだ人は、何が難しかったか教えてください。 

 

 

 

面白かった理由や面白くなかった理由を教えてください。 

 

 

 

学習が進んだ理由や遅れた理由を教えてください。 

 

 

 

学習時間が長くなった理由や短くなった理由を教えてください。 
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5. （実際に授業あるいは自宅で使用した方のみ） G-Speak を使わない時と較べて、学習の効果があ

ると思いますか？  

1. 大変効果あり 

 

2. 効果あり 

 

3. わからない 

 

4. 効果なし 

 

5. 全く効果なし 

 

 

6. （全員に伺います。）G-speak を教室や自宅で使いたいですか？ 

1.教室や自宅の

両方で使いたい 

 

2. 教室だけで 

使いたい 

 

3. 自宅だけで使

いたい 

 

4. どちらでも 

使いたくない 

 

 

7. （全員に伺います。）G-speak をどのような科目でどのように使ったらいいですか？その他、意見や感

想があったら教えてください。 

ご協力どうも有難うございました。 

学習の効果がある理由やない理由を教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

どうしてか具体的な理由を教えてください。 

 

 

 

 

 

 

具体的に教えてください。 

（その他：使用していて気付いた問題、機能に関する疑問や要望など） 
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Questionnaire for Teachers （G Speak Pilot Research）  

 

Your name                                        Date of answer                 

Name of school                                               Age              

Sex Male ・ Female   e-Mail                                             

Average number of students per class (where you are teaching)                               

What subjects you are currently teaching?                                                                                                          

 

1. （Only to people who attended presentations or seminars of Gridmark staff,） 

Is their presentation or seminar easy to understand?   

1.Very easy  

 

2.Rather easy 

   

3.Fair 

 

4.Rather difficult 

 

5.Very difficult 

 

 

2. （Only to people who attended presentations or seminars of Gridmark staff,） 

Are your satisfied with their presentation or seminar? 

1.Fully satisfied 

 

2.Mostly satisfied 

 

3. Somewhat 

 

4. Mostly not 

 

5. Not at all 

 

 

3. （Only to people who used G-Speak,）Is it easy to understand how to use G-Speak? 

1. Very easy 

 

2. Rather easy 

 

3.Fair 

 

4.Rather difficult 

 

5.Very difficult 

 

If you select 4 or 5, please write the reason. 

 

 

 

 

 

Please write the reason of “satisfied” or “unsatisfied”. 

 

 

 

 

 

If you selected 4 or 5, please write the reason. 

 

 

 

 

 

添付資料2-6



2/3 

4. （Only to people who used G-Speak,）Did your students well understand how to 

use G-Speak? 

1.Fully      

 

 2.Mostly    

 

 3.Somewhat 

 

4. Mostly not    

 

5. Not at all    

 

 

5. （Only to people who used G-Speak,） Did G-Speak make your students more 

self-motivated for learning？ 

1. Very much 

 

2.Helpful 

 

3. Somehow 

 

4.A little 

 

5. Not at all      

 

 

6. （Only to people who used G-speak in classroom or with homework materials,） 

Did G-Speak improve learning progress of students ?  

1. Very much 

 

2.Helpful 

 

3. Somehow 

 

4.A little 

 

5. Not at all      

 

 

7. （Only to people who used G-Speak with homework materials,）Did G-Speak make 

students’ study hours in their homes longer？ 

1. Much longer 

 

2.somewhat 

longer  

3. No change 

 

4.Somewhat 

shorter  

5. Much shorter 

 

If you select 4 or 5, please write what is difficult to understand. 

 

 

 

Please write details of how G-Speak effected on learning-motivation of students. 

 

 

 

 

Please write details of how G-Speak effected on learning progress of students. 

 

 

 

 

Please write the reason why their study hours changed. 
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8. （Only to people who used G-speak in classroom or with homework materials,） 

How is the general impact of G-Speak on students’ learning?  

1. Very big 

 

2. Positive 

 

3. Fair 

 

4. A little 

 

5.Nothing at all 

 

 

9. （To all,）Do you want to make your students use G-speak in classroom or their 

homes? 

1. Both of classroom 

and students’ homes 

 

2. Classroom only 

 

3. Students’ homes 

only 

 

4. Neither classroom 

nor students’ homes 

 

 

10. （To people who selected 1.～3. in the above Q9,）regarding to developers of dot 

code study materials for G-speak, who is the best for you?  

※With specialized tools, everyone can develop dot code study materials. 

1. I myself 

 

2. Other staff in my 

school 

 

3. Myanmar study 

material company 

 

4.Foreign study 

material company 

 

 

11. （To all,）Please tell us any other opinions or comments, especially, to what 

subjects can G-speak be applicable?  

Thank you very much for your cooperation. 

Please write the reason why the impact is like your answer. 

 

 

 

Please write the reason of your answer. 

 

 

 

Please write the reason of your answer. 

 

 

 

Please write details. (You can also write comments on any problems, questions 

about functions, etc. ) 
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Questionnaire for Students （G Speak Pilot Research）  

 

Your name                                        Date of answer                 

Name of school                                                Age              

Subjects you used G Speak                                                                               

 

1. （Only to people who used G-Speak,）Is it easy to understand how to use G-Speak? 

1. Very easy 

 

2. Rather easy 

 

3.Fair 

 

4.Rather difficult 

 

5.Very difficult 

 

 

2. （Only to people who used G-speak in classroom or with homework materials,） 

Are you motivated or interested to study by using G-Speak？ 

1. Very much 

 

2.Well 

 

3. Somehow 

 

4.A little 

 

5.Not at all      

 

 

3. （Only to people who used G-speak in classroom or with homework materials,）Did 

G-Speak improve learning progress of yours ? 

1. Very much 

 

2.Helpful 

 

3. Somehow 

 

4.A little 

 

5.Not at all      

 

If you selected 4 or 5, please write the reason. 

 

 

 

 

 

Please write the reason of changing of your motivation or interests. 

 

 

 

 

 

 

Please write the reason of changing study progress. 
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4. （Only to people who used G-Speak with homework materials,）Did G-Speak make 

your study hours in their homes longer？ 

1. Much longer 

 

2.somewhat 

longer  

3. No change 

 

4.Somewhat 

shorter  

5. Much shorter 

 

 

5. （Only to people who used G-speak in classroom or with homework materials,） 

How is the general impact of G-Speak on your learning?  

1. Very big 

 

2. Positive 

 

3. Fair 

 

4. A little 

 

5.Nothing at all 

 

 

5. （To all,）Do you want to use G-speak in classroom or your home? 

1. Both of classroom 

and students’ homes 

 

2. Classroom only 

 

3. Students’ homes 

only 

 

4. Neither classroom 

nor students’ homes 

 

 

6. （To all,）Please tell us any other opinions or comments, especially, to what 

subjects can G-speak be applicable?  

Thank you very much for your cooperation. 

Please write the reason why your study hours changed. 

 

 

 

 

Please write the reason why the impact is like your answer. 

 

 

 

 

Please write the reason of your answer. 

 

 

 

Please write details. (You can also write comments on any problems, questions 

about functions, etc. ) 
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ဆရာ၊ဆရာမမ်ားေျဆရာ၊ဆရာမမ်ားေျဆရာ၊ဆရာမမ်ားေျဆရာ၊ဆရာမမ်ားေျဖရန္ဖရန္ဖရန္ဖရန္    (G Speak (G Speak (G Speak (G Speak ပုိင္းေလာ့ပေရာဂ်က္သုေတသနပုိင္းေလာ့ပေရာဂ်က္သုေတသနပုိင္းေလာ့ပေရာဂ်က္သုေတသနပုိင္းေလာ့ပေရာဂ်က္သုေတသန    စစ္တမ္းေကာက္ယူခ်က္စစ္တမ္းေကာက္ယူခ်က္စစ္တမ္းေကာက္ယူခ်က္စစ္တမ္းေကာက္ယူခ်က္))))    

    

အမည္                     ေက်ာင္း အမည္                                                                             

e-Mail                        ေျဖၾကားေပးခဲ့ေသာရက္စြဲ            

အသက္        က်ား       မ 

အခန္းတစ္ခန္း၌ လက္ရွိသင္ၾကားေပးေနေသာ ေက်ာင္းသားဦးေရ ပ်မ္းမွ်        ေယာက္                          

လက္ရွိသင္ၾကားေနေသာဘာသာရပ္       

 

1.1.1.1. (Pilot ကာလအတြင္း၊ ဝန္ထမ္းမ်ား၏ lecture ပုိ႕ခ်ခ်က္၊ presentation ကုိ လက္ခံဖူးေသာ 

သူမ်ားသာေျဖရန္) 

Presentation ႏွင့္ lecture ၏ အေၾကာင္းအရာမ်ားကုိ နားလည္သေဘာေပါက္ခဲ့ပါသလား။  

၁။အရမ္းလြယ္ပါတယ္။ 
� 

၂။လြယ္ပါတယ္။ 
� 

၃။ သာမန္ပါပဲ။  
� 

၄။ခက္ပါတယ္။  
� 

၅။အရမ္းခက္ပါတယ္။ 
� 

 

2.2.2.2. (Pilot ကာလအတြင္း၊ ဝန္ထမ္းမ်ား၏ lecture ပုိ႕ခ်ခ်က္၊ presentation ကုိ လက္ခံဖူးေသာ 

သူမ်ားသာေျဖရန္) 

Presentation ႏွင့္ lecture အေပၚ၌ ေက်နပ္အားရပါသလား။ 

၁။ အရမ္း 

ေက်နပ္ပါတယ္။  
� 

၂။ 

ေက်နပ္ပါတယ္။ 
� 

၃။ သာမန္ပါပဲ။  
� 

၄။ အားမရပါ။  
� 

၅။ 

အရမ္းအားမရပါ။ 
� 

    

3.3.3.3. ( လက္ေတြ႕ကုိင္ျပီးအသံုးျပဳဖူးေသာသူမ်ားသာ ေျဖရန္ ) GGGG----SpeakSpeakSpeakSpeak ၏အသံုးျပဳပံု၊အသံုးျပဳနည္းကုိ 

အလြယ္တကူ နားလည္သေဘာေပါက္ခဲ့ပါသလား။ 

၁။ အရမ္း 

လြယ္ပါတယ္။  
      �    

၂။လြယ္ပါတယ္။ 
� 

၃။ သာမန္ပါပဲ။  
� 

၄။ ခက္ပါတယ္။ 
� 

၅။ အရမ္း 

ခက္ပါတယ္။ 
     � 

အေျဖအေျဖအေျဖအေျဖ    ၄၄၄၄    ႏွင့္ႏွင့္ႏွင့္ႏွင့္     အေျဖအေျဖအေျဖအေျဖ        ၅၅၅၅    ကုိကုိကုိကုိ    ေေေေရြးခ်ယ္ထားေသာသူမ်ား၊ရြးခ်ယ္ထားေသာသူမ်ား၊ရြးခ်ယ္ထားေသာသူမ်ား၊ရြးခ်ယ္ထားေသာသူမ်ား၊        ဘယ္အရာကဘယ္အရာကဘယ္အရာကဘယ္အရာက    ခက္ခဲခက္ခဲခက္ခဲခက္ခဲလဲလဲလဲလဲဆုိတာကုိဆုိတာကုိဆုိတာကုိဆုိတာကုိ    

ေျဖၾကားေပးပါ။ေျဖၾကားေပးပါ။ေျဖၾကားေပးပါ။ေျဖၾကားေပးပါ။        

    

    

    

    

    

ေက်နပ္အားရရေသာအေၾကာင္းရင္းေက်နပ္အားရရေသာအေၾကာင္းရင္းေက်နပ္အားရရေသာအေၾကာင္းရင္းေက်နပ္အားရရေသာအေၾကာင္းရင္း    ((((သုိသုိသုိသုိ႕႕႕႕    ))))အားမရရေသာအေၾကာင္းရင္းကုိအားမရရေသာအေၾကာင္းရင္းကုိအားမရရေသာအေၾကာင္းရင္းကုိအားမရရေသာအေၾကာင္းရင္းကုိ    ေျေျေျေျဖၾကားေပးပါ။ဖၾကားေပးပါ။ဖၾကားေပးပါ။ဖၾကားေပးပါ။    
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4.4.4.4. ( လက္ေတြ႕ကုိင္ျပီးအသံုးျပဳဖူးေသာသူမ်ားသာ ေျဖရန္ )     တပည့္မ်ားက GGGG----SpeakSpeakSpeakSpeak ၏ 

အသံုးျပဳနည္းကုိ နားလည္သေဘာေပါက္ခဲ့ၾကပါသလား။    

၁။ေကာင္းေကာင္း

သေဘာေပါက္ 

နားလည္ခ့ဲပါတယ္။ 
�    

၂။ 

နားလည္သေဘာ

ေပါက္ခ့ဲပါတယ္။ 
� 

 ၃။ သာမန္ပါပဲ။ 
� 

၄။ 

နားလည္သေဘာ

မေပါက္ခ့ဲပါ။ � 

၅။ လံုးဝ 

နားမလည္ခဲ့ပါ။ 
� 

    

5.5.5.5. (ေက်ာင္းသင္ခန္းစာ ႏွင့္အိမ္စာ၌ လက္ေတြ႕အသံုးျပဳခဲ့ေသာသူမ်ားေျဖရန္) တပည့္မ်ားသည္ 

GGGG----SpeakSpeakSpeakSpeak ကုိ အသံုးျပဳျခင္းျဖင့္ စာသင္ခ်င္စိတ္ ပုိမုိျမႇင့္တက္လာခ့ဲပါသလား။    

၁။ေတာ္ေတာ္ 

ျမင့္တက္လာခ့ဲ 

ပါတယ္။ �    

၂။ 

ျမင့္တက္လာခ့ဲပါ

တယ္။ � 

၃။ သာမန္ပါပဲ။  
� 

၄။မ ျမင့္တက္ 

လာခ့ဲပါ။  
� 

၅။ လံုးဝ 

မျမင့္တက္လာခဲ့ပါ

။ 
� 

 

6.6.6.6. (ေက်ာင္းသင္ခန္းစာ ႏွင့္ အိမ္၌စာေလ့လာရာတြင္ လက္ေတြ႕အသံုးျပဳေသာသူမ်ားေျဖရန္)    GGGG----SpeakSpeakSpeakSpeak 

ကုိ အသံုးမျပဳခ့ဲေသာအခ်ိန္ႏွင့္ႏိႈင္းယွဥ္လွ်င္ သင္ယူေလ့လာမႈ၌ တုိးတက္လာခဲ့ပါသလား။ 

၁။ အရမ္း 

တုိးတက္လာခ့ဲ 

ပါတယ္။ �    

၂။ 

တုိးတက္လာခ့ဲပါ

တယ္။ � 

၃။မေျပာင္းလဲပါ။ 
� 

၄။ မတုိးတက္ပါ။ 
� 

၅။လံုးဝမတုိးတက္

ပါ။ � 

အေျဖအေျဖအေျဖအေျဖ    ၄၄၄၄    ႏွင့္ႏွင့္ႏွင့္ႏွင့္     အေျဖအေျဖအေျဖအေျဖ        ၅၅၅၅    ကုိကုိကုိကုိ    ေေေေရြးခ်ယ္ထားေသာသူမ်ား၊ရြးခ်ယ္ထားေသာသူမ်ား၊ရြးခ်ယ္ထားေသာသူမ်ား၊ရြးခ်ယ္ထားေသာသူမ်ား၊        ဘယ္အရာကဘယ္အရာကဘယ္အရာကဘယ္အရာက    ခက္ခဲခက္ခဲခက္ခဲခက္ခဲလဲလဲလဲလဲဆုိတာကုိဆုိတာကုိဆုိတာကုိဆုိတာကုိ    

ေျဖၾကားေပးပါ။ေျဖၾကားေပးပါ။ေျဖၾကားေပးပါ။ေျဖၾကားေပးပါ။        

    

    

    

    

အေျဖအေျဖအေျဖအေျဖ    ၄၄၄၄    ႏွင့္ႏွင့္ႏွင့္ႏွင့္     အေျဖအေျဖအေျဖအေျဖ        ၅၅၅၅    ကုိကုိကုိကုိ    ေေေေရြးခ်ယ္ထားေသာသူမ်ား၊ရြးခ်ယ္ထားေသာသူမ်ား၊ရြးခ်ယ္ထားေသာသူမ်ား၊ရြးခ်ယ္ထားေသာသူမ်ား၊        ဘယ္အရာကဘယ္အရာကဘယ္အရာကဘယ္အရာက    နားလည္သေဘာမေပါက္ခ့ဲလဲနားလည္သေဘာမေပါက္ခ့ဲလဲနားလည္သေဘာမေပါက္ခ့ဲလဲနားလည္သေဘာမေပါက္ခ့ဲလဲ    

ဆုိတာကုိဆုိတာကုိဆုိတာကုိဆုိတာကုိ    ေျေျေျေျဖၾကားေပးပါ။ဖၾကားေပးပါ။ဖၾကားေပးပါ။ဖၾကားေပးပါ။    

    

    

    

    

စာသင္ခ်င္စိတ္ျမင့္တက္လာရေသာစာသင္ခ်င္စိတ္ျမင့္တက္လာရေသာစာသင္ခ်င္စိတ္ျမင့္တက္လာရေသာစာသင္ခ်င္စိတ္ျမင့္တက္လာရေသာ    အေၾကာင္းရင္းအေၾကာင္းရင္းအေၾကာင္းရင္းအေၾကာင္းရင္း    ((((သုိသုိသုိသုိ႕႕႕႕))))    မျမင့္တက္္ရေသာအေၾကာင္းရင္းကုိမျမင့္တက္္ရေသာအေၾကာင္းရင္းကုိမျမင့္တက္္ရေသာအေၾကာင္းရင္းကုိမျမင့္တက္္ရေသာအေၾကာင္းရင္းကုိ    

ေျေျေျေျဖၾကားေပးပါ။ဖၾကားေပးပါ။ဖၾကားေပးပါ။ဖၾကားေပးပါ။    
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7.7.7.7. (အိမ္၌စာေလ့လာရာတြင္ အသံုးျပဳေသာသူမ်ားသာေျဖရန္) GGGG----SpeakSpeakSpeakSpeak ကုိ  အသံုးမျပဳမီွအခ်ိန္ႏွင့္ 

ႏိႈင္းယွဥ္လွ်င္   စာေလ့လာခ်ိန္ ပုိမုိၾကာျမင့္ခဲ့ပါသလား။ 

    

၁။ အရမ္း 

ၾကာခ့ဲပါတယ္။ �    

၂။ ၾကာခ့ဲပါတယ္။ 
� 

၃။ မေျပာင္းလဲပါ။ 
� 

၄။ တုိေတာင္း 

ပါတယ္။ � 

၅။ အရမ္း 

တုိေတာင္း 

ပါတယ္။ � 

    

8888....     (ေက်ာင္းသင္ခန္းစာ ႏွင့္ အိမ္၌စာေလ့လာရာတြင္ လက္ေတြ႕အသံုးျပဳေသာသူမ်ားေျဖရန္)    GGGG----SpeakSpeakSpeakSpeak 

ကုိအသံုးမျပဳခ့ဲေသာအခ်ိန္ႏွင့္ႏိႈင္းယွဥ္လွ်င္ သင္ယူမႈမွာ အက်ိဳးထိေရာက္မႈရိွတယ္လုိ႕ 

ထင္ပါသလား။    

၁။ အရမ္း 

အက်ိဳးထိေရာက္မႈ

ရိွပါတယ္။ �    

၂။ အက်ိဳး 

ထိေရာက္မႈ 

ရိွပါတယ္။ � 

၃။ မသိပါ။ 
� 

၄။အက်ိဳး 

ထိေရာက္မႈမရိွပါ။ 
� 

၅။လံုးဝအက်ိဳး 

ထိေရာက္မႈမရိွပါ။ 
� 

    

9999....    (အားလံုးကုိ ေမးပါမည္။ )  GGGG----SpeakSpeakSpeakSpeak ကုိ ေက်ာင္းႏွင့္ အိမ္၌ အသံုးျပဳေစခ်င္ပါသလား။ 

၁။ေက်ာင္းအတန္း  

ေကာအိမ္မွာပါ 

အသံုးျပဳ 

ေစခ်င္ပါတယ္။ � 

၂။ ေက်ာင္းမွာပဲ 

သံုးေစခ်င္တယ္။ 
� 

၃။အိမ္မွာပဲသံုး 

ေစခ်င္တယ္။� 

၄။ ဘယ္မွာမွ  

မသံုး ေစခ်င္ပါဘူး။                              
� 

သင္ယူမႈ၌သင္ယူမႈ၌သင္ယူမႈ၌သင္ယူမႈ၌    တုိးတက္လာရေသာအေၾကာင္းရင္းတုိးတက္လာရေသာအေၾကာင္းရင္းတုိးတက္လာရေသာအေၾကာင္းရင္းတုိးတက္လာရေသာအေၾကာင္းရင္း    ((((သုိသုိသုိသုိ႕႕႕႕    ))))မတုိးတက္ခ့ဲေသာအေၾကာင္းရင္းကုိမတုိးတက္ခ့ဲေသာအေၾကာင္းရင္းကုိမတုိးတက္ခ့ဲေသာအေၾကာင္းရင္းကုိမတုိးတက္ခ့ဲေသာအေၾကာင္းရင္းကုိ    ေျေျေျေျဖၾကားေပးပါ။ဖၾကားေပးပါ။ဖၾကားေပးပါ။ဖၾကားေပးပါ။    

    

    

    

    

စာေလ့လာခ်ိန္စာေလ့လာခ်ိန္စာေလ့လာခ်ိန္စာေလ့လာခ်ိန္    ပုိမုိၾကာခ့ဲရေသာပုိမုိၾကာခ့ဲရေသာပုိမုိၾကာခ့ဲရေသာပုိမုိၾကာခ့ဲရေသာ    အေၾကာင္းရင္းအေၾကာင္းရင္းအေၾကာင္းရင္းအေၾကာင္းရင္း    ((((သုိသုိသုိသုိ႕႕႕႕    ))))တုိေတာင္းရေသာတုိေတာင္းရေသာတုိေတာင္းရေသာတုိေတာင္းရေသာ    အေၾကာင္းရင္းကုိအေၾကာင္းရင္းကုိအေၾကာင္းရင္းကုိအေၾကာင္းရင္းကုိ    ေျဖၾကားေပးပါ။ေျဖၾကားေပးပါ။ေျဖၾကားေပးပါ။ေျဖၾကားေပးပါ။    

    

    

    

    

    

သင္ယူျခင္း၌သင္ယူျခင္း၌သင္ယူျခင္း၌သင္ယူျခင္း၌    အက်ိဳးထိေရာက္မႈရိွေသာအေၾကာင္းရင္းအက်ိဳးထိေရာက္မႈရိွေသာအေၾကာင္းရင္းအက်ိဳးထိေရာက္မႈရိွေသာအေၾကာင္းရင္းအက်ိဳးထိေရာက္မႈရိွေသာအေၾကာင္းရင္း    ( ( ( ( သုိသုိသုိသုိ႕႕႕႕    ) ) ) ) 

အက်ိဳးထိေရာက္မႈမရိွေသာအေၾကာင္းရင္းကုိအက်ိဳးထိေရာက္မႈမရိွေသာအေၾကာင္းရင္းကုိအက်ိဳးထိေရာက္မႈမရိွေသာအေၾကာင္းရင္းကုိအက်ိဳးထိေရာက္မႈမရိွေသာအေၾကာင္းရင္းကုိ        ေျဖၾကားေပးပါ။ေျဖၾကားေပးပါ။ေျဖၾကားေပးပါ။ေျဖၾကားေပးပါ။    
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11110.0.0.0.（（（（9999.... မွာမွာမွာမွာ    အေျဖအေျဖအေျဖအေျဖ    1 1 1 1 ႏွင့္ အေျဖအေျဖအေျဖအေျဖ    3 3 3 3 ကုိကုိကုိကုိ    ေေေေရြးခ်ယ္ေသာသူမ်ားကုိရြးခ်ယ္ေသာသူမ်ားကုိရြးခ်ယ္ေသာသူမ်ားကုိရြးခ်ယ္ေသာသူမ်ားကုိ    ေေေေမးပါမည္။မးပါမည္။မးပါမည္။မးပါမည္။    ））））GGGG----SpeakSpeakSpeakSpeak ကုိအသံုးျပဳထားေသာကုိအသံုးျပဳထားေသာကုိအသံုးျပဳထားေသာကုိအသံုးျပဳထားေသာ        

သင္ရုိးညြန္းတမ္းစာအုပ္ကုိသင္ရုိးညြန္းတမ္းစာအုပ္ကုိသင္ရုိးညြန္းတမ္းစာအုပ္ကုိသင္ရုိးညြန္းတမ္းစာအုပ္ကုိ    မည္သုိမည္သုိမည္သုိမည္သုိ႕႕႕႕ျပဳလုပ္သင့္ပါသလဲ။ျပဳလုပ္သင့္ပါသလဲ။ျပဳလုပ္သင့္ပါသလဲ။ျပဳလုပ္သင့္ပါသလဲ။    special tool special tool special tool special tool ႏွင့္ႏွင့္ႏွင့္ႏွင့္    မည္သူမဆုိမည္သူမဆုိမည္သူမဆုိမည္သူမဆုိ    

သင္ရုိးညြန္းတမ္းစာအုပ္သင္ရုိးညြန္းတမ္းစာအုပ္သင္ရုိးညြန္းတမ္းစာအုပ္သင္ရုိးညြန္းတမ္းစာအုပ္    ကုိျပဳလုပ္ႏုိင္ပါသည္။ကုိျပဳလုပ္ႏုိင္ပါသည္။ကုိျပဳလုပ္ႏုိင္ပါသည္။ကုိျပဳလုပ္ႏုိင္ပါသည္။    

၁။ မိမိက 

ျပဳလုပ္ခ်င္ပါတယ္။ 
� 

၂။ေက်ာင္းတာဝန္ခံ

မွ ျပဳလုပ္ပါမယ္။ � 

၃။ သင္ရုိးညြန္းတမ္း 

စာအုပ္ ထုတ္လုပ္ေသာ 

ကုမၸဏီမွ ျပဳလုပ္ပါမယ္။ 
� 

၄။ တစ္ျခားႏုိင္ငံမွ 

ထုတ္လုပ္ေသာ စာအုပ္ကုိ  

အသံုးျပဳပါမယ္။ 
 � 

    

11111.1.1.1.(အားလံုးကုိေမးပါမည္။ ) GGGG----SpeakSpeakSpeakSpeak ကုိ မည့္သည့္သင္ခန္းစာမွာ မည္သုိ႕အသံုးျပဳရင္ ေကာင္းမွာပါလဲ။ 

အျခား၊ အၾကံဉာဏ္၊  ထင္ျမင္ယူဆခ်က္မ်ားရိွပါက ေျဖၾကားေပးပါ။  

ပူးေပါင္းပါဝင္ပူးေပါင္းပါဝင္ပူးေပါင္းပါဝင္ပူးေပါင္းပါဝင္    ေျဖၾကားေပးတ့ဲအတြက္ေျဖၾကားေပးတ့ဲအတြက္ေျဖၾကားေပးတ့ဲအတြက္ေျဖၾကားေပးတ့ဲအတြက္    ေက်းဇူးအထူးတင္ရိွပါတယ္။ေက်းဇူးအထူးတင္ရိွပါတယ္။ေက်းဇူးအထူးတင္ရိွပါတယ္။ေက်းဇူးအထူးတင္ရိွပါတယ္။    

အေျဖႏွင့္ပတ္သက္၍အေျဖႏွင့္ပတ္သက္၍အေျဖႏွင့္ပတ္သက္၍အေျဖႏွင့္ပတ္သက္၍    လက္ေတြလက္ေတြလက္ေတြလက္ေတြ႕႕႕႕က်ေသာအေၾကာင္းရင္းကုိက်ေသာအေၾကာင္းရင္းကုိက်ေသာအေၾကာင္းရင္းကုိက်ေသာအေၾကာင္းရင္းကုိ    ေျဖၾကားေပးပါ။ေျဖၾကားေပးပါ။ေျဖၾကားေပးပါ။ေျဖၾကားေပးပါ။        

    

    

    

    

အေျဖေရြးခ်ယ္ရေသာအေၾကာင္းရင္းကုိအေျဖေရြးခ်ယ္ရေသာအေၾကာင္းရင္းကုိအေျဖေရြးခ်ယ္ရေသာအေၾကာင္းရင္းကုိအေျဖေရြးခ်ယ္ရေသာအေၾကာင္းရင္းကုိ    လက္ေတြလက္ေတြလက္ေတြလက္ေတြ႕႕႕႕က်က်က်က်က်က်က်က်    ေျေျေျေျဖေပးပါ။ဖေပးပါ။ဖေပးပါ။ဖေပးပါ။        

 

 

 

 

 

လက္ေတြလက္ေတြလက္ေတြလက္ေတြ႕႕႕႕က်က်က်က်က်က်က်က်    ေျဖၾကားေပးပါ။ေျဖၾကားေပးပါ။ေျဖၾကားေပးပါ။ေျဖၾကားေပးပါ။    

((((အျခား၊အျခား၊အျခား၊အျခား၊        

အသံုးျပဳတ့ဲအခါအသံုးျပဳတ့ဲအခါအသံုးျပဳတ့ဲအခါအသံုးျပဳတ့ဲအခါ    သတိထားမိေသာသတိထားမိေသာသတိထားမိေသာသတိထားမိေသာ    ျပႆနာ၊ျပႆနာ၊ျပႆနာ၊ျပႆနာ၊    function function function function ႏွင့္ပတ္သက္ေသာႏွင့္ပတ္သက္ေသာႏွင့္ပတ္သက္ေသာႏွင့္ပတ္သက္ေသာ    ေမးခြန္းႏွင့္လုိအပ္ခ်က္စသည္ေမးခြန္းႏွင့္လုိအပ္ခ်က္စသည္ေမးခြန္းႏွင့္လုိအပ္ခ်က္စသည္ေမးခြန္းႏွင့္လုိအပ္ခ်က္စသည္))))    
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ေက်ာင္းသားမ်ားအတြက္သာေက်ာင္းသားမ်ားအတြက္သာေက်ာင္းသားမ်ားအတြက္သာေက်ာင္းသားမ်ားအတြက္သာ    (G Speak (G Speak (G Speak (G Speak ပုိင္းေလာ့ပေရာဂ်က္သုေတသနပုိင္းေလာ့ပေရာဂ်က္သုေတသနပုိင္းေလာ့ပေရာဂ်က္သုေတသနပုိင္းေလာ့ပေရာဂ်က္သုေတသန    စစ္တမ္းေကာက္ယူခ်က္စစ္တမ္းေကာက္ယူခ်က္စစ္တမ္းေကာက္ယူခ်က္စစ္တမ္းေကာက္ယူခ်က္    ))))    

    

အမည္                     ေက်ာင္း အမည္                                                                            

အသက္       ေျဖၾကားေပးခ့ဲေသာရက္စြဲ            

G Speak ကုိအသံုးျပဳခ့ဲေသာ ဘာသာရပ္                        

    

1.1.1.1. (လက္ေတြ႕အသံုးျပဳခ့ဲေသာသူမ်ားသာေျဖၾကားရန္) GGGG----SpeakSpeakSpeakSpeak အသံုးျပဳပံုကုိ အလြယ္တကူ 

နားလည္သေဘာေပါက္ခဲ့ပါသလား။ 

၁။ အရမ္းလြယ္ပါ 

တယ္။ 
     �    

၂ ။ လြယ္ပါတယ္။ 
� 

၃။ သာမန္ပါပဲ။  
� 

၄။ ခက္ပါတယ္။ 
� 

 ၅။ အရမ္းခက္ပါ 

တယ္။  
     � 

 

2.2.2.2. (သင္ခန္းစာႏွင့္ အိမ္စာမွာ လက္ေတြ႕အသံုးျပဳေသာသူမ်ားသာေျဖရန္)    GGGG----SpeakSpeakSpeakSpeak    ကုိအသံုးျပဳျပီး 

စာသင္ခ်င္စိတ္ပုိျဖစ္လာျပီး၊ စာကုိ ပုိစိတ္ဝင္စားလာခဲ့ပါသလား။  

၁။ အရမ္း 

စိတ္ဝင္စားပါတယ္။       
�    

၂။ စိတ္ဝင္စား 

ပါတယ္။ 
 � 

၃။ ဒီလုိပါပဲ။  
� 

၄။ စိတ္မဝင္စားပါ။ 
� 

၅။ လံုးဝ 

စိတ္မဝင္စားပါ။  
� 

 

3.3.3.3. (သင္ခန္းစာႏွင့္ အိမ္စာမွာ လက္ေတြ႕အသံုးျပဳေသာသူမ်ားသာေျဖရန္ )    GGGG----SpeakSpeakSpeakSpeak    

ကုိအသံုးမျပဳမီအခ်ိန္ႏွင့္ ႏိႈင္းယွဥ္လွ်င္ သင္ယူျခင္း၌ တုိးတက္လာခ့ဲပါသလား။ 

၁။ ပုိမို 

တုိးတက္ခ့ဲပါတယ္။ 
�    

၂။ တုိးတက္ခ့ဲ 

ပါတယ္။ � 

၃။ မေျပာင္းလဲပါ။ 
� 

၄။ ေနာက္က် 

ခဲ့ပါတယ္။ � 

၅။ပုိမုိေနာက္က်ခဲ့

ပါတယ္။  
� 

အေျဖအေျဖအေျဖအေျဖ    ၄၄၄၄    ႏွင့္ႏွင့္ႏွင့္ႏွင့္     အေျဖအေျဖအေျဖအေျဖ        ၅၅၅၅    ကုိကုိကုိကုိ    ေေေေရြးခ်ယ္ထားေသာသူမ်ား၊ရြးခ်ယ္ထားေသာသူမ်ား၊ရြးခ်ယ္ထားေသာသူမ်ား၊ရြးခ်ယ္ထားေသာသူမ်ား၊        ဘယ္အရာကဘယ္အရာကဘယ္အရာကဘယ္အရာက    ခက္ခဲခက္ခဲခက္ခဲခက္ခဲလဲလဲလဲလဲဆုိတာကုိဆုိတာကုိဆုိတာကုိဆုိတာကုိ    

ေျဖၾကားေပးပါ။ေျဖၾကားေပးပါ။ေျဖၾကားေပးပါ။ေျဖၾကားေပးပါ။        

    

    

    

    

စိတ္ဝင္စားေသာအေၾကာင္းရင္းစိတ္ဝင္စားေသာအေၾကာင္းရင္းစိတ္ဝင္စားေသာအေၾကာင္းရင္းစိတ္ဝင္စားေသာအေၾကာင္းရင္း    ( ( ( ( သုိသုိသုိသုိ႕႕႕႕    ))))    စိတ္မဝင္စားေသာစိတ္မဝင္စားေသာစိတ္မဝင္စားေသာစိတ္မဝင္စားေသာ    အေၾကာင္းရင္းမ်ားကုိအေၾကာင္းရင္းမ်ားကုိအေၾကာင္းရင္းမ်ားကုိအေၾကာင္းရင္းမ်ားကုိ    ေျဖၾကားေပးပါ။ေျဖၾကားေပးပါ။ေျဖၾကားေပးပါ။ေျဖၾကားေပးပါ။    

    

    

    

    

သင္ယူျခင္း၌သင္ယူျခင္း၌သင္ယူျခင္း၌သင္ယူျခင္း၌        တုိးတက္ရေသာတုိးတက္ရေသာတုိးတက္ရေသာတုိးတက္ရေသာ    အေၾကာင္းရင္းအေၾကာင္းရင္းအေၾကာင္းရင္းအေၾကာင္းရင္း    ( ( ( ( သုိသုိသုိသုိ႕႕႕႕    )ေ)ေ)ေ)ေနာက္က်ရေသာနာက္က်ရေသာနာက္က်ရေသာနာက္က်ရေသာ    အေၾကာင္းရင္းမ်ားကုိအေၾကာင္းရင္းမ်ားကုိအေၾကာင္းရင္းမ်ားကုိအေၾကာင္းရင္းမ်ားကုိ    

ေျဖၾကားေပးပါ။ေျဖၾကားေပးပါ။ေျဖၾကားေပးပါ။ေျဖၾကားေပးပါ။    
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4.4.4.4.  (အိမ္၌စာေလ့လာရာတြင္ အသံုးျပဳေသာသူမ်ားသာေျဖရန္) GGGG----SpeakSpeakSpeakSpeak ကုိ  အသံုးမျပဳမီွအခ်ိန္ႏွင့္ 

ႏိႈင္းယွဥ္လွ်င္   စာေလ့လာခ်ိန္ ပုိမုိၾကာျမင့္ခဲ့ပါသလား။ 

၁။ အရမ္း 

ၾကာခ့ဲပါတယ္။ �    

၂။ ၾကာခ့ဲပါတယ္။ 
� 

၃။ မေျပာင္းလဲပါ။ 
� 

၄။ တုိေတာင္း 

ပါတယ္။ � 

၅။ အရမ္း 

တုိေတာင္း 

ပါတယ္။ 
� 

 

5.5.5.5. (ေက်ာင္းမွာ (သုိ႕) အိမ္မွာ လက္ေတြ႕အသံုးျပဳခ့ဲေသာသူမ်ားသာ ေျဖရန္ ) GGGG----SpeakSpeakSpeakSpeak 

ကုိအသံုးမျပဳခ့ဲေသာအခ်ိန္ႏွင့္ႏိႈင္းယွဥ္လွ်င္ သင္ယူမႈမွာ အက်ိဳးထိေရာက္မႈရိွတယ္လုိ႕ ထင္ပါသလား။     

၁။ အရမ္း 

အက်ိဳးထိေရာက္မႈ

ရိွပါတယ္။ �    

၂။ 

အက်ိဳးထိေရာက္

မႈရွိပါတယ္။ � 

၃။ မသိပါ။ 
� 

၄။အက်ိဳး 

ထိေရာက္မႈမရိွပါ။ 
� 

၅။လံုးဝအက်ိဳး 

ထိေရာက္မႈမရိွပါ။ 
� 

    

6.6.6.6. (အားလံုးကုိ ေမးပါမည္။ )  GGGG----SpeakSpeakSpeakSpeak ကုိ ေက်ာင္းႏွင့္ အိမ္၌ အသံုးျပဳခ်င္ပါသလား။ 

၁။ ေက်ာင္းေကာ 

အိမ္မွာပါ 

အသံုးျပဳခ်င္ပါတယ္။ 
� 

၂။ ေက်ာင္းမွာပ ဲ

သံုးခ်င္တယ္။ 
� 

၃။ 

အိမ္မွာပဲသံုးခ်င္တယ္။ 
� 

၄။ ဘယ္မွာမွ 

မသံုးခ်င္ပါဘူး။                              
� 

    

စာေလ့လာခ်ိန္စာေလ့လာခ်ိန္စာေလ့လာခ်ိန္စာေလ့လာခ်ိန္    ပုိမုိၾကာခ့ဲရေသာပုိမုိၾကာခ့ဲရေသာပုိမုိၾကာခ့ဲရေသာပုိမုိၾကာခ့ဲရေသာ    အေၾကာင္းရင္းအေၾကာင္းရင္းအေၾကာင္းရင္းအေၾကာင္းရင္း    ((((သုိသုိသုိသုိ႕႕႕႕    ))))တုိေတာင္းရေသာတုိေတာင္းရေသာတုိေတာင္းရေသာတုိေတာင္းရေသာ    အေၾကာင္းရင္းကုိအေၾကာင္းရင္းကုိအေၾကာင္းရင္းကုိအေၾကာင္းရင္းကုိ    ေျဖၾကားေပးပါ။ေျဖၾကားေပးပါ။ေျဖၾကားေပးပါ။ေျဖၾကားေပးပါ။    

 

    

    

    

    

သင္ယူျခင္း၌သင္ယူျခင္း၌သင္ယူျခင္း၌သင္ယူျခင္း၌    အက်ိဳးထိေရာက္မႈရိွေသာအေၾကာင္းရင္းအက်ိဳးထိေရာက္မႈရိွေသာအေၾကာင္းရင္းအက်ိဳးထိေရာက္မႈရိွေသာအေၾကာင္းရင္းအက်ိဳးထိေရာက္မႈရိွေသာအေၾကာင္းရင္း    ( ( ( ( သုိသုိသုိသုိ႕႕႕႕    ) ) ) ) 

အက်ိဳးထိေရာက္မႈမရိွေသာအေၾကာင္းရင္းကုိအက်ိဳးထိေရာက္မႈမရိွေသာအေၾကာင္းရင္းကုိအက်ိဳးထိေရာက္မႈမရိွေသာအေၾကာင္းရင္းကုိအက်ိဳးထိေရာက္မႈမရိွေသာအေၾကာင္းရင္းကုိ        ေျဖၾကားေပးပါ။ေျဖၾကားေပးပါ။ေျဖၾကားေပးပါ။ေျဖၾကားေပးပါ။    

    

    

    

    

    

အေျဖႏွင့္ပတ္သက္၍အေျဖႏွင့္ပတ္သက္၍အေျဖႏွင့္ပတ္သက္၍အေျဖႏွင့္ပတ္သက္၍    လက္ေတြလက္ေတြလက္ေတြလက္ေတြ႕႕႕႕က်ေသာအေၾကာင္းရင္းကုိက်ေသာအေၾကာင္းရင္းကုိက်ေသာအေၾကာင္းရင္းကုိက်ေသာအေၾကာင္းရင္းကုိ    ေျဖၾကားေပးပါ။ေျဖၾကားေပးပါ။ေျဖၾကားေပးပါ။ေျဖၾကားေပးပါ။        
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7.7.7.7. (အားလံုးကုိေမးပါမည္။ ) GGGG----SpeakSpeakSpeakSpeak ကုိ မည့္သည့္သင္ခန္းစာမွာ မည္သုိ႕အသံုးျပဳရင္ ေကာင္းမွာပါလဲ။ 

အျခား၊ အၾကံဉာဏ္၊  ထင္ျမင္ယူဆခ်က္မ်ားရိွပါက ေျဖၾကားေပးပါ။  

ပူးေပါင္းပါဝင္ပူးေပါင္းပါဝင္ပူးေပါင္းပါဝင္ပူးေပါင္းပါဝင္    ေျဖၾကားေပးတ့ဲအတြက္ေျဖၾကားေပးတ့ဲအတြက္ေျဖၾကားေပးတ့ဲအတြက္ေျဖၾကားေပးတ့ဲအတြက္    ေက်းဇူးအထူးတင္ရိွပါတယ္။ေက်းဇူးအထူးတင္ရိွပါတယ္။ေက်းဇူးအထူးတင္ရိွပါတယ္။ေက်းဇူးအထူးတင္ရိွပါတယ္။    

လက္ေတြလက္ေတြလက္ေတြလက္ေတြ႕႕႕႕က်က်က်က်က်က်က်က်    ေျဖၾကားေပးပါ။ေျဖၾကားေပးပါ။ေျဖၾကားေပးပါ။ေျဖၾကားေပးပါ။    

((((အျခား၊အျခား၊အျခား၊အျခား၊        

အသံုးျပဳတ့ဲအခါအသံုးျပဳတ့ဲအခါအသံုးျပဳတ့ဲအခါအသံုးျပဳတ့ဲအခါ    သတိထားမိေသာသတိထားမိေသာသတိထားမိေသာသတိထားမိေသာ    ျပႆနာ၊ျပႆနာ၊ျပႆနာ၊ျပႆနာ၊    function function function function ႏွင့္ပတ္သက္ေသာႏွင့္ပတ္သက္ေသာႏွင့္ပတ္သက္ေသာႏွင့္ပတ္သက္ေသာ    ေမးခြန္းႏွင့္လုိအပ္ခ်က္စသည္ေမးခြန္းႏွင့္လုိအပ္ခ်က္စသည္ေမးခြန္းႏွင့္လုိအပ္ခ်က္စသည္ေမးခြန္းႏွင့္လုိအပ္ခ်က္စသည္))))    
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添付3. パイロット調査・デモンストレーション質問票集計結果 

I. バングラデシュ 

(1) 機関名：Sheikh Fazilatunnesa Mujib Women’s Technical Training Centre 

分 野 ： 職業訓練校 

実 施 日 ： 2013年11月18日 

回答人数 ： 学生24人、教員12名はコメントのみ 

Sheikh Fazilatunnesa Mujib Women’s Technical Training CentreはMilpurのBangladesh Korea 

Technical Training Centreと隣接し、訓練生は女性のみの職業訓練校で、2001年に開設された。

現在30余名の教員が在籍する。訓練生は13～16歳の女性が中心である。 

写真 

▲ビル ▲デモの風景 
  

▲訓練生の試用 ▲教員に試用 
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質問票集計結果 

① 教員用質問票 

＜調査団コメント＞ 
･ 急遽、パイロットが決まったため、教師用のアンケートが用意できず、ヒアリングのみ
になった。 

･ 全員がエンジニアリング系の先生であったため、自教科への適用を想定したコメントに
なったと思われる。 

 

フリーコメント欄回答：（口頭でヒアリング） 
➢ 教材の改訂時の作業が大変ではないか？ 
➢ エンジニアリング系の教材への適用は難しい。 
➢ 高レベルの教育への適用は難しいのではないか？ 

 

② 生徒用質問票 

問1. （実際に触って使用してみた方のみ） 

G-Speakの使用方法は簡単に理解しやすかったですか？ 

＜調査団コメント＞ 

13～16 歳の女子学生。挙手によ
る回答であったため、実際よりは
「とても簡単」へ集中したとはい
え、実際に見ていると問題なく操作
していたと思える。トウェア系科目
も履修しており、オーサリングソフ
トの説明も理解できた模様。 

 

問2. （実際に授業や宿題で使用した方のみ） 

G-Speakを使って勉強する意欲が高まり、面白くなりましたか？ 

＜調査団コメント＞ 

問 2 は、実際の教育現場（教室や
生徒の自宅）で音声ペンを使用した
場合を想定した設問であるが、単発
デモンストレーションである今回
も想定して、という前提で質問。 

 

問3. （実際に授業や宿題で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、学習は進みましたか？ 

問4. （自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、勉強時間は長くなりましたか？ 

100%

訓練⽣;24名

とても簡単
簡単
どちらでもない
難しい
とても難しい

100%

訓練⽣;24名

⼤変効果あり
効果あり
わからない
効果なし
まったく効果なし
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問5. （実際に授業あるいは自宅で使用した方のみ） 

G-Speakを使わない時と較べて、学習の効果があると思いますか？ 

＜調査団コメント＞ 
問 3～5 は、実際の教育現場（教室や生徒の自宅）で音声ペンを使用した場合を想定し

た設問であるため、単発デモンストレーションである今回は省略。 

 

問6. （全員に伺います。） 

G-speakを教室や自宅で使いたいですか？ 

＜調査団コメント＞ 

全員が「1.教室や自宅の両方」。 

 

問7. （全員に伺います。） 

G-speakをどのような科目でどのように使ったらいいですか？その他、意見や感想があ

ったら教えてください。 

相手機関と調査団の総評 

▲ 相手側機関による総評（校長及び教員） 

● 教員からの報告を聞く限りがエンジニアリングの教育への適用は難しいのではないか、

と思う。（校長） 

● 印刷の詳細、コンテンツの入れ替え、テキストの改定方法などに関心あり。（教員） 

▲ 調査団の総評 
● 事前説明のつもりでの訪問時に急遽パイロット実施を求められたため、十分な準備がで

きずに対応することとなった。生徒（訓練生）側の反応は極めて良かったため、再度、

語学の教員を集めてもらうよう依頼しようとしたが、結果、治安の状況により、できな

かった。（逆に、急遽、実施できなければ、治安状況により、パイロット実施がまった

くできなかった可能性が高く、最低限のデータだけでも集められた、と言える） 

▲ ビジネス化に向けた検討（四段階評価：△） 

● 個別の TTC として検討するのではなく、BMET 参加の全 TTC として検討すべきである

ので、今回の教員の評価だけで判断できない。 

▲ ODA 案件化に向けた検討（四段階評価：○） 

● 個別の TTC として検討するのではなく、BMET 参加の全 TTC として検討すべきである

ので、今回の教員の評価だけで判断できない。BMET の Joint Secretary が積極的である

ので、そちらのほうの判断になると思われる。 

  

100%

訓練⽣;24
教室や⾃宅の両⽅で
使いたい
教室だけで使いたい

⾃宅だけで使いたい

どちらでも
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(2) 機関名：Bangladesh Korea Technical Training Centre 

分 野 ： 職業訓練校 

実 施 日 ： 2013年11月23日 

回答人数 ： 教員24人 

Bangladesh Korea Technical Training Centreは韓国の支援により設立され、現在でも韓国工科

大学の支援でカリキュラム育成などが行われている。 

語学教育は韓国語のみ行われているが、すべてのコースの訓練生を対象に英語、アラビア

語の教育もあるが、専門の先生はいない。 

写真 

 

▲ビル入り口 ▲教官への事前説明風景 
  

▲校長による説明 ▲パイロット調査実施風景 
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質問票集計結果 

① 教員用質問票 

＜調査団コメント＞ 
参加した教員は専門外であるが、アラビア語など外国語を既定の教科書を使わずに、持

ち回りで教えている。基本的に語学教育への適用を想定した回答と考えられる。 

 

問1. （パイロット期間中、Gridmarkスタッフの講義やプレゼンテーションを受けた方のみ） 

プレゼンテーションや講義の内容は理解しやすかったですか。 

＜調査団コメント＞ 

デモンストレーション時は生徒
に比べてぎこちなく見えたが、問題
はなかったようである。 

 

フリーコメント欄回答：「どうしてか具体的な理由を教えてください。」 
➢ とても簡単 
➢ まあまあ簡単 
➢ とても簡単 
➢ とても簡単 
➢ とても簡単 

 

問2. （パイロット期間中、Gridmarkスタッフの講義やプレゼンテーションを受けた方のみ） 

プレゼンテーションや講義全体への満足度はいかがですか？ 

＜調査団コメント＞ 

半数は高い評価ではなかった。先
生のプロフィールがわからなかっ
たため、一般的な説明になってしま
ったかもしれない。 

 

フリーコメント欄回答：「どうしてか具体的な理由を教えてください。」 
➢ 満足している。 
➢ まあまあ 
➢ 新しい技術なので興味がある。 
➢ 音声ペンの使用方法はとても簡単なので、問題ない。 
➢ 完璧にハッピーだった。 

80%

20%

BKTCC教員5名

とても簡単

簡単

どちらでもない

難しい

とても難しい

40%

20%

40%

BKTCC教員5名
とても満⾜

満⾜

どちらでもない

不満⾜

とても不満⾜
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問3. （実際に触って使用してみた方のみ） 

ご自身はG-Speakの使用方法を容易に理解しやすかったですか？  

 

フリーコメント欄回答：「どうしてか具体的な理由を教えてください。」 
➢ とても簡単。 
➢ まあまあ簡単。 
➢ とても簡単。 
➢ 簡単と思う。 
➢ とても簡単。 

 

問4. （実際に触って使用してみた方のみ） 

生徒はG-Speakの使用方法を理解していましたか？ 

＜調査団コメント＞ 

「どちらでもない」にはコメント
がなかった。生徒とパイロット実施
後にコミュニケーションがとられ
てなかった可能性がある。 

 

フリーコメント欄回答：「どうしてか具体的な理由を教えてください。」  
➢ 完全に。 
➢ 理解できる。 
➢ 完璧に。 

 

  

80%

20%

BKTCC教員5名

とても簡単

簡単

どちらでもない

難しい

とても難しい

40%

60%

BKTTC教員5名

よく理解できていた

理解できれいた

どちらでもない

理解できていない

全く理解できていない
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問5. （実際に授業や宿題で使用した方のみ） 

生徒はG-Speakを使っての学習に意欲が高まったようですか？ 

 

フリーコメント欄回答：「どうしてか具体的な理由を教えてください。」 
➢ 大変高まっている。 
➢ 本を読むときに使われれば、生徒達の意欲を高める。 
➢ 助けになる。 
➢ まあまあ 
➢ 役に立つ 

 

問6. （実際に授業や自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、学習は進んでいましたか？ 

＜調査団コメント＞ 

実際に生徒に確認せず、教員の印
象で回答した可能性も歪めない。し
かし、大半が評価しているとは言え
る。 

 

フリーコメント欄回答：「意欲が高まった理由や高まらなかった理由を教えてください。」

＜意欲が高まった理由＞ 
➢ 助けになる。 
➢ 正しい発音を学ぶのに良い。 
➢ 助けになる。 
➢ 最初は面白いと思ったが、使っているうちにそれほどでもないと思える。 
➢ とても 

 

  

20%

60%

20%

BKTTC教員5名

とても⾼まった

⾼まった

どちらでもない

⾼まらなかった

全く⾼まらなかった

20%

60%

20%

BKTCC教員5名
とても進んだ

進んだ

変わらない

遅れた

とても進んだ遅れた
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問7. （自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、勉強時間は長くなったようですか？ 

＜調査団コメント＞ 

音声ペンを利用してもっと勉強
をして欲しい、ということか。 

 

フリーコメント欄回答：「意欲が高まった理由や高まらなかった理由を教えてください。」
＜短くなった理由＞  

➢ 読みに実用的である。 
➢ 同じ単語の異なる言語を習うのに良い。 
➢ 少しだけ長くなる。 
➢ ペンの音声は良い。多くの言語を持てば、もっと面白くなる。 
➢ 少し短くなる。 

 

問8. （実際に授業や自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わない時と較べて、学習の効果があると思いますか？ 

＜調査団コメント＞ 

これも推測である可能性が高い
が、評価をしていることは間違いな
いと考えられる。 

 

フリーコメント欄回答：「どうしてか具体的な理由を教えてください。」 
➢ 発音が難しい。今ペンがあれば、発音が容易である。 
➢ 異なる言語を学ぶのに役立つ。 
➢ ある。 
➢ 目新しいものは面白い。 
➢ ある。 

 

  

50%

25%

25%

BKTTC教員5名

とても⻑くなった

⻑くなった

変わらない

短くなった

とても短くなった

60%20%

20%
BKTTC教員5名

⼤変効果あり

効果あり

どちらでもない

効果なし

全く効果なし
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問9. （全員に伺います） 

G-speakを教室や自宅で使わせたいですか？ 

＜調査団コメント＞ 

全員が教室で使いたい、と回答し
ている。専門でなく、ネイティブで
もないため、音声ペンの支援を受け
たい、ということと思える。 

 

フリーコメント欄回答：「G-speak を教室や自宅で使わせたいですか？」 
＜使わせたいと思う理由＞ 

➢ 授業と自宅の両方で使えば、能力向上に役立つ。 
➢ 同じ家で子供達を教えることができる。 
➢ 自宅と学校と両方。 
➢ 学生は多くの言語を学べる。 
➢ 両方。 

 

問10. G-speakを活用したドットコード教材はどのように制作すべきですか？ 

なお、専用ツールで誰でも教材が作成できます。 

＜調査団コメント＞ 

「自分で」と「他国で制作」。現
在は教科書を使っていない。矛盾す
るコメントがある。 

 

フリーコメント欄回答：その理由を教えてください。 
➢ 教材は自国で制作するべきである。 
➢ バングラデシュでは新しい。新しい技術は良い。 
➢ 自分で。 

 

問11. （全員に伺います。） 

G-speakをどのような科目でどのように使ったらいいですか？その他、意見や感想があ

ったら教えてください。 

フリーコメント欄回答：  
➢ 今ペンは一般的に使われる。バーコードのナンバーのようなものがある。英語、ベンガ

ル語、日本語、韓国語、アラビア語で使える。 
➢ 本の読みや話すことを支援できれば、とても役立つ。 
➢ 言葉が少ないので、もっと多く持つべきだ。もう少し安く。 

80%

20%

BKTTC教員5名
教室や⾃宅の両⽅で
使わせたい
教室だけで使わせたい

⾃宅だけで使わせたい

どちらでも使わせたくな
い

67%

33%

BKTTC教員5名

⾃分が制作したい

学校の担当者が制作

教材制作会社が制作

他国で制作された教
材を使⽤
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② 生徒用質問票 

問1. （実際に触って使用してみた方のみ） 

G-Speakの使用方法は簡単に理解しやすかったですか？ 

＜調査団コメント＞ 

デモンストレーション時には生
徒は簡単に使っているように見え
たが、慎重なコメントと思える。 

 

フリーコメント欄回答：「どうしてか具体的な理由を教えてください。」 
➢ 理解しやすい 
➢ とても簡単 
➢ やや簡単 
➢ 使い易い 
➢ 音声ペンを読み、録音、音楽、名前他に使った。簡単だ。 
➢ 簡単に理解できた。 
➢ とても簡単。 

 

問2. （実際に授業や宿題で使用した方のみ） 

G-Speakを使って勉強する意欲が高まり、面白くなりましたか？ 

＜調査団コメント＞ 

大半が評価をしている、と捉えら
れる。 

 

フリーコメント欄回答：「どうしてか具体的な理由を教えてください。」 
➢ 発音が難しいときに助けになる。 
➢ とても効果がある。 
➢ 役立つ 
➢ 子供が興味を持つ 
➢ 音声ペンを使えば、発音の難しい言葉を読むのが容易になる。 
➢ どんな言語でも使える。 
➢ ほんの少し 

 

43%
57%

BKTTC 7名

とても簡単

簡単

どちらでもない

難しい

とても難しい

14%

57%

14%

14%
BKTTC7名

⼤変効果あり

効果あり

わからない

効果なし

まったく効果なし
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問3. （実際に授業や宿題で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、学習は進みましたか？ 

 

フリーコメント欄回答：「どうしてか具体的な理由を教えてください。」 
➢ 言葉が難しいときにこのペンは助けてくれる。 
➢ とても進んだ 
➢ 役立つ 
➢ 子供、先生に役立つ。 
➢ 読んだり、発音するのが難しい言語を理解するのによい。 
➢ 小さい子供は喜ぶだろう。 
➢ 役たつ。 

 

問4. （自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、勉強時間は長くなりましたか？ 

＜調査団コメント＞ 

面白く、長く使う側面が目立つ生
徒と、必要なことを音声ペンのちか
らを借りて、早く済ます側面の生徒
の両方が存在する。 

 

フリーコメント欄回答：  
➢ 必要なときに、余裕のあるときに使いたかった。 
➢ 少し短くなった 
➢ 少し短くなった 
➢ 少し短くなった 
➢ 自由な時間につかったから変わらない。 
➢ 時間はかかるので、長くなる。 

  

29%

29%

43%

BKTTC7名
とても進んだ

進んだ

変わらない

遅れた

とても進んだ遅れた

17%

33%

50%

BKTTC7名

とても⻑くなった

⻑くなった

変わらない

短くなった

とても短くなった
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問5. （実際に授業あるいは自宅で使用した方のみ） 

G-Speakを使わない時と較べて、学習の効果があると思いますか？ 

 

フリーコメント欄回答：「どうしてか具体的な理由を教えてください。」 
➢ このペンを使えば、読んだり、発音したりするのが簡単になる。 
➢ 進んだ 
➢ 進んだ 
➢ 少し遅れた 
➢ 発音や読みには役立った。 
➢ 障害のある人にはメリットがあるのでは？ 
➢ このペンを使うには特別な本でなければならない。 

 

問6. （全員に伺います。） 

G-speakを教室や自宅で使いたいですか？ 

＜調査団コメント＞ 

多くが教室でも使いたいという
ことであった。 

 

フリーコメント欄回答：「どうしてか具体的な理由を教えてください。」 
➢ いつでも使える。そうでないと忘れてしまう。 
➢ 自宅と学校で 
➢ 両方で 
➢ 自宅だけで 
➢ 使いたい。 
➢ 特別な本、紙でなければ使えないので、意味がない。 

  

14%

43%14%

29%

BKTTC7名
とても進んだ

進んだ

変わらない

遅れた

とても進んだ遅れた

50%

17%

17%

17%

BKTTC7名
教室や⾃宅の両⽅で
使いたい
教室だけで使いたい

⾃宅だけで使いたい

どちらでも
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問7. （全員に伺います。） 

G-speakをどのような科目でどのように使ったらいいですか？その他、意見や感想があ

ったら教えてください。 

フリーコメント欄回答：「どうしてか具体的な理由を教えてください。」 
➢ 1. すべての本で使えるようにするべきだ。 
 2. いつも使っているとハングしてしまう。一回チャージすれば、どのくらい使えるの

か？ 
➢ 個人授業に。子供に。 
➢ 音声ペンは学校に行けない子供に良いと思う。 
➢ どんな本でも使える。そのようにソフト開発してほしい。 
➢ あらゆるタイプの本・紙に適用するべきである。音声がもっと多く、簡単に操作できる

必要がある。 

 

相手機関と調査団の総評 

▲ 相手側機関による総評（校長及び教員） 

● 取得できず。 

▲ 調査団の総評 
● 評価は高いと言える。 

● 生徒よりも教員のほうが、音声ペンに助けを求めている印象もある。 

▲ ビジネス化に向けた検討（四段階評価：△） 

● 基本的には国家予算で行わなければならない。予算がつかなければビジネスにはなら

ない。 

▲ ODA 案件化に向けた検討（四段階評価：○） 

● 海外就労者による外貨収入拡大は優先課題の一つである。この分野に関連した支援で

あり、相手国からの要請、および、案件が達成できたときの経済効果も大きい。 
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(3) バングラデシュツアーコンダクター協会（TOAB） 

分 野 ： 観光 

実 施 日 ： 2013年12月6日 

回答人数 ： 協会加入会社役職員 13名 

BTB職員 4名 

BPC職員 2名 

バングラデシュ観光委員会（TOAB）傘下の協会。全国で約250社加入。 

当アンケートは教育よりも観光客向けのサービスとして考えたい、TOABの意向に沿って

作成した。 

TOABを管轄する立ち番の政府組織である、BTBの職員、及び、BPC職員にも回答を依頼

した。 

質問票集計結果 

① 役職員質問票 

問1. ご自身はG-Speakの使用方法を容易に理解しやすかったですか？ 

＜調査団コメント＞ 

コンテンツが教科書以上にシン
プルなため、簡単に理解できたと考
えられる。 

 

フリーコメント欄回答：「どうしてか具体的な理由を教えてください。」  
➢ G-speak は簡単であるが、もっと知りたい。 

 

問2. お客様（観光客）にG-Speakを使ってもらいたいですか？  

＜調査団コメント＞ 

BTB 職員は全員が「ぜひやりた
い」という回答であった。 

  

94%

6% BTB職員4名、
TOAB12名,BPC2名

とても簡単

簡単

どちらでもない

難しい

とても難しい

50%50%

BTB職員4名、
TOAB12名,BPC2名

ぜひやりたい

やりたい

どちらでもない

やりたくない

絶対やりたくない
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フリーコメント欄回答：「どうしてか具体的な理由を教えてください。」 
➢ もっと知りたい。もっと知れば、観光客にこのペンを使える。 
➢ BPC のパンフレットは英語である。しかし、外国人の中には英語を読めない人もいる。

観光客がこのおペンを使い、バングラデシュの観光産業を拡大させる。 
➢ 外国人観光客はガイドの英語がわからないことがある。バングラデシュのアクセントの

ためである。このペンでその問題を助けてくれる。 

 

問3. スタッフにG-Speakを使わせれば、能力向上に役立つと思いますか？  

 

フリーコメント欄回答：「どうしてか具体的な理由を教えてください。」 
➢ このペンは英語の文章を読むのに適している。 
➢ このペンは英語の本を読むのに良いと思う。 
➢ このペンは役立つ。 
➢ 英語の本を読むのに役立つ。 
➢ このペンは何か（紙、本）を読むのに役立つ。 
➢ 他の言語の本を読むのに役立つ。 
➢ 観光客。顧客のサービス向上に役立つ。 
➢ 能力向上に役立つ。 
➢ 他の言語とやりとりするのが簡単。 
➢ 大変、動機付けになるし、興味がある。支援がほしい。 

 

問4. お客様（観光客）にG-Speakをサービスする場合、どのくらいの金額が適当だと思いま

すか？ 

フリーコメント欄回答：  
➢ 貸出 US$5、販売, US$30 
➢ 貸出 US$5 ,販売 US$25 
➢ 一日 3US$ 
➢ 8USD 以下 
➢ USD12 
➢ Tk 500 
➢ US$25-30  
➢ US$25 
➢ US$25 
➢ 2500tk, 30-25$ 
➢ US$20 
➢ US$25 

56%
44%

BTB職員4名、
TOAB11名

とてもある

ある

どちらでもない

ない

全くない
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➢ BDT300-500 
➢ BPC としてはレンタルしないで販売すると思う。回収が難しいからである。販売価格

は 15USD-20USD。 
➢ 外国人観光客には 2 時間$2-3。バングラデシュ人やインド人には高すぎるので

20-30Tk/2 時間、または 1000tk で販売。 

 

問5. その他、コメント、意見などありましたら、記入してください。G-Speakを使っての学

習に意欲が高まったようですか？ 

フリーコメント欄回答：  
➢ みんなに広がるには時間がかかる。 
➢ 最初に購入するには躊躇するかもしれない。一旦、市場で売れれば、多くの人が買いた

いと思うだろう。 
➢ 言語の問題でおおきな興味をひくと思う。 
➢ 基本的には学校レベルだ。 
➢ この機器は興味深く、観光業界の人に良い影響がある。ベンダーの人と是非ミーティン

グを持ちたい。この機器はバングラデシュで商業的に立ち上げられると思う。BTB と
して、CEO にペンを贈っていただいたことを感謝する。また取り繋いでくれた Mr. Bulu
にも感謝したい。（BTB 職員）  

➢ バングラデシュにこられたとき、BTB スタッフとミーティングをしていただきたい。 
➢ 大変興味深い。前へ進めたい。現時点では不十分なところもあるので、一緒に開発を進

めたい。 
➢ この国には多くの観光客が訪れる。これは我々を活気つけてくれる。大変印象的なもの

だ。この国を訪れたいと思っている観光客を助けてくれる。是非広げたい。 
➢ 高品質で提供できなければならない。 
➢ 日本の革新技術だ。フランス語、ドイツ語、スイス後などの言語もいれることができれ

ば、外国人の助けになる。 

 

相手機関と調査団の総評 

▲ 相手側機関による総評 

● BTB のトップとの面談を期待されている。 

▲ 調査団の総評 
● オペレータ（ツアーコンダクター会社）も政府機関もともに評価は高いと言える。具体

的な適用分野などはこれから詰める必要がある。 

▲ ビジネス化に向けた検討（四段階評価：△） 

● 相手国側も基本的にはビジネスとして考えている。立ち上げ時のサポートと、コストが

見合うかどうかの調整が必要と思われる。評価だけで判断できない。 

▲ ODA 案件化に向けた検討（四段階評価：△） 

● 立ち上げさえできれば、自立は可能だと思われるが、初期の技術支援や、機器購入に対

する期待はあると推測できる。相手国の経済成長の要素として期待されている分野であ

り、大規模な案件にはならないが、意義はあると考える。 
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(4) ジャハンギナルノギル大学日本語クラス 

分 野 ： 日本語教育（大学） 

実 施 日 ： 2013年12月9日 

回答人数 ： 教員1人、学生7名 

授業は週に三回、半年間、単位にはならない。 

現在はスリーエーネットワーク社の日本語教科書を使用している。 

写真 

▲正門 ▲構内 
  

▲パイロット風景① ▲パイロット風景② 

 

質問票集計結果 

① 教員用質問票 

＜調査団コメント＞ 
回答者が一人のため、選択された回答のみを記述。 

 

問1. （パイロット期間中、Gridmarkスタッフの講義やプレゼンテーションを受けた方のみ） 

プレゼンテーションや講義の内容は理解しやすかったですか。 

1とても簡単 
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問2. （パイロット期間中、Gridmarkスタッフの講義やプレゼンテーションを受けた方のみ） 

プレゼンテーションや講義全体への満足度はいかがですか？ 

2満足 

問3. （実際に触って使用してみた方のみ） 

ご自身はG-Speakの使用方法を容易に理解しやすかったですか？  

1とても簡単 

問4. （実際に触って使用してみた方のみ） 

生徒はG-Speakの使用方法を理解していましたか？ 

1よく理解できていた 

問5. （実際に授業や宿題で使用した方のみ） 

生徒はG-Speakを使っての学習に意欲が高まったようですか？ 

2高まった 

問6. （実際に授業や自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、学習は進んでいましたか？ 

2進んだ 

フリーコメント欄回答：「意欲が高まった理由や高まらなかった理由を教えてください。」

＜意欲が高まった理由＞ 
➢ 学生たちは、熱心に音声を聞いていた。知らない単語に出会うと、教師に質問したりし

て、積極的に学習しているように見えた。 

 

問7. （自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、勉強時間は長くなったようですか？ 

問8. （実際に授業や自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わない時と較べて、学習の効果があると思いますか？ 

2効果あり 

問9. （全員に伺います） 

G-speakを教室や自宅で使わせたいですか？ 

3自宅でのみ使わせたい 

フリーコメント欄回答：「G-speak を教室や自宅で使わせたいですか？」 
＜使わせたいと思う理由＞ 

➢ 教室では、教師に注目していてほしいので必要はあまり感じないが、自宅で勉強すると
きには良いと思う。 

 

問10. G-speakを活用したドットコード教材はどのように制作すべきですか？ 

なお、専用ツールで誰でも教材が作成できます。 

1自分が制作したい 
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② 生徒用質問票 

問1. （実際に触って使用してみた方のみ） 

G-Speakの使用方法は簡単に理解しやすかったですか？ 

＜調査団コメント＞ 

事前に説明をしておいた教員（日
本人 JOCV 隊員）に依頼して、パイ
ロット実施。18 歳～30 歳の学生に
とっても、操作は簡単だった模様。 

 

フリーコメント欄回答：「どうしてか具体的な理由を教えてください。」  
➢ 日本語を勉強するのに、簡単な仕組みになっている。 

 

問2. （実際に授業や宿題で使用した方のみ） 

G-Speakを使って勉強する意欲が高まり、面白くなりましたか？ 

 

問3. （実際に授業や宿題で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、学習は進みましたか？ 

 

  

71%

14%

14%
学⽣7⼈

とても簡単

簡単

どちらでもない

難しい

とても難しい

67%

33%

学⽣6⼈（全7⼈）
⼤変効果あり

効果あり

わからない

効果なし

まったく効果なし

40%

60%

学⽣5⼈（7⼈）
とても進んだ

進んだ

変わらない

遅れた

とても進んだ遅れた
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問4. （自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、勉強時間は長くなりましたか？ 

＜調査団コメント＞ 
自宅学習では使用していない。 

 

問5. （実際に授業あるいは自宅で使用した方のみ） 

G-Speakを使わない時と較べて、学習の効果があると思いますか？ 

 

フリーコメント欄回答：「どうしてか具体的な理由を教えてください。」  
➢ 必要なときに、正しい発音を知るのによい。 
➢ この機器はとても興味深い、役立つ。 

 

問6. （全員に伺います。） 

G-speakを教室や自宅で使いたいですか？ 

＜調査団コメント＞ 

全員「1.教室や自宅の両方」。読
み方などがわからないとき、ピンポ
イントで読みを教えてくれるのが、
平仮名、漢字が苦手なバングラデシ
ュ人には魅力的であるのではない
か、と思える。 

 

フリーコメント欄回答：「どうしてか具体的な理由を教えてください。」 
➢ 日本語の勉強にはっても役立つ。 
➢ 家に帰る普通はもう勉強しない。だから、教室でも家でも使いたい。 

  

50%50%

学⽣6⼈（全7⼈）
⼤変効果あり

効果あり

わからない

効果なし

全く効果なし

100%

学⽣6⼈（全7⼈）
教室や⾃宅の両⽅で使
いたい
教室だけで使いたい

⾃宅だけで使いたい

どちらでも
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問7. （全員に伺います。） 

G-speakをどのような科目でどのように使ったらいいですか？その他、意見や感想があ

ったら教えてください。 

フリーコメント欄回答：「どうしてか具体的な理由を教えてください。」  
➢ ベンガル語にも使えるのではないか。 
➢ とても印象的。ベンガル語を聞いて日本語で答えることもできると思う。 
➢ 学生にはとても役立つ。英語で表記してもらえるともっとわかりやすい。 
➢ 日本の文字は自分にはとても難しい。上達する簡単な方法は何か？ 
➢ とても良い。ほかの言語にも翻訳できればもっといい。 

 

相手機関と調査団の総評 

▲ 相手側機関による総評（教員） 

● とても面白いツールである。日本語の場合、語尾変化が複雑であり、外国人には難しい

ので、繰り返し学習するのに、役立ちそうである。（教員） 

▲ 調査団の総評 
● 日本語教育の現場で役に立つことは容易に想像がつく。使い方に関しては教員によって

差があるとは考えられるが、本大学教員の場合、自宅学習用、ということであった。い

ずれにせよ、海外における日本語教育での活用の面からは、大きい期待がある一例であ

った。 

▲ ビジネス化に向けた検討（四段階評価：△） 

● 評価は高いが、市場規模があまりにも小さい。バングラデシュ国内、または他国の日本

語教育機関と連携して一つの市場として検討をしていくことが必要。 

● 「志」も含めて、自分で教材を作りたいという意向は強い。その場合、ページ数も多く

ないためオーソリゼーションツールとプリンターを安価で使える仕組みを提供できれ

ば、小さいながらも多くの機関が音声ペンを利用している、という将来に向けての宣伝

効果も含めて展開をしていく可能性はある。 

▲ ODA 案件化に向けた検討（四段階評価：△） 

● 規模が小さく、本格的な ODA 案件には向かない。短期専門家派遣と機材供与（プリン

タとオーソリゼーションツール）で、自立的に小規模の案件を推進していく仕組み作り

を支援できる可能性がある。 
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(5) 機関名：志日本文化センター 

分 野 ： 日本語教育（民間） 

実 施 日 ： 2013年12月5日 

回答人数 ： 教員1人、生徒9人 

日本人経営による日本語学校で、多くの生徒は日本企業に採用されているバングラデシュ

人である。 

質問票集計結果 

① 教員用質問票 

＜調査団コメント＞ 
回答者が一人のため、選択された回答のみを記述。 

 

問1. （パイロット期間中、Gridmarkスタッフの講義やプレゼンテーションを受けた方のみ） 

プレゼンテーションや講義の内容は理解しやすかったですか。 

1とても簡単 

問2. （パイロット期間中、Gridmarkスタッフの講義やプレゼンテーションを受けた方のみ） 

プレゼンテーションや講義全体への満足度はいかがですか？ 

2満足 

問3. （実際に触って使用してみた方のみ） 

ご自身はG-Speakの使用方法を容易に理解しやすかったですか？  

1とても簡単 

問4. （実際に触って使用してみた方のみ） 

生徒はG-Speakの使用方法を理解していましたか？ 

2理解できていた 

問5. （実際に授業や宿題で使用した方のみ） 

生徒はG-Speakを使っての学習に意欲が高まったようですか？ 

N/A 

問6. （実際に授業や自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、学習は進んでいましたか？ 

N/A 

問7. （自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、勉強時間は長くなったようですか？ 

N/A 
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問8. （実際に授業や自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わない時と較べて、学習の効果があると思いますか？ 

2効果あり 

フリーコメント欄回答：「学習の効果がある理由やない理由を教えてください。」  
➢ 本を読むだけの場合よりも楽しんで学ぶことができると思われます。学習意欲を維持す

るツールとして使えると思います。 

 

問9. （全員に伺います。） 

G-Speakを教室や自宅で使わせたいですか？ 

2自宅だけで使わせたい 

フリーコメント欄回答：「どうして選択したか、具体的な理由を教えてください。」  
➢ ネイティブな日本語教師の場合、自習専用で家での勉強が容易になると思われる。ノン

ネイティブの場合、授業中でも使用する方が良いケースもあると思います。 

 

問10. （全問で1～3を選んだ方に伺います） 

G-Speakを活用したドットコード教材はどのように制作すべきですか？なお、専用ツー

ルで誰でも教材が作成できます。 

1自分が作成したい。 

フリーコメント欄回答：「どうして選択したか、具体的な理由を教えてください。」  
➢ その国の事情に合わせた教材を作成できる。既成の教科書は日本にいることを前提にな

っているので、現地以外の人間は言葉の意味や拝啓を理解するのが非常に困難なため。 

 

問11 （全員に伺います） 

G-Speakをどのような科目でどのように使ったらいいですか？その他、意見や感想があ

ったら教えてください。 

フリーコメント欄回答：「どうして選択したか、具体的な理由を教えてください。」 
➢ 直観的に使えるので生徒たちは面白がっていたのが印象的でした。使用した全員が欲し

いとの。日本人にも多言語を勉強するのに有効だと思います。 
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② 生徒用質問票 

問1. （実際に触って使用してみた方のみ） 

G-Speakの使用方法は簡単に理解しやすかったですか？ 

＜調査団コメント＞ 

事前に説明をしておいた教員（日
本人）に依頼して、パイロット実施。
生徒は全員同じ企業の社員。日本語
スキルは大半が L5 レベル。 

 

問2. （実際に授業や宿題で使用した方のみ） 

G-Speakを使って勉強する意欲が高まり、面白くなりましたか？ 

＜調査団コメント＞ 

大半が L5 取得済なので、L5 レベ
ルの教材では少し物足りなかった
かもしれない。 

 

フリーコメント欄回答：「どうしてか具体的な理由を教えてください。」 
➢ 授業中、もっと集中するのに役立つ。これを使うことでもっといろいろなことができる。

正しい発音を習得するのにも役立つ。 
➢ 聞くのに良く、役立つ。日本語の初心者にとても役立つ。 
➢ このシステムの利用にとても興味がある。日本語を学ぶすべての人に役立つ。 

「読み」が簡単にできるから。 

 

問3. （実際に授業や宿題で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、学習は進みましたか？ 

 

88%

13%
⽣徒8⼈（全9⼈）

とても簡単

簡単

どちらでもない

難しい

とても難しい

38%

63%

⽣徒8⼈（全9⼈）
⼤変効果あり

効果あり

わからない

効果なし

まったく効果なし

33%

67%

⽣徒6⼈（全9⼈）
とても進んだ

進んだ

変わらない

遅れた

とても進んだ遅れた
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フリーコメント欄回答：「どうしてか具体的な理由を教えてください。」 
➢ 正しい発音を簡単に聞けることで、それを完全に記憶し、この機械を使えば、ヒアリン

グも能力が高まる。 
➢ バングラデシュ人は漢字が苦手である。だから、日本語を勉強した人にはとても役立つ

ものだ。 
➢ このシステムの利用にとても興味がある。日本語を学ぶすべての人に役立つ。 

 

問4. （自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、勉強時間は長くなりましたか？ 

＜調査団コメント＞ 

実際には自宅学習はなかったが、
想定しての回答を得た。 

 

フリーコメント欄回答：「どうしてか具体的な理由を教えてください。」  
➢ 言葉を聞くことで学習時間を最短にできる。学習したことをよく覚えることもできる。 
➢ ペンで漢字が読める。したがって、時間を費やさなくてすむ。 
➢ 日本語の学習において、読む時間が短縮できる。 

 

問5. （実際に授業あるいは自宅で使用した方のみ） 

G-Speakを使わない時と較べて、学習の効果があると思いますか？ 

 

フリーコメント欄回答：「どうしてか具体的な理由を教えてください。」 
➢ 勉強に集中できる。 
➢ 日本語を読むのにとても役立つ。従って、日本語の学習に便利だ。 

  

17%

17%

50%

17%

⽣徒6⼈（全9⼈）
とても⻑くなった

⻑くなった

変わらない

短くなった

とても短くなった

50%50%

⽣徒6⼈（全9名）
⼤変効果あり

効果あり

わからない

効果なし

全く効果なし
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問6. （全員に伺います。） 

G-speakを教室や自宅で使いたいですか？ 

＜調査団コメント＞ 

全員「1.教室や自宅の両方」。ジ
ャハンギルノゴル大学も含めて全
員が希望している。読み方などがわ
からないとき、ピンポイントで読み
を教えてくれるのが、平仮名、漢字
が苦手なバングラデシュ人には魅
力的であるのではないか、と思え
る。 

 

フリーコメント欄回答：「どうしてか具体的な理由を教えてください。」 
➢ これを使えば、学習時のメリットが大きい。 
➢ 日本語の練習が簡単になる。 

 

問7. （全員に伺います。） 

G-speakをどのような科目でどのように使ったらいいですか？その他、意見や感想があ

ったら教えてください。 

フリーコメント欄回答：「どうしてか具体的な理由を教えてください。」 
➢ 他の文字パターンにも利用できれば、より便利である。 
➢ JLPT のシラバスに沿って、すなわち、JLPT のレベルによって違った音声ペンができ

れば、便利である。 
➢ すべての人に役に立つ。 
➢ 価格が少し高い。 
➢ 観光、旅行、教育、健康、医療、ビジネス、買い物、スポーツ、政治、エンジニアリン

グ（科学） 
➢ 漢字を読めない人も音声ペンを使えば、簡単に漢字を聞き、言葉を理解できる。 

 
相手機関と調査団の総評 

▲ 相手側機関による総評（オーナー兼教員） 

● 生徒全員から是非「買いたい」という声があがった。 

● 日本への労働者派遣（溶接工など）や ITEE と関連して IT 人材の日本派遣の話と連携し

て日本語教育を進めたい。その中でこのツールも使えないか？ 

● スリーエーネットワーク社との連携で、日本語教材の英語版（説明などが英語）に音声

ペンがついていれば購入しやすい。それとは別途、自分で教材を作りたい。 

▲ 調査団の総評 
● 日本語教育の現場で役に立つことは容易に想像がつく。海外における日本語教育での活

用の面からは、大きい期待がある一例であった。 

▲ ビジネス化に向けた検討（四段階評価：△） 

● 評価は高いが、市場規模があまりにも小さい。バングラデシュ国内、または他国の日本

語教育機関と連携して一つの市場として検討をしていくことが必要。 

100%

⽣徒9⼈

教室や⾃宅の両⽅で使
いたい
教室だけで使いたい

⾃宅だけで使いたい

どちらでも
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● ジャハンギルナゴル大学も含めて、自分で教材を作りたいという意向は強い。その場合、

ページ数も多くないためオーソリゼーションツールとプリンターを安価で使える仕組

みを提供できれば、小さいながらも多くの機関が音声ペンを利用している、という将来

に向けての宣伝効果も含めて展開をしていく可能性はある。 

▲ ODA 案件化に向けた検討（四段階評価：△） 

● 規模が小さく、本格的な ODA 案件には向かない。短期専門家派遣と機材供与（プリン

タとオーソリゼーションツール）で、自立的に小規模の案件を推進していく仕組み作り

を支援できる可能性がある。 

● ITEE 導入プロジェクトなど日本への人材派遣を必要とするプロジェクトとの連携によ

り、案件化することも検討するべきである。 
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II. ミャンマー 

(1) 機関名：National Management College: NMC（国立） 

分 野 ： 観光・教育 

実 施 日 ： 2013年11月21日 

回答人数 ： 観光11人（内教員2人）、マルチメディア教育技法42人（内教員1人） 

NMC（2004年設立、教育省傘下）はヤンゴン大、ヤンゴン外大等の同省傘下大学と教員派

遣や教室利用等で連携。経営、英語、報道の学部に加え、2012年からはホテル観光省協力の

下で観光学部（調査時で学生180名）が設立された。 

1,000人程が学ぶ学士コースのほか、総勢3,000名程が学ぶ9ヵ月ないし1年課程のディプロ

マ・コースとして、観光マネジメント、国際英語、マルチメディア教育技法、コンピュータ

等の科目を開講。マルチメディア教育技法（9ヵ月、以下「マルチメディア・コース」と表記）

では、ヤンゴン教育大学生を受け入れている。 

写真 

 

▲NMC入口 ▲学長及び観光学部教員への事前説明風景

  

 

▲音声ペンを試用する参加者 ▲マルチメディア教員からの質疑応答 
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質問票集計結果1 

① 教員用質問票 

問1. （パイロット期間中、Gridmarkスタッフの講義やプレゼンテーションを受けた方のみ） 

プレゼンテーションや講義の内容は理解しやすかったですか。 

 

＜調査団コメント＞ 

どちらのグループも大多数が「1.とても簡単」「2.簡単」だったと評価している。1.を選
んだ比率が少ない理由としては、ドットコード技術に関する説明が若干難しく感じられた
ためか。 

 

問2. （パイロット期間中、Gridmarkスタッフの講義やプレゼンテーションを受けた方のみ） 

プレゼンテーションや講義全体への満足度はいかがですか？ 

 

フリーコメント欄回答：「満足の理由や不満足の理由を教えてください。」 

＜満足の理由＞ 
➢ 音声ペンを実際に使ってみて特徴も分かった。購入して使いたい。音声ペンを皆が使え

るようにしてほしい。 
➢ 発音をはっきり聞くことができるから。 
➢ 説明がとても分かりやすかった。この技術にも興味がある。 
➢ IT 時代らしいモダンで新しい技術であること、自分の授業をサポートできること。技

術をデモしてくれたから。 

                                                        
1 事前打合せでは、観光学科から学生の参加は予定されていなかった。また、マルチメディア・コー

スでは、学生も教職課程在学中ということで、全員に教員用アンケートを配布した。実際には、現
役教員は観光学部 2 名、マルチメデイア・コース 1 名のみで、参加者の殆どは学生となった。この
ため、特に問 9 や 10 の集計結果は、参考程度に参照するに留める必要がある。 

22%

78%

観光学部：9⼈
1. とても簡単

2. 簡単

3. どちらでもない

4. 難しい

5. とても難しい

5%

87%

8%

マルチメディア・コース：42⼈

1. とても簡単

2. 簡単

3. どちらでもない

4. 難しい

5. とても難しい

9%

64%

27%

観光学部：11⼈
1. とても満⾜

2. 満⾜

3. どちらでもない

4. 不満⾜

5. とても不満⾜

8%

87%

2% 3% マルチメディア・コース：39⼈

1. とても満⾜

2. 満⾜

3. どちらでもない

4. 不満⾜

5. とても不満⾜
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➢ 見たことない体験をしたから。実際に音声ペンを使えたから。 
➢ 新しい技術、新しいアイデアが理解できて満足。これからも日本の技術について講義を

やってほしい。 
➢ 使いやすい。ヒアリングが良くなる。言語の勉強に親しみが持てる 
 

＜不満足の理由＞ 
➢ 詳しく知らない。（※調査団注：詳しく分からなかったということか?） 

 

問3. （実際に触って使用してみた方のみ） 

ご自身はG-Speakの使用方法を容易に理解しやすかったですか？  

＜調査団コメント＞ 
両グループとも「1.とても満足」と「2.満足」が多数を占めている。観光学部の方で若

干満足度が低い理由は不明である。（観光学部は回答者数も少ないため、詳細な分析は難
しい。） 

 

 

＜調査団コメント＞ 
どちらのグループも「1.とても簡単」と「2.簡単」が大多数を占めている。 

 

問4. （実際に触って使用してみた方のみ） 

生徒はG-Speakの使用方法を理解していましたか？ 

問5. （実際に授業や宿題で使用した方のみ） 

生徒はG-Speakを使っての学習に意欲が高まったようですか？ 

問6. （実際に授業や自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、学習は進んでいましたか？ 

問7. （自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、勉強時間は長くなったようですか？ 

問8. （実際に授業や自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わない時と較べて、学習の効果があると思いますか？ 

＜調査団コメント＞ 
問 4～8 は、実際の教育現場（教室や生徒の自宅）で音声ペンを使用した場合を想定し

た設問であるため、単発デモンストレーションである今回は省略。 

27%

55%

18%

観光学部：11⼈

1. とても簡単

2. 簡単

3. どちらでもない

4. 難しい

5. とても難しい

33%

62%

5% マルチメディア・コース：42⼈

1. とても簡単

2. 簡単

3. どちらでもない

4. 難しい

5. とても難しい



添付資料3-31 

問9. （全員に伺います） 

G-speakを教室や自宅で使わせたいですか？ 

 

フリーコメント欄回答：「どうして選択したか、具体的な理由を教えてください。」  
➢ portal device なので、教室や自宅の両方で使いたい。 
➢ 使い方が簡単で、手間もかからない。いつでも、どこでも使える。よって、教室や自宅

の両方で使わせたい。 
➢ 簡単に使えるし、分かりやすいので学習者に役立つ。 
➢ G-Speak を皆が利用して欲しい。語学を簡単に学習できる。G-Speak を全教材に利用

できればもっと良い。 
➢ 授業や自宅学習に利用すると、学生たちはもっと勉強が進むと思う。 
➢ 教室で学生達に語学を勉強させる際に効果がある。学生達ももっと勉強に関心を持つだ

ろう。家で自宅学習もできる。 
➢ 利用するのにとても簡単だし、手間もかからない。 
➢ もっと勉強ができるようになるから。 
➢ 生徒の能力を高めたいから。 
➢ 教室で先生が教えたことを分からなかったら、音声ペンを使って自己学習できる。家の

人々に勉強したことを説明する際にも役に立つ。 
➢ 教室と自宅両方で使ったほうが、もっと理解が深まるから。 
➢ 授業で使うと、学習力が高まると思う。家で使う場合、若者やお年寄り、障碍者の自己

学習に利用できる。 

 

＜調査団コメント＞ 
教室・自宅両方で生徒に使用させたいという意見が圧倒的多数。 

 

問10. （問9.で1.～3.を選んだ方に伺います。） 

G-speakを活用したドットコード教材はどのように制作すべきですか？なお、専用ツー

ルで誰でも教材が作成できます。 

100%

観光学部：11⼈
1. 教室や⾃宅の
両⽅で使わせたい
2. 教室だけで使わ
せたい
3. ⾃宅だけで使わ
せたい
4. どちらでも使わ
せたくない

89%

11%

マルチメディア・コース：37⼈
1. 教室や⾃宅の両
⽅で使わせたい
2. 教室だけで使わ
せたい
3. ⾃宅だけで使わ
せたい
4. どちらでも使わせ
たくない

25%

25%

50%

観光学部：8⼈
1. ⾃分が制作し
たい
2. 学校の担当者
が制作
3. 教材制作会社
が制作
4. 他国で制作さ
れた教材を使⽤

30%

7%

60%

3% マルチメディア・コース：30⼈
1. ⾃分が制作し
たい
2. 学校の担当
者が制作
3. 教材制作会
社が制作
4. 他国で制作さ
れた教材を使⽤
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フリーコメント欄回答：「どうして選択したか、具体的な理由を教えてください。」 
➢ 学校の担当者が制作したほうが、早めに手に入るから。 
➢ 新しい技術を実際にやって見て実行したい。 
➢ 自分は学生だから。（調査団注：「3. 教材制作会社が制作」を選択。） 
➢ 知らない言語を理解するため。（調査団注：「4. 他国で制作された教材を使用」を選

択。） 
➢ 自分は技術のことがあまり分からないので、自分で制作すると他人に分かりづらくなる

のが心配。 
➢ 誰でも制作できるので、自ら理解して皆に教えたい。 
（教材制作に関して）基本的なことを理解しているから。（調査団注：「3. 教材制作会社

が制作」を選択。） 
➢ 教材制作会社が制作すると、効果的。 
➢ 教材制作会社が制作した方が早めにきちんとできるから。 
➢ 教材に入る内容を分かりやすく制作するべき。大事な（知るべき）単語の説明を入れる

ように。（調査団注：「1. 自分が制作したい」を選択。） 
➢ 教材は間違うと大変なことになるので、教材制作会社が制作した方が良い。教材制作会

社でも力が足りない場合は、自ら（先生たち）が制作するべき。 

 

＜調査団コメント＞ 

意見が割れたが、「3.教材制作会社が制作」が過半数。これは、学生が回答者の多数を
占めているため、「まだ自分では教材を作るまでには至っていない」と判断して、3.を選
択した者が多数いたためと考えられる。そのためか、無回答者も多い。（後日、教官のリ
ーダー層にインタビューしたら、「自分達で制作したい」という声が強かった。） 

 

問11. （全員に伺います。） 

G-speakをどのような科目でどのように使ったらいいですか？その他、意見や感想があ

ったら教えてください。 

フリーコメント欄回答：「具体的に教えてください。（その他：使用していて気付いた問
題、機能に関する疑問や要望など）」 

➢ 語学学習に使うべき。 
➢ ソフトウェアを安く簡単に購入できれば一番いい。G-Speak を早急に、実際に使えれ

ば最高。 
➢ 言語（のデータ）を自ら入れて使いたい。 
➢ 一部、音声ペンをタッチしても音が聞こえなかった。景色、部屋などを回転して見せる

ことができる点が特徴的。旅行会社や、ホテルなどに適当か。（調査団注：教材を斜め
にするなど、音声ペンの当て方の問題等で音が聞こえないことがある。） 

➢ 観光学部で使えば良いとアドバイスしたい。 
➢ G-Speak と専用ツールの値段を知りたい。 
➢ 利用者（調査団注：学習者のことか）のため、ソフトウェアと一緒に音声ペンを（ODA

等のサポートの下で）あげて欲しい。 
➢ ドットコード込みの教材より、ドットコードなし（普通の紙）に使えるように作ってく

れれば、より良いと思う。 
➢ それぞれの言語でソフトウェア（調査団注：音声ファイルが正しい）を入れる必要があ

り。（調査団注：問題点の指摘と思われる。） 
➢ 特定の教材だけではなく、どのような教材でも読めるようにする必要があり。 
➢ G-Speak を様々な学科に利用できれば良い。G-Speak の品質（調査団注：耐久性など

ハード面の品質?）が知りたい。 
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➢ 教育だけではなく、他の分野にも利用できるようにしたい。 
➢ 英語を勉強する時に利用すれば良いと思う。聴解スキルが良くなると思う。 
➢ 語学以外の学科、実習科目、理系、文系と幅広く利用するべき。 
➢ 教育分野に利用すればとても役に立つと思う。 
➢ 教育も良くなって、生活も良くなると思う。（評価団注：教育以外の日常生活でも役立

つという意味か。） 
➢ ミャンマーで実際に利用したい。 
➢ 聴解、地理学、数学、科学。（評価団注：教育効果のあると思われる分野を記述。） 
➢ 全ての科目で、実際に活用して学習できる。 
➢ G-Speak を学習する時に使いたい。案内書（評価団注：マニュアルのことか）、翻訳

に適当だと思う。 
➢ 語学学習に使うべき。幼稚園、小学生の一般知識。中学生、高校生のため実習・実験す

るのが難しい学科や危ない学科に使うべき。学校で教材を作れるように専用ツールソフ
トウェアの支援を行うべき。 

 

＜調査団コメント＞ 
音声ペンの機能を誤解した回答も含まれるが、概ね教育効果を高く評価するコメントが

多数と言える。 

 

相手機関と調査団の総評 

▲ 相手側機関による総評（学長、観光学部及びマルチメディア・コース教員） 

● 音声ペンの強みの一つが語学学習にあることは理解できるが、観光学部の学生の場合、

入学時点で英語力がかなり高い。英語学習に活用するよりも、国内の観光地に関する

授業などで、動画や画像と連動した授業を行うためのツールとして、ドットコードを

教材に埋め込んでみたい。（観光学部教員） 

● マルチメディア・コースに通う小中学教職課程の学生達は、卒業後に全国の小中学校

に散らばっていく。彼らがドットコード埋め込み教材の制作法を教えることができれ

ば、地方の教育機関の教育効果をダイレクトに高めることができるはず。（マルチメ

ディア教育技法コース教員） 

● 社会人も通うため、毎日、本学では学生が頻繁に出入りする。出欠・入退出管理等に

も活用することができる技術なら、是非そのような方法も教えてほしい。（学長） 

▲ 調査団の総評 
● 日本では社会人向けの語学教材にも活用実績があるため、観光学部の語学教育でも潜

在的には活用が可能なはずで、実際に学生達からはそのような教材を要望する声が大

きい。しかし、ドットコード対応の教材を作ろうと思うと、自分達でゼロから英語教

材を作り直す必要があり、そのリソースが NMC に無いことが、語学教育に活かしても

らうための最大の難関か。（同大学では Financial Times 社出版のビジネス英語教材（CD
付）を全学部で使用中。） 

▲ ビジネス化に向けた検討（四段階評価：△） 

● ミャンマー政府の中では比較的予算が乏しいとされる教育省の傘下大学であることを

考えると、すぐに他大学への横展開を期待することは現実味が乏しい。NMC への導入

をモデルケースとして同省傘下で在ヤンゴンの複数の大学や、卒業生の働く小中学校

の教育現場を統括する地方行政機関（ヤンゴン管区の教育関連部署等）の現場から、

省の中枢を目指して腰を据えてアプローチしていくことが、市場開拓のためには重要

である。 

● 教育省同様、ホテル観光省や民間観光専門学校への波及効果も長期的には見込める。

（同カレッジ観光学部はこれらの機関ともパイプがある。） 
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▲ ODA 案件化に向けた検討（四段階評価：◎） 

● NMC 側は、ODA スキームについて理解する以前の段階から、本調査に対して非常に

友好的かつ協力的。（日本側からの将来的支援の可能性を抜きにして、純粋に日本の

教育関係技術と教育効果に関して興味があったということ。学長が東北大に留学経験

のある日本通であることも大きく関係していると思われる。）パイロット調査後の話

し合いでは、普及実証事業の要望にも大変積極的である。 

● 主な技術移転要望がオーサリングと教材作成支援に焦点が絞られており、非常に明確。

外国人の調査活動を受け入れるための許可手続きがとにかく滞る教育省機関の中で、

例外的に事務手続き・対応がトップダウンで素早い点も非常に評価できる。（結局、

教育省傘下の教育機関で本パイロット調査の実施を受け入れたのは NMC のみ。） 

● NMC を拠点とした普及実証事業提案は、調査団側も前向きに検討したい。 
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(2) 機関名：Star Resources Hospitality & tourism Management Academy（私立） 

分 野 ： 観光・教育 

実 施 日 ： 2013年12月13日 

回答人数 ： 学生（Management 31人、Bakery & Pastry 2人）、教員（Bakery & Pastry）1人、校

長1人 

2005年5月設立の旅行業界専門学校。当初は「Housekeeping」、「F&B (Food & Beverage)」

「FO (Front Office)」の3コースのみで計45人の卒業生だったが、今は「Flight Attendant」

「Hospitality English」等も含めて、合計8コースで1,000人以上が毎年卒業。ヤンゴンの同業で

は最大手2校のうちの1校である。 

パイロット調査を行った「Management」のみ1年半のカリキュラム、他の学科は3ヵ月。費

用は4種類で、45万チャット（Management）、38万チャット（調理系、実習費用が高い）、

15万チャット（英語以外のその他のコース）。「Hospitality English」は3ヵ月3.5万チャット（無

料延長3ヵ月まで）と最も安価だが、扱う英語は初歩的で、Management科目のテキストの方

が英語としてはずっと難しい。 

写真 

 

▲同校外観（入居ビル） ▲同校受付 
  

 

▲生徒へのヒアリング風景 ▲校長及び教員への事前説明風景 
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質問票集計結果 

① 教員用質問票 

問1. （パイロット期間中、Gridmarkスタッフの講義やプレゼンテーションを受けた方のみ） 

プレゼンテーションや講義の内容は理解しやすかったですか。 

＜調査団コメント＞ 

回答者が 2 名しかいないため細
かく解釈しないが、問題なかったと
判断できる。なお、渡航期間の都合
で本デモは JDS メンバーが実施し
た。このため、技術的細部を扱わな
かったことも関係するか。 

 

問2. （パイロット期間中、Gridmarkスタッフの講義やプレゼンテーションを受けた方のみ） 

プレゼンテーションや講義全体への満足度はいかがですか？ 

＜調査団コメント＞ 

回答者が 2 名しかいないため細
かく解釈しないが、概ね問題なかっ
たと判断できる。 

 

問3. （実際に触って使用してみた方のみ） 

ご自身はG-Speakの使用方法を容易に理解しやすかったですか？  

＜調査団コメント＞ 

回答者が 2 名しかいないため細
かく解釈しないが、問題なかったと
判断できる。なお、デモンストレー
ション時、教員による G-Speak の試
使用も、生徒達と同時に行った。 

 

問4. （実際に触って使用してみた方のみ） 

生徒はG-Speakの使用方法を理解していましたか？ 

問5. （実際に授業や宿題で使用した方のみ） 

生徒はG-Speakを使っての学習に意欲が高まったようですか？ 

100%

教員：2⼈
1. とても簡単

2. 簡単

3. どちらでもない

4. 難しい

5. とても難しい

50%50%

教員：2⼈
1. とても満⾜

2. 満⾜

3. どちらでもない

4. 不満⾜

5. とても不満⾜

50%50%

教員：2⼈

1. とても簡単

2. 簡単

3. どちらでもない

4. 難しい

5. とても難しい
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問6. （実際に授業や自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、学習は進んでいましたか？ 

問7. （自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、勉強時間は長くなったようですか？ 

問8. （実際に授業や自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わない時と較べて、学習の効果があると思いますか？ 

＜調査団コメント＞ 

問 4～8 は、実際の教育現場（教室や生徒の自宅）で音声ペンを使用した場合を想定し
た設問であるため、単発デモンストレーションである今回は省略。 

 

問9. （全員に伺います） 

G-speakを教室や自宅で使わせたいですか？ 

＜調査団コメント＞ 

回答者が 2 名しかいないため細
かく解釈しないが、2 名とも両方で
使わせたいと回答。 

 

フリーコメント欄回答：「どうして選択したか、具体的な理由を教えてください。」 
➢ 教室でも学習が簡単になる。また、自宅学習の場合も手助けなく学習できる。 
➢ 教室では音声ペンによる学習方法や使い方を見せることにより、生徒は自宅で学習でき

る。 

 

問10. （問9.で1.～3.を選んだ方に伺います。） 

G-speakを活用したドットコード教材はどのように制作すべきですか？なお、専用ツー

ルで誰でも教材が作成できます。 

＜調査団コメント＞ 

1 名未回答。生徒と同時にデモを
行ったため、教材制作についてはあ
まり触れなかったが、興味を惹いた
模様。 

 

  

100%

教員：2⼈
1. 教室や⾃宅の両⽅
で使わせたい
2. 教室だけで使わせ
たい
3. ⾃宅だけで使わせ
たい
4. どちらでも使わせたく
ない

100%

教員：1⼈
1. ⾃分が制作したい

2. 学校の担当者が
制作
3. 教材制作会社が
制作
4. 他国で制作された
教材を使⽤
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問11. （全員に伺います。） 

G-speakをどのような科目でどのように使ったらいいですか？その他、意見や感想があ

ったら教えてください。 

フリーコメント欄回答：  
➢ スピーカーのボリュームが小さすぎる。 
➢ もし G-Speak がタブレット端末と一緒に使えれば、どんな国のどんな人にとってもよ

り良いものとなる。とても手に入れやすい価格で入手できたら尚良い。 

 

＜調査団コメント＞ 

PC と連携したデモに喚起されてか、タブレット端末との共用についてのコメントがあっ
た。 

 

② 生徒用質問票 

問1. （実際に触って使用してみた方のみ） 

G-Speakの使用方法は簡単に理解しやすかったですか？ 

＜調査団コメント＞ 

技術面の説明はほとんど行わず、
実際にペンと教材サンプルを数人
に一人の割合で配った結果、直感的
に理解できた模様。手元に配ったパ
イロット教材が、（PC デモではな
く、）ペンを宛てて音を再生するシ
ンプルなものが多かったことも理
由か。 

 

問2. （実際に授業や宿題で使用した方のみ） 

G-Speakを使って勉強する意欲が高まり、面白くなりましたか？ 

問3. （実際に授業や宿題で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、学習は進みましたか？ 

問4. （自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、勉強時間は長くなりましたか？ 

問5. （実際に授業あるいは自宅で使用した方のみ） 

G-Speakを使わない時と較べて、学習の効果があると思いますか？ 

＜調査団コメント＞ 

問 2～5 は、実際の教育現場（教室や生徒の自宅）で音声ペンを使用した場合を想定し
た設問であるため、単発デモンストレーションである今回は省略。 

 

  

88%

6%
6% ⽣徒：32⼈

1. とても簡単

2. 簡単

3. どちらでもない

4. 難しい

5. とても難しい
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問6. （全員に伺います。） 

G-speakを教室や自宅で使いたいですか？ 

＜調査団コメント＞ 

ほとんどの生徒が「1.教室や自宅
の両方で使いたい」と答えた。外国
語学習での効果を認めるコメント
が目立つ。 

 

フリーコメント欄回答：「どうしてか具体的な理由を教えてください。」 
➢ G-Speak は全ての人にとって有益なものだろう。（調査団注：1.「教室と自宅の両方」

を選択。） 
➢ とても面白く便利なもの。とても良い。（調査団注：1.「教室と自宅の両方」を選択。） 
➢ 言語を理解する際にとても簡単で役立つ。（調査団注：1.「教室と自宅の両方」を選択。） 
➢ 英語やその他の言語で、教室内で分からないことがあれば G-Speak を使うことができ

る。（調査団注：1.「教室と自宅の両方」を選択。） 

 

問7. （全員に伺います。） 

G-speakをどのような科目でどのように使ったらいいですか？その他、意見や感想があ

ったら教えてください。 

フリーコメント欄回答：「どうしてか具体的な理由を教えてください。」 
➢ G-Speak は日本でのみよく使われているもののように思われる。私たちの国でも使え

るのならば、私たちにとってとても良いことだ。 
➢ もし高校に導入すると、将来ある子ども達にとって素晴らしい。 
➢ もし G-Speak が Android のプラットフォーム上で展開できるならば、教育だけでなく

その他のビジネス展開の可能性があるだろう。 
➢ さらに保証が必要。（調査団注：何についての保証かは言及されていない。） 
➢ 良いアイデアで、好きだ。ただし、高く、対応する紙がどこにでもある訳ではないだろ

う。 
➢ G-Speak はトレーニングや教育、スキル向上に役立つ。同様に、簡単に使え、学習す

る際にも役立つ。ただし、携帯端末と組み合わせると良いのでは。 
➢ 本技術についてはデータベースが不可欠。インターネット接続がない状況でも、常にデ

ータベースがアップデートされなければならない。 
➢ 良い品質。高い技術。使いやすい。 
➢ G-Speak はとても使いやすく、分かりやすい。 
➢ レストランなどであれば使いやすいだろう。ただし、ミャンマーで使うには少し高い。 
➢ もしもう少し安ければ、ミャンマーの人ももっと使うことができる。 
➢ マレー語またはフランス語。 

  

87%

4%
9%

⽣徒：32⼈
1. 教室や⾃宅の
両⽅で使いたい
2. 教室だけで使い
たい
3. ⾃宅だけで使い
たい
4. どちらでも使いた
くない
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＜調査団コメント＞ 

「価格が高い」というコメントが目立った。価格についてはデモ内では特に説明しなか
ったが、質問があったため「3000～5000 円程度」と答えていたところ。製品そのものにつ
いては、ほぼ全ての生徒が使いやすく分かりやすいと感じたことが本コメントからも読み
取れる。また、教員からのコメントとも合わせ、タブレットや携帯端末との連携にニーズ
があることが分かった。 

 

相手機関と調査団の総評 

▲ 相手側機関による総評（社長） 

● 今後 5 年間の事業計画として、教材の電子化、e-learning 化を検討している。その際に、

教材として使えるかもしれない。ビジネスとして前向きに検討したい。（社長） 

▲ 調査団の総評 
● ミャンマーでの SEA GAME 開催に係り社長（Director）が多忙であったために時間的

制約があり、デモ実施に係る事前の打合せが充分にできなかった。また、デモ後の詳

細な協議も出来ていないが、以下の通りビジネス化に向けて継続した関係構築を行っ

ていくべきか。 

▲ ビジネス化に向けた検討（四段階評価：○） 

● 全てのコースは ILO や英米の教材を編集したと思われるオリジナルの英語教材。年間

1,000 人以上が同校を卒業するため、教材更改を共同で行っていくことが出来ればそれ

なりの規模の需要が見込まれる。 

● ビジネスベースでの検討可能性も校長からコメントがあったが、ここから先は、先方

の教材改訂の進捗ペースを見通した長期的な提案営業が必要。 

▲ ODA 案件化に向けた検討（四段階評価：×） 

● 同校は民間学校であるため、G to G スキームにはそぐわない。 

● ただし、観光系 ODA 案件等において人材育成を行う場合は、観光協会等を C/P 機関と

して、観光業界全般にネットワークを持っている同校がローカルコンサルタントとな

り協働していくこと等は可能か。 
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(3) 機関名：University of Computer Studies, Yangon (UCSY), Hlowgar Campus（国立） 

分 野 ： 高等教育（IT） 

実 施 日 ： 2013年12月4日 

回答人数 ： 教員35人 

UCSYの歴史は1971年に設立された教育省傘下のコンピュータセンターまで遡る。1988年3

月にはコンピュータ科学技術大学になり、1997年1月に教育省から科学技術省に移管された。

1998年7月に名称変更され、現在の校名となった。現在、全国に25ある科学技術省傘下コンピ

ュータ大学のうち、南部12大学を統括する位置づけとなっている。歴史・規模共にミャンマ

ー随一のコンピュータ大学である。（現在、教員数約200人、学生数約3,100人。） 

Hlowgar CampusはUCSYの本部キャンパスであり、UCSY Bahan Campusが2013年にできる

まで、学部生はこのキャンパスでのみ教育されていた。UCSYをC/P機関としていたJICA「ソ

フトウェアおよびネットワーク技術者育成プロジェクト」（2006～2011年）により、機材環

境も比較的整備されている。 

写真 

 

▲同キャンパスの正面玄関 ▲学長及び教官への事前説明風景 
  

 

▲音声ペンを試用する教官 ▲パイロット調査実施風景 
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質問票集計結果 

① 教員用質問票 

問1. （パイロット期間中、Gridmarkスタッフの講義やプレゼンテーションを受けた方のみ） 

プレゼンテーションや講義の内容は理解しやすかったですか。 

＜調査団コメント＞ 

ネットワーク技術専攻の参加者
から、ドットコード技術に関して少
し立ち入った質問と説明があった
にも関わらず、6 割が「1.とても簡
単」を選んでいる。 

文系大学である NMC では「2.簡
単」が 8 割を占めたこととは対照的
な結果と言える。 

 

問2. （パイロット期間中、Gridmarkスタッフの講義やプレゼンテーションを受けた方のみ） 

プレゼンテーションや講義全体への満足度はいかがですか？ 

＜調査団コメント＞ 

「1.とても満足」と回答した参加
者が 1 割弱だった NMC と較べる
と、4 割程が「とても満足」と答え
ている。新技術を外国人から紹介さ
れる機会がまだまだ少ない同キャ
ンパスの事情が、参加者の評価コメ
ントからも読み取れる。 

 

フリーコメント欄回答：「満足の理由や不満足の理由を教えてください。」 

＜満足の理由＞ 
➢ 自分にとって新しい技術だった。発表者が自分の知りたかった詳細を完璧に教えてくれ

たから。 
➢ 最新技術に関するセミナーに満足。GM 社の技術開発に興味がある。発表者も明瞭かつ

根気強く説明をしてくれた。 
➢ 教育及びその他の分野に有益な技術だと思う。 
➢ プレゼンテ―ションに満足。新しい技術と多くの知識を得ることができた。 
➢ GM 社員の発表はとても興味深い。ミャンマーでこのアプリを開発する機会があれば、

大歓迎。 
➢ とても面白かった。 
➢ 喋りと実際の試用の両方を組み合わせたプレゼンテーションが、良かった。 

 

  

57%
17%

26%

若⼿教員：35⼈
1. とても簡単

2. 簡単

3. どちらでもない

4. 難しい

5. とても難しい

39%

55%

6% 若⼿教員：33⼈
1. とても満⾜

2. 満⾜

3. どちらでもない

4. 不満⾜

5. とても不満⾜
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問3. （実際に触って使用してみた方のみ） 

ご自身はG-Speakの使用方法を容易に理解しやすかったですか？  

＜調査団コメント＞ 

「1.とても簡単」と回答した参加
者が 3 割程度だった NMC と較べる
と、6 割強が「とても簡単」と答え
ている。配ると同時に説明前から音
声ペンを使いだす者が多数いたが、
説明を聞かずに録音機能のような
少し難しい機能を持て余す者も散
見された。 

 

問4. （実際に触って使用してみた方のみ） 

生徒はG-Speakの使用方法を理解していましたか？ 

問5. （実際に授業や宿題で使用した方のみ） 

生徒はG-Speakを使っての学習に意欲が高まったようですか？ 

問6. （実際に授業や自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、学習は進んでいましたか？ 

問7. （自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、勉強時間は長くなったようですか？ 

問8. （実際に授業や自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わない時と較べて、学習の効果があると思いますか？ 

＜調査団コメント＞ 

問 4～8 は、実際の教育現場（教室や生徒の自宅）で音声ペンを使用した場合を想定し
た設問であるため、単発デモンストレーションである今回は省略。 

 

問9. （全員に伺います） 

G-speakを教室や自宅で使わせたいですか？ 

＜調査団コメント＞ 

「1.教室や自宅の両方」と回答し
た参加者が大半だったNMCと較べ
ると、「3. 自宅だけで」と答えた
回答者が数名混じった。（NMC で
はこの選択肢を回答した者はゼロ
名。）フリーコメントからは、この
理由については判明しなかった。 

 

  

63%
23%

14%
若⼿教員：35⼈

1. とても簡単

2. 簡単

3. どちらでもない

4. 難しい

5. とても難しい

79%

6% 15%
若⼿教員：34⼈

1. 教室や⾃宅の両
⽅で使わせたい
2. 教室だけで使わ
せたい
3. ⾃宅だけで使わ
せたい
4. どちらでも使わせ
たくない
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フリーコメント欄回答：「どうして選択したか、具体的な理由を教えてください。」 
➢ どこで使用しても役立つと思う。 
➢ いつでも使うことができる。 
➢ 学生だけでなく教員にも教育デバイスとして役立つから。 
➢ 暇な時間に学生達は音声ペンを使って学ぶことができる。学生の勉強を G-Speak は改

善するだろう。 
➢ 学生達が自習できるから。（評価団注：1.を選択。） 
➢ 教員の教授法と学生の集中力を改善することに効果的だから、教室だけで使用されるべき。 
➢ 音声ペンを使用することで教育効果が高まり、学生達もより多くの知識を得ることがで

きる。 
➢ もし学生達がこの技術を面白く感じたなら、場所に限らず使い続けるだろう。 
➢ 自己学習により効果的だと思うから。（評価団注：3.を選択。） 
➢ 使い方が簡単かつ安いから。（評価団注：1.を選択。） 

 

問10. （問9.で1.～3.を選んだ方に伺います。） 

G-speakを活用したドットコード教材はどのように制作すべきですか？なお、専用ツー

ルで誰でも教材が作成できます。 

＜調査団コメント＞ 

「1.自分」や「2.学校の担当者」
等、学内で教材開発するという回答
は少数派であった。理由としては、
全コンピュータ大学共通の教科書
が決められていること、専門知識の
浅い若手教員が参加者の主体であ
ること等が考えられる。 

 

フリーコメント欄回答：「どうして選択したか、具体的な理由を教えてください。」 
➢ ドットコード付き教材を作ってみたい。自分は新しい技術にとても興味がある。 
➢ 画像認識を研究する学生がドットコード教材を開発すべき。（調査団注：「2.学校の担

当者が制作」を選択。） 
➢ この技術を利用することにより、研究がより実り多いものになる。（調査団注：「3.

教材制作会社が制作」を選択。） 

 

問11. （全員に伺います。） 

G-speakをどのような科目でどのように使ったらいいですか？その他、意見や感想があ

ったら教えてください。 

フリーコメント欄回答：「具体的に教えてください。（その他：使用していて気付いた問
題、機能に関する疑問や要望など）」 

➢ 音声ペンの技術は研究のほか、小学校教育にも応用できる。 
➢ 英語と数学の教育に効果的か。 
➢ どんな科目にも応用できる。 
➢ 恐らく、ミャンマーの教育、特に初等教育に応用可能。 
➢ Java 等のプログラミングにおいて、音声ペンを使って短時間でエラー修正をできるよ

うにする必要がある。プログラムやデータでもセキュリティ向上の必要がある。 
➢ この技術は多くの分野で利用可能。特に教育や観光分野。 

11%

18%

53%

18%

若⼿教員：35⼈
1. ⾃分が制作した
い
2. 学校の担当者
が制作
3. 教材制作会社
が制作
4. 他国で制作され
た教材を使⽤
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➢ 韓国語や英語同様、ミャンマー語教材にも応用してほしい。 
➢ 教育分野全般で使えると思う。 
➢ 賢いツールだ。 
➢ ミャンマーでこのツールを開発したい。これは我々にとって新しい技術なので、この技

術を応用し、また更に開発していくべき多くの研究分野がある。 
➢ G-Speak は全ての教育分野、多くのアプリケーションにおいて活用できると思う。 
➢ 日本語、ミャンマー語、英語、中国語、韓国語の教育に使える。 
➢ この技術を学ぼうと思ったら、どんなプログラミング言語を学べばよいのでしょうか？ 
➢ 自然言語処理（natural language processing）、手書き認識、機械学習の研究分野。（調

査団注：これらは人工知能の研究分野で、UCSY 大学院の伝統的な研究テーマである。） 
➢ もしこの技術を適用しようとすれば、データ、カード（評価団注：学生証か）、紙等が

アップデートされる必要がある。 
➢ 視覚障碍者教育、2015 年総選挙（ミャンマー）、生体認証研究。 
➢ セキュリティ目的に利用される場合は、（現状よりも更に）可能な限りの研究がなされ

るべき。 
➢ 大部分の国では教育水準が低い。G-Speak は国家間の教育水準の格差を改善するのに

役立つ。例えば、同じ教材を多言語化して、様々な国で使うというようなことが可能か
もしれない。 

 

＜調査団コメント＞ 

NMC 同様、音声ペンの機能を誤解した回答も含まれるが、教育効果（特に語学・初等
教育）を高く評価するコメントと並んで、大学の研究分野への応用に関するコメントも多
い点が特徴的である。 

 

相手機関と調査団の総評 

▲ 相手側機関による総評（学長及びシニア教員） 

● ドットコード技術を使った教材開発と学校運営システム（学生管理、図書館情報シス

テム）への応用、どちらも是非進めてみたい。（調査団が企図しているような）教育

省等の他省教育機関へのノウハウ移転は大臣マターとなってしまうが、少なくとも他

の科学技術省傘下コンピュータ大学への移転は可能だ。（学長） 

● 省の許可の下、上記の内容に関する支援要望レターを送る。（学長） 

▲ 調査団の総評 
● プレゼンテーション自体は好評だったが、教育ツールとしての評価と、GM 社の技術に

対する評価が入り混じった結果となった。 

● 若年層の教員が主体のコンピュータ大学ではあるが、今回参加してくれた 20 代後半～

30 代前半の教員の場合、カリキュラムや教材に関する発言力が全くない。このことも、

問 10 でドットコード付教材を「自分が制作したい」と答えなかった理由の一つと考え

られる。 

● 質疑応答が活発だったために時間が足りず、電子黒板やパッド等との連携による教育

システムへの応用については、十分な説明時間を取ることができなかった。この点を

もう少し集中的に話すことができれば、若手教員達の要望やコメントの内容はもっと

変わってきたと思われる。一方で、この点をきちんと話すことができた学長やシニア

教員達には、この方面でも強い関心を表明した。 

▲ ビジネス化に向けた検討（四段階評価：〇） 

● ミャンマー政府の中では、比較的予算が潤沢な科学技術省の傘下大学である。モデル

ケースとして UCSY への導入が成功すれば、他大学への横展開も期待できる。 

● 現在の学長は、北部 13 大学を総括する UCSM（マンダレー）の学長も兼務しており、
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科学技術省上層部の信任が厚く、同省傘下コンピュータ大学への発言力も極めて大き

い。彼女が上記のように強い興味を持って取り組んでくれれば、よいモデルケースを

作ることができるのではないか。 

▲ ODA 案件化に向けた検討（四段階評価：◎） 

● JICA「ソフトウェアおよびネットワーク技術者育成プロジェクト」（2006～11 年）の

C/P 機関だったため、JICA スキームに関する理解が深いことは大きなアドバンテージ

である。 

● 教育省傘下の公立学校同様、正規に認定された教科書以外のものを作成・使用するこ

とは科学技術省でも難しい。（全土で同じ教科書・カリキュラムを使用することが定

められている。）このため、自由度の高い副教材をトライアル的に作成していくこと

を普及実証事業で行えないか、調査団では協議中。 

● 問 11 のコメントにあるように、彼らの研究テーマや大学として今後力を入れたい科目

（マルチメディア、ビジネス情報システム、組込システム）も意識した技術移転を行

えば、より先方に喜ばれると思われる。ただし、本格的な技術移転は大学研究者ない

し技術専門家レベルでないと難しいため、この点の折り合いをどう付けるのかは、今

後の継続的検討課題である。 
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(4) 機関名：University of Computer Studies, Yangon (UCSY), Bahan Campus（国立） 

分 野 ： 高等教育（IT） 

実 施 日 ： 2013年11月19日 

回答人数 ： 教員26人 

UCSY Bahan CampusはそれまでBoundary Campusと呼ばれていた古い施設をリニューアル

して、2013年から開学されたCenter of Excellence （COE）キャンパスである。公式組織上は

UCSY 本部キャンパス（Hlowgar Campus）の下に位置しており、学長はUCSY Hlowgar Campus

の学長が兼任しているが、事実上はBahan Campus副学長をトップとする別組織として運営さ

れている。学生は1学年200人程で、2013年12月現在、2学年400人の学部生が学んでいる。（教

員は34名。） 

2014年12月からの学期では最初の入学者達が3年生になって専門課程が始まり、組み込みシ

ステム、ソフトウェア・エンジニアリング等、7つの専門コースが開講される。特に組込シス

テムについてはこれまでミャンマーに本格的講座が無かったことから、担当教員も独学で学

ぶしかなく、技術支援ニーズが顕在化している。 

写真 

 

▲同キャンパス風景 ▲授業の様子 
  

 

▲教官への事前説明風景 ▲デモンストレーション実施風景 
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質問票集計結果 

① 教員用質問票 

問1. （パイロット期間中、Gridmarkスタッフの講義やプレゼンテーションを受けた方のみ） 

プレゼンテーションや講義の内容は理解しやすかったですか。 

＜調査団コメント＞ 

6 割が「1.とても簡単」を選んだ
Hlowgar と対照的に、「3.どちらで
もない」を選んだ参加者が過半数で
ある。 

これは、Bahan でのプレゼン内容
が、COE ということで最も技術的
に高度な内容だったことが原因と
考えられる。 

 

問2. （パイロット期間中、Gridmarkスタッフの講義やプレゼンテーションを受けた方のみ） 

プレゼンテーションや講義全体への満足度はいかがですか？ 

＜調査団コメント＞ 

問 1 同様、「3.どちらでもない」
が Hlowgar（6%）に比べて多い。こ
れは、問 1 同様、難易度の問題のほ
か、デモ画面が動かずにプレゼンテ
ーションが途中で止まってしまっ
た時間が何度かあったこと等、進行
上の不具合も関係していると思わ
れる。 

 

フリーコメント欄回答：「満足の理由や不満足の理由を教えてください。」 

＜満足の理由＞ 
➢ 新しい技術と製品を知ることができたから。 
➢ 以前、このペンを見たことがある。（調査団注：中国企業による特許侵害品か。）この

ペンにどんな技術が使われているか知ることができた。とても興味を持ったし、満足し
ている。 

＜どちらでもない理由＞ 
➢ このデバイスがセキュリティ分野で活用し得ると後半で説明されたが、最初に教育分野

以外のどんな分野でこのデバイスが活用し得るか説明されるべきだった。 

 

問3. （実際に触って使用してみた方のみ） 

ご自身はG-Speakの使用方法を容易に理解しやすかったですか？  

問4. （実際に触って使用してみた方のみ） 

生徒はG-Speakの使用方法を理解していましたか？ 

問5. （実際に授業や宿題で使用した方のみ） 

生徒はG-Speakを使っての学習に意欲が高まったようですか？ 

8%

38%54%

教員：26⼈
1. とても簡単

2. 簡単

3. どちらでもない

4. 難しい

5. とても難しい

4%

61%

35%

教員：26⼈
1. とても満⾜

2. 満⾜

3. どちらでもない

4. 不満⾜

5. とても不満⾜
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問6. （実際に授業や自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、学習は進んでいましたか？ 

問7. （自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、勉強時間は長くなったようですか？ 

問8. （実際に授業や自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わない時と較べて、学習の効果があると思いますか？ 

＜調査団コメント＞ 

今回、音声ペンを会場で試用してもらわなかったため、問 3 は省略。問 4～8 は、実際
の教育現場（教室や生徒の自宅）で音声ペンを使用した場合を想定した設問であるため、
単発デモンストレーションである今回は省略。 

 

問9. （全員に伺います） 

G-speakを教室や自宅で使わせたいですか？ 

＜調査団コメント＞ 

Hlowgar キャンパス同様、明確な
理由は不明だが、「3. 自宅だけで」
と答えた回答者が数名混じった。フ
リーコメントを読む限り、音声ペン
の特徴や効用に関する誤解もある
模様。なお、1 名選択肢を選ばずフ
リーコメントのみで回答。 

 
フリーコメント欄回答：「どうして選択したか、具体的な理由を教えてください。」 

➢ 教室で使用すると、教師はより分かりやすく教えることができる。生徒が自宅で使用す
ると、より簡単にかつ早く自宅学習を進められる。 

➢ 教室では先生が教えることができるが、自宅学習ではそうはいかず、音声ペンが必要と
なるから。（評価団注：3.を選択。） 

➢ 学生達に最新技術を知ってもらいたいから。（評価団注：1.を選択。） 
➢ 言語学習者はこのデバイスで発音を勉強するべき。（評価団注：どの選択肢も選択せず。） 
➢ 教員訓練に役立つが、値段を考慮しなくてはならない。（評価団注：1.を選択。） 
➢ 学生達は音声ペンを使って自己学習できる。 
➢ 教師は自宅で常に生徒を学習させられる訳ではない。よって、音声ペンは教師の代わり

として自宅で使用されるべき。（評価団注：3.を選択。） 
➢ 実習にだけ向いている。（評価団注：3.を選択。） 

 

  

76%

4% 16%

4% 教員：25⼈
1. 教室や⾃宅の両
⽅で使わせたい
2. 教室だけで使わせ
たい
3. ⾃宅だけで使わせ
たい
4. どちらでも使わせた
くない
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問10. （問9.で1.～3.を選んだ方に伺います。）G-speakを活用したドットコード教材はどのよ

うに制作すべきですか？なお、専用ツールで誰でも教材が作成できます。 

＜調査団コメント＞ 

無回答者、前門で 4.を選んだ者等
を外して 14 名が有効回答。「1.自
分」はゼロ人、「2.学校の担当者」
が半数であった。コンピュータ大学
では海外の専門書を使われること
が多く、専門科目の教材を自分で作
ることを想定しにくいことも関連
するか。 

 

フリーコメント欄回答：「どうして選択したか、具体的な理由を教えてください。」 
➢ 音声ペンに興味のある人間がやるべき。（調査団注：「2.学校の担当者が制作」を選択。） 
➢ ドットコード技術関連の研究者が大学や教材制作会社と行うべき。（調査団注：「3.

教材制作会社が制作」と「4.他国で制作」を重複選択。） 
➢ このデバイスは小学校教育、もしくは語学での発話・発音練習に適している。（調査団

注：「2.学校の担当者が制作」を選択。） 
➢ ミャンマー語のローカリゼーションを行うことにより、このデバイスは基礎教育・児童

教育に適している。（調査団注：「3.教材制作会社が制作」を選択。） 
➢ それ（調査団注：ODA 事業？）は音声ペンの普及に関して、多大な予算面その他の貢

献があるだろう。（調査団注：「3.教材制作会社が制作」を選択。） 

 

問11. （全員に伺います。） 

G-speakをどのような科目でどのように使ったらいいですか？その他、意見や感想があ

ったら教えてください。 

フリーコメント欄回答：「具体的に教えてください。（その他：使用していて気付いた問
題、機能に関する疑問や要望など）」 

➢ 1) 小学校、2) 語学学校、3) ID カード、4) ミャンマーの GIS 情報、5)ミャンマー語教
材への応用への協力。 

➢ 学校、大学、教育熱心な家庭、その他どこでも。 
➢ 実際どれ程のアプリケーション分野に応用可能かが分からないが、テスト採点や出席管

理に応用できれば良い。ドットコードが事前に埋め込まれていない紙が読み込めれば、
もっと良い。 

➢ もし、音声ペンが翻訳に使えれば、言語学習はもっと簡単になるだろう。 
➢ 音声ペンは教育目的以外でも、GIS/GPS アプリケーション分野、及びその他のビジネ

スアプリの分野で応用可能だ。 
➢ 教育支援やセキュリティシステムに応用可能だと思う。このアプリケーションをオーサ

リングツールでどのように開発するかが知りたい。（評価団注：オーサリングツールは
アプリ開発ツールではなく、誤解がある模様。） 

➢ 小学校での英語やミャンマー語の授業。 
➢ アプリケーション分野、私立小学校、エンジニアリングプロジェクトや建設。 
➢ 音声ペンは小学校から大学まで、沢山の科目で活用可能。しかし、導入の段になるとこ

の技術についてユーザーガイダンスが必要。 
➢ このデバイスは語学学習や読書等、分野の焦点を絞るべきでは。 
➢ 教科書上のグラフィックに応用可能。我々の大学で活用できるなら、ドットコードの作

り方、データのペンへの保存法等を学ばなくてはならない。 
➢ 様々な分野で応用可能だが、バーコード技術（評価団注：ドットコードのことか？）を

50%
36%

14%

教員：14⼈
1. ⾃分が制作したい

2. 学校の担当者が
制作
3. 教材制作会社が
制作
4. 他国で制作された
教材を使⽤



添付資料3-51 

書かなくてはならない。 
➢ 特にミャンマー語学習の場合、どのような紙質でも利用可能なのだろうか？文章の中の

全ての単語に対応する無数の標準コードが存在するのだろうか？ 
➢ 新技術を使った製品について知ることができたので、どうも有難うございました。 
➢ プレゼンとディスカッション、どうも有難う！ 
➢ 小学生、語学学習者、広告にも向いている 
➢ 学生だけでなく教師にも有用だと思う。特に公用語である英語教育に使ってみたい。な

ので、英語にも対応してほしい。 
➢ 英語学習に使える。 
➢ 銀行業務、外国語教育に使える。 
➢ 小学校教育で活用可能。 
➢ 企業、学校、外国語ガイド。 
➢ 音声ペンはミャンマー語、英語等の語学学習に使える。 
➢ 日本語、韓国語、ドイツ語等の外国語会話に使える。 
➢ 教育（小学校、語学学校）、セキュリティ（国民 ID カード、RFID アプリ）、調査（国

民調査、データ収集） 
➢ ミャンマー語。小学校の教育システム。 

 

＜調査団コメント＞ 

他機関同様、音声ペンの機能を誤解した回答も含まれるが、教育効果（特に語学・初等
教育）を高く評価するコメントと並んで、大学の研究分野、先進的 IT 技術への応用に関す
るコメントも含まれる点は Hlowgar とも共通している。 

 

相手機関と調査団の総評 

▲ 相手側機関による総評（学長、シニア教員） 

● ドットコードの埋め込み（オーサリング）自体は、学生でも理解可能なもの。GM 社に

技術移転してほしいのは、オーサリングソフト、音声ペンのハードを支えている、よ

り深いところの基礎技術。（学長及びシニア教員） 

● 2014 年 12 月に新規開講する科目の中で、最も緊急度の高いのは組込システム。理論的

なことは英語文献等を使って自分達で学ぶことができる。だが、実際に音声ペンの製

造ラインで、どのようにシステムが組み込まれていくのかというような実例は、学ぶ

機会がない。こういった組み込みシステムの製造工程に関して順（ステップ）を追っ

て、GM 社に教えてもらいたい。（学長及びシニア教員） 

▲ 調査団の総評 
● こちらが想定していた難易度と参加者の知識、語学力にギャップがあったものの、PC

上のデータが飛んで進行が滞るトラブルがあったほか、実際にペンを触ってもらう工

夫に欠けるなど、調査団側にも反省材料が大いに残る回であった。（この反省から、

この後に実施されたプレゼンテーションでは、実際に参加者に触ってもらう時間をふ

んだんに取ることにした。） 

● ドットコード付き教材の開発よりも、明確に専門科目に関連した技術移転にフォーカ

スした強い要望がある点は、Bahan キャンパスだけの特徴。 

● ただし、一部の若手教員からは、ドットコード技術やオーサリング手法に関して学ん

でみたいという積極的な発言もあった。この当たりは、マネジメント側と現場教員の

間の意見のギャップとも感じられる。 

▲ ビジネス化に向けた検討（四段階評価：×） 

● ミャンマー政府の中では、比較的予算が潤沢な科学技術省の傘下大学であるが、大学

の規模もまだ小さく、GM 社の本来の狙いである学校システムや教育システムへの音声
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ペンの活用についても、優先順位は低く置かれている。この結果、ビジネスベースに

乗る展望に持ちにくいのが現状か。 

▲ ODA 案件化に向けた検討（四段階評価：◎） 

● JICA「ソフトウェアおよびネットワーク技術者育成プロジェクト」（2006～11 年）の

元 Project Manager（初代）と C/P2 名が在籍。JICA スキームに関する理解が深い点は、

Hlowgar 同様にアドバンテージ。 

● 事実上のトップである副学長は、北陸先端科学技術大学院大学で博士号を取得し、日

本語も解する日本通。事務処理能力も高く、一部日系企業関係者の間でも高評価。 

● 他の機関に較べると異質な内容の技術移転要請ではあるが、実は Hlowgar キャンパス

でも組込技術に関連する要請が以前 JICA 現地事務所に提出されたことがある。JICA
事務所にも情報共有の上、普及実証事業提案等に含める方法はないか、調査団内で検

討中。 

  



添付資料3-53 

(5) 機関名：Center for Information and Communication Technology Trainings：CICTT（国立） 

分 野 ： 技術教育（IT） 

実 施 日 ： 2013年11月26日 

回答人数 ： 教員17人、生徒20人 

UCSYで最も歴史の古いHlaing Campusには、JICA「ソフトウェアおよびネットワーク技術

者育成プロジェクト」（2006～11年）の拠点である技術教育センターICT Training Institute

（ICTTI）が置かれたほか、2008年からはICTTIをモデルにインドの支援で設立された

India-Myanmar Center for Enhancement of Information Technology Skills（IMCEITS）も運営され

ている。 

両校ではJavaプログラミング、データベース等のソフトウェア系技術科目が開講されてい

るほか、ICTTIではLinuxやセキュリティ等のネットワーク技術科目が開講中である。2011年

にHlaing Campusが大学組織を離れ、CICTTとして省直轄の独立組織となって現在に至ってい

る。CICTT全体で40～50名の教員を擁し、年間500名程の卒業生を輩出している。 

写真 

 

▲ICTTIの教室風景 ▲ICTTIの教員（元C/P）達 
  

 

▲プレゼンテーションの様子 ▲パイロット教材を試用する生徒達 
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質問票集計結果 

① 教員用質問票 

問1. （パイロット期間中、Gridmarkスタッフの講義やプレゼンテーションを受けた方のみ） 

プレゼンテーションや講義の内容は理解しやすかったですか。 

＜調査団コメント＞ 

Bahan 同様、技術的説明を多目に
取ったが、Bahan の回より少し易し
く調整した結果、「1.とても簡単」
と「2.簡単」を選択した回答者が約
8 割に及んだ。UCSY の 2 キャンパ
スに較べ、教員の平均的技術水準が
最も高いことも関係するかもしれ
ない。 

 

問2. （パイロット期間中、Gridmarkスタッフの講義やプレゼンテーションを受けた方のみ） 

プレゼンテーションや講義全体への満足度はいかがですか？ 

＜調査団コメント＞ 

UCSY の 2 キャンパスに較べて、
満足度は最も高かった。大学教授で
もある発明者（Gridmark 吉田）自身
が分かりやすく説明を行ったこと、
参加者による音声ペンの試用と質
疑応答のための時間を多く取れた
こと等が理由として考えられる。 

 

フリーコメント欄回答：「満足の理由や不満足の理由を教えてください。」 

＜満足の理由＞ 
➢ プレゼンテーションも良かったし、分かりやすかったので満足。 
➢ 音声ペンに関する最新技術を知ることができて良かった。この技術をミャンマーのため

に使ってみたいし、学びたい。 
➢ 技術トレンドと新しい知識について学べたので、満足した。 

 

問3. （実際に触って使用してみた方のみ） 

ご自身はG-Speakの使用方法を容易に理解しやすかったですか？  

＜調査団コメント＞ 

「1.とても簡単」と「2.簡単」が
大多数を占めているが、「1.とても
簡単」と答えた比率は、Hlowgar
（63%）に較べると低かった。これ
は、Hlowgar でのプレゼンテーショ
ンに較べて、若干複雑で説明を要す
る操作についても時間を取って紹
介したためか。 

47%

29%

24%

教員：17⼈
1. とても簡単

2. 簡単

3. どちらでもない

4. 難しい

5. とても難しい

29%

71%

教員：17⼈

1. とても満⾜

2. 満⾜

3. どちらでもない

4. 不満⾜

5. とても不満⾜

41%

53%

6% 教員：17⼈
1. とても簡単

2. 簡単

3. どちらでもない

4. 難しい

5. とても難しい
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問4. （実際に触って使用してみた方のみ） 

生徒はG-Speakの使用方法を理解していましたか？ 

問5. （実際に授業や宿題で使用した方のみ） 

生徒はG-Speakを使っての学習に意欲が高まったようですか？ 

問6. （実際に授業や自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、学習は進んでいましたか？ 

問7. （自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、勉強時間は長くなったようですか？ 

問8. （実際に授業や自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わない時と較べて、学習の効果があると思いますか？ 

＜調査団コメント＞ 

問 4～8 は、実際の教育現場（教室や生徒の自宅）で音声ペンを使用した場合を想定し
た設問であるため、単発デモンストレーションである今回は省略。 

 

問9. （全員に伺います） 

G-speakを教室や自宅で使わせたいですか？ 

＜調査団コメント＞ 

UCSY の 2 キャンパスと対照的
に、「1.教室や自宅の両方」と答え
た参加者が圧倒的多数。寧ろ NMC
と同様の結果になったが、これは
CICTT と NMC でのデモが、PC 等
と連携したプレゼンテーション機
能に十分な時間を割けたことによ
るか。 

 
フリーコメント欄回答：「どうして選択したか、具体的な理由を教えてください。」 

教室と自宅、両方で学生達に使わせたい。自主学習ができるようになるので。 
➢ 何らかの教育効果を持ち得る。勉強が簡単になり得る。（調査団注：1.を選択。） 
➢ 教室では時間割に沿って学生達は学ぶが、自宅では好きなように反復して学ぶことがで

きる。この点が学生達には効果的だ。（調査団注：1.を選択。） 
➢ 学習時間を減らすことができるから。（調査団注：1.を選択。） 
➢ とても簡単に学習できるから。（調査団注：1.を選択。） 
➢ 教室と自宅、どちらでも有用だ。 

 

  

94%

6%
教員：17⼈
1. 教室や⾃宅の両
⽅で使わせたい
2. 教室だけで使わせ
たい
3. ⾃宅だけで使わせ
たい
4. どちらでも使わせた
くない
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問10. （問9.で1.～3.を選んだ方に伺います。）G-speakを活用したドットコード教材はどのよ

うに制作すべきですか？なお、専用ツールで誰でも教材が作成できます。 

＜調査団コメント＞ 

4 名未回答。「3.教材制作会社」
が大多数。調査を実施した ICTTI
では、通常 1～2 名の科目担当者が
教材改訂を行うが、複数の科目を掛
け持ちするため、教材作成・改訂は
休日しかできず負担感が大きいと
いう、JICA 案件時代からの事情も
反映されたと思われる。 

 

フリーコメント欄回答：「どうして選択したか、具体的な理由を教えてください。」 
➢ ドットコード技術について学び、自分達で開発したいと強く思う。（調査団注：「3.

教材制作会社が制作」を選択。開発したいと答えたのは、教材ではなくオーサリングツ
ール等のアプリケーションの模様。） 

➢ 学生達に外国語を学んでほしいから。（調査団注：「4.他国制作教材」を選択。） 
➢ 教材制作会社は、多くの教材開発業者と提携しているから。（調査団注：「3.教材制作

会社が制作」を選択。 
➢ よく分からない。（調査団注：未回答。） 

 

問11. （全員に伺います。） 

G-speakをどのような科目でどのように使ったらいいですか？その他、意見や感想があ

ったら教えてください。 

＜調査団コメント＞ 

音声ペンの機能を誤解した回答も含まれるが、特に語学学習での教育効果を高く評価す
るコメントが多数だった。 

 

フリーコメント欄回答：「具体的に教えてください。（その他：使用していて気付いた問
題、機能に関する疑問や要望など）」  

➢ 音声ペンは語学学習に最適だ。 
➢ 音声ペンは学習過程を改善できる。 
➢ 音声ペンとドットコード付き教材を使って、ソフトウェアのプログラムを書いてみた

い。 
➢ 語学学習により有用だろう。学生達のやる気を高めることができる。 
➢ G-Speak は小学校の授業と外国語学習に良いデバイスだ。 
➢ 教育、外国語学習、オンライン試験に有用。 

8%

84%

8%
教員：13⼈

1. ⾃分が制作した
い
2. 学校の担当者が
制作
3. 教材制作会社が
制作
4. 他国で制作され
た教材を使⽤
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② 生徒用質問票 

問1. （実際に触って使用してみた方のみ） 

G-Speakの使用方法は簡単に理解しやすかったですか？ 

＜調査団コメント＞ 

同センターの教員アンケート同
様、「1.とても簡単」と「2.簡単」
を選択した回答者が 8～9 割に及ん
だ。なお、今回参加した生徒はネッ
トワーク系講座の生徒だが、共通科
目でソフトウェア系科目も履修し
ており、オーサリングソフトの説明
も理解できた模様。 

 

問2. （実際に授業や宿題で使用した方のみ） 

G-Speakを使って勉強する意欲が高まり、面白くなりましたか？ 

問3. （実際に授業や宿題で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、学習は進みましたか？ 

問4. （自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、勉強時間は長くなりましたか？ 

問5. （実際に授業あるいは自宅で使用した方のみ） 

G-Speakを使わない時と較べて、学習の効果があると思いますか？ 

＜調査団コメント＞ 

問 2～5 は、実際の教育現場（教室や生徒の自宅）で音声ペンを使用した場合を想定し
た設問であるため、単発デモンストレーションである今回は省略。 

 

問6. （全員に伺います。） 

G-speakを教室や自宅で使いたいですか？ 

＜調査団コメント＞ 

「1.教室や自宅の両方」が大多
数。フリーコメントでは、選択肢を
選んだ理由を答えていないコメン
トも散見される。このため、2.「教
室だけ」ないし 3.「自宅だけ」とい
う回答が 2 人ずつ含まれた詳しい
理由は不明である。 

 

  

55%30%

15%
⽣徒：20⼈
1. とても簡単

2. 簡単

3. どちらでもない

4. 難しい

5. とても難しい

75%

10%

10%

5% ⽣徒：20⼈
1. 教室や⾃宅の両
⽅で使いたい
2. 教室だけで使い
たい
3. ⾃宅だけで使い
たい
4. どちらでも使いたく
ない
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フリーコメント欄回答：「どうしてか具体的な理由を教えてください。」 
➢ 勉強がより捗るようになると思われるため。（調査団注：2.「教室だけ」を選択。） 
➢ 音声ペンで設問の回答を確認できるから。（調査団注：2.「教室だけ」を選択。） 
➢ 教室・自宅両方で使うことが必要だと思ったから。 
➢ 教室で先生の発音を録音し、自宅で自習できるから。（調査団注：1.「教室と自宅の両

方」を選択。） 
➢ 教室での協議内容を録音。（調査団注：1.「教室と自宅の両方」を選択。） 
➢ 凄いデバイスだ。（調査団注：1.「教室と自宅の両方」を選択。） 
➢ 自宅で使いたい。なぜなら、教室では先生の説明を聞いており、デバイスを使う時間が

ないから。 
➢ 教室・自宅両方で使ってみたい。 
➢ 勉強に役立つから。（調査団注：1.「教室と自宅の両方」を選択。） 

 

問7. （全員に伺います。） 

G-speakをどのような科目でどのように使ったらいいですか？その他、意見や感想があ

ったら教えてください。 

フリーコメント欄回答：「どうしてか具体的な理由を教えてください。」 
➢ IT 科目で使えるのではないか。 
➢ I 祖国ミャンマーの発展にとても役立つ。英語とミャンマー語の通訳に音声ペンを使用

したい。 
➢ I 非常に役立つ。音声ペンが好きだ。外国語学習に使える。 
➢ I とても良いテクノロジー。この技術は学習コストを減らす。興味があるので、ドット

コード技術を習ってみたい。 
➢ I 良い技術だ。科学技術を教えること、学ぶこと、調査することにとても有用。 
➢ I ミャンマーでは、このデバイスは幼児の語学学習に適している。 
➢ I 学生にとって役に立つデバイスだ。音声ペンを使うことにより、多くの言語を学習す

ることができる。 
➢ I 辞書やハンドブックのように、医学やエンジニアリングの分野で音声ペンを使ってみ

たい。 
➢ I 教育分野で活用されたら、学生達の能力を改善し、とても役に立つ。 
➢ フィルム・ペーパーだけでなく他の紙でも使用できれば、もっと便利だろう。（調査団

注：電子黒板機能の説明で見せた新開発のフィルムにより、何か誤解があったか？） 

 

相手機関と調査団の総評 

▲ 相手側機関による総評（所長及び教員） 

● 音声ペンの強みが、特に語学学習と初等教育の分野で発揮されることは大変評価して

いる。ただ、当センターは IT 技術訓練に特化しており、また特に ICTTI の教室は既に

ペーパーレスな e-learning 環境が整っている。当センターに限れば、音声ペン導入の効

果は限定的なものだろう。（所長） 

● オーサリングツールのプログラミングや開発には関心あり。（ソフトウェア教員） 

● CICTT から日本政府への要望としては、カリキュラと施設（教室数）、双方での規模

拡張のための ICTTI への追加支援。（所長） 

▲ 調査団の総評 
● 事前説明の段階から、ドットコード技術を活用した PC 等と連動したプレゼンテーショ

ン、更に技術そのものについて、現場の教員達の強い興味を惹くことができた。しか

し、今回のプレゼンテーションを経て、教材制作や授業での利用など具体的な業務に
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まで落としてイメージしてもらった際、支援ニーズが限定的なものだったことは否め

ない。これは、同センターの活動実績が未だ好調で、教材や教授法などで火急の課題

が認識されていないこととも関連するであろう。 

▲ ビジネス化に向けた検討（四段階評価：×） 

● ニーズが無いため、ビジネス的な展望は見込みにくい。 

▲ ODA 案件化に向けた検討（四段階評価： ） 

● 所長は JICA 案件「ソフトウェアおよびネットワーク技術者育成プロジェクト」（2006
～11 年）の Project Director（2 代目）で、JICA スキームについて大変明るく、事務処

理能力も高い。現在、同案件のフォローアップとして、毎年 2 名シニア・ボランティ

アが派遣されているほか、2014 年には機材更新支援が行われる見込み。 

● ICTTI のカリキュラム陳腐化については、科学技術省内で大臣も懸念材料として話して

おり、追加支援を既に所長から JICA 事務所に要請中。Network Security、Digital 
Multimedia、Advanced Database Technology の 3 科目で追加技術移転を受けたいとの要

望があるが、JICA 事務所に確認したところ、各科目とも更に焦点を絞った技術分野を

指定されないと支援しにくいとのことだった。 

● 上記 3 分野のうち、Digital Multimedia は UCSY Hlowgar キャンパスでも要望がある分野

である。もし同キャンパスでの普及実証事業にこの分野の技術移転が加わる場合、同

センターでもセミナーや、UCSY での技術移転に同センター講師も招く等の補助的な

活動は可能かもしれない。このような活動を通して、CICTT 側の技術移転支援要請の

焦点を更に明確にすることは可能である。 

● ドットコード技術関連の普及実証事業については、CICTT を対象とした検討は行わな

い予定である。 
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(6) 機関名：International Language & Business Centre：ILBC（私立） 

分 野 ： 基礎教育 

実 施 日 ： 2013年11月26日 

回答人数 ： 教員3人、生徒33人（17人+16人、2クラス） 

1997に設立されたILBCはミャンマーでも有数の規模と知名度を誇るインターナショナ

ル・スクールである。全国8都市に拠点展開しており、幼稚園から高校までで生徒数は7,000

人、内ヤンゴン・キャンパスは2,000人程の通学者がいる。全ての教科を英語で実施している

こと、幼稚園からコンピュータの授業があること等が特色である。授業料は月250～300USD

程度で、富裕層の子弟が通学している。 

今回の調査は、小学校3年生の2クラスを対象として実施された。平日の授業中、20～30分

程パイロット教材（英単語の音声教材）と音声ペンを使用してもらい、生徒達の反応と探っ

た。1クラスは音声ペンだけを、もう1クラス2は教員が作成した単語カード（パイロット教材

と同じ英単語）と音声ペンの両方を使用した。 

写真 

 

▲ILBC建物 ▲コンピュータ・ルームでの授業風景 
  

 

▲幹部へのプレゼンテーション ▲校長との協議の模様 

 

  

                                                        
2 事前打合せでは、2 クラスのうち 1 クラスでは音声ペンを全く使用しないはずだったが、不公平を

嫌う父兄への学校側の配慮で、両方のクラスで音声ペンが使用された。 
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質問票集計結果 

① 教員用質問票3 

問1. （パイロット期間中、Gridmarkスタッフの講義やプレゼンテーションを受けた方のみ） 

プレゼンテーションや講義の内容は理解しやすかったですか。 

問2. （パイロット期間中、Gridmarkスタッフの講義やプレゼンテーションを受けた方のみ） 

プレゼンテーションや講義全体への満足度はいかがですか？ 

＜調査団コメント＞ 

今回、教壇に立った現場教員は Gridmark スタッフの事前説明やプレゼンテーションを受
けていないため、問 1～2 は省略。 

 

問3. （実際に触って使用してみた方のみ） 

ご自身はG-Speakの使用方法を容易に理解しやすかったですか？  

＜調査団コメント＞ 

回答者が 3 人しかいないため、比
率は細かく解釈しないが、概ね問題
はなかったと判断できそうである。
なお、教員達への音声ペンに関する
説明は調査団からではなく、学校側
から行われており、細かな機能説明
がどこまで事前に行われたかは不
明である。 

 

問4. （実際に触って使用してみた方のみ） 

生徒はG-Speakの使用方法を理解していましたか？ 

＜調査団コメント＞ 

回答者が 3 人しかいないため、比
率は細かく解釈しない。が、概ね問
題はなかったと判断できる。このこ
とは、次項で記載する生徒用アンケ
ートの問 1 でも大半が「1.とても簡
単」と回答していることからも、裏
付けられている。 

 

                                                        
3 両クラスとも 2 名の教員が配置されていたが、音声ペンのみのクラスでは時間の都合で、1 人分し

かアンケートを回収できなかった。このため、ここでは 2 クラス分を纏めて 1 つのグラフで集計を
行う。（そうしないと、音声ペンのみのクラスでは、全て回答が 100%となってしまう。） 

67%

33%

教員：3⼈
1. とても簡単

2. 簡単

3. どちらでもない

4. 難しい

5. とても難しい

33%

67%

教員：3⼈

1. よく理解できていた

2. 理解できいでいた

3. どちらでもない

4. 理解できていない

5. 全く理解できていない
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問5. （実際に授業や宿題で使用した方のみ） 

生徒はG-Speakを使っての学習に意欲が高まったようですか？ 

＜調査団コメント＞ 

回答者が 3 人しかいないため、比
率は細かく解釈しない。が、概ね問
題はなかったと判断できる。このこ
とは、次項で記載する生徒用アンケ
ートの問 2 で、勉強が「1.とても面
白い」とする回答が大半であること
からも、裏付けられている。 

 

問6. （実際に授業や自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、学習は進んでいましたか？ 

＜調査団コメント＞ 

回答者が 3 人しかいないため、比
率は細かく解釈しない。試用時間が
実質 15 分程度と短かったため、判
断が難しい設問だったと思われる
が、フリーコメントからは、発音を
正しく教える労力の省略になった
という評価を得られた。 

 

フリーコメント欄回答：「意欲が高まった理由や高まらなかった理由を教えてください。」

＜意欲が高まった理由＞ 
➢ 綴りを覚えるのが簡単になる。特定の単語の発音が正しくなる。（調査団注：1.「とて

も進んだ」を選択。） 

 

問7. （自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、勉強時間は長くなったようですか？ 

＜調査団コメント＞ 

問 7 は、生徒の自宅で音声ペンを使用させた場合を想定した設問であるため、教室のみ
で実施された今回は省略。 

 

33%

67%

教員：3⼈

1. とても⾼まった

2. ⾼まった

3. どちらでもない

4. ⾼まらなかった

5. 全く⾼まらなかった

33%

67%

教員：3⼈

1. とても進んだ

2. 進んだ

3. 変わらない

4. 進んでいない

5. 全く進んでいない
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問8. （実際に授業や自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わない時と較べて、学習の効果があると思いますか？ 

＜調査団コメント＞ 

回答者が 3 人しかいないため、比
率は細かく解釈しない。問 7 同様、
試用時間が短かったため、判断が難
しい設問だったのではないかと予
想された。しかし、フリーコメント
では、短時間でも通常授業との明瞭
な違いを認識したような意見が寄
せられた。 

 

フリーコメント欄回答：「学習が進んだ理由や進まなかった理由を教えてください。」 
➢ 授業内容に対して、より集中できるようになった。 
➢ 教える方、学ぶ方双方に音声ペンが顕著な効果を持つことを確信します。 
➢ 生徒達は通常と違った学び方ができる。 

 

問9. （全員に伺います） 

G-speakを教室や自宅で使わせたいですか？ 

＜調査団コメント＞ 

次項の生徒用アンケートの問 6
では、一部の生徒達が「教室だけ」
または「自宅だけ」と回答したが、
教師側は「1.教室や自宅両方」と全
員回答した。これは、家庭での自己
学習が必須の英語科目でパイロッ
ト調査が行われたこととも関連す
ると思われる。 

 

フリーコメント欄回答：「どうして選択したか、具体的な理由を教えてください。」 
➢ 生徒達が自宅で自己学習できるから。教師が生徒達にある単語の発音を強調したいと

き、G-Speak は役に立つから。 
➢ 学校では、私達教師が生徒達の発音練習を手助けできる。家庭では、音声ペンを利用す

ることで大きな学習効果がある。持ち運びもできるので、どこででも使用できる。 

 

100%

教員：3⼈
1. ⼤変効果あり
2. 効果あり
3. わからない
4. 効果なし
5. 全く効果なし

100%

教員：3⼈
1. 教室や⾃宅の両
⽅で使わせたい
2. 教室だけで使わせ
たい
3. ⾃宅だけで使わせ
たい
4. どちらでも使わせた
くない
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問10. （問9.で1.～3.を選んだ方に伺います。）G-speakを活用したドットコード教材はどのよ

うに制作すべきですか？なお、専用ツールで誰でも教材が作成できます。 

＜調査団コメント＞ 

1 名未回答。実際にドットコード
教材の作り方（オーサリングツール
を使用すること、特殊なプリンター
は不要であること）に関する説明
は、学校側から教員達は受けていな
いと思われる。教員インタビューに
よると、日常的にオリジナル教材は
作成する模様。 

 

問11. （全員に伺います。） 

G-speakをどのような科目でどのように使ったらいいですか？その他、意見や感想があ

ったら教えてください。 

＜調査団コメント＞ 

英語教員達だけあって、特に語学学習での教育効果を評価するコメントは調査団として
も喜ばしい。 

 

フリーコメント欄回答：「具体的に教えてください。（その他：使用していて気付いた問
題、機能に関する疑問や要望など）」 

➢ 音声ペンは英語、中国語、フランス語等、語学学習に有用だ。 
➢ G-Speak は大半の科目で利用可能。だが、もし歴史や地理等を教えるのに使えれば、

より価値は高まる。 

  

100%

教員：2⼈
1. ⾃分が制作したい

2. 学校の担当者が
制作
3. 教材制作会社が
制作
4. 他国で制作された
教材を使⽤
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② 生徒用質問票 

問1. （実際に触って使用してみた方のみ） 

G-Speakの使用方法は簡単に理解しやすかったですか？ 

 

＜調査団コメント＞ 

大学でのデモと異なり、目の前の教材にペンを当てて音声を再生させるだけの機能に特
化した結果、直観的に使い方が理解できた模様。 

 

問2. （実際に授業や宿題で使用した方のみ） 

G-Speakを使って勉強する意欲が高まり、面白くなりましたか？ 

 

＜調査団コメント＞ 

日本での幼児英会話分野での実績通り、どちらのクラスでも大好評。 

 

フリーコメント欄回答：「面白かった理由や面白くなかった理由を教えてください。」 

＜面白かった理由＞ 
➢ 正しい発音で鳴ったから。 
➢ 簡単に使えるから。 G-Speak が好き。 
➢ もし読み方が分からなかったとしても、音声ペンで知ることができる。 
➢ 文字の発音の仕方を教えてくれるから。 
➢ 単語を知ることができるから。 
➢ とても大きな音で、イヤホンでも聞ける。（評価団注：「1.とても面白い」を選択。） 
➢ 人間の声で喋っているから。 
➢ 電子機器だから。 
➢ 分かりやすい。良い声（調査団注：発音のことか？）で発音している。 

82%

18%

⽣徒（⾳声ペンのみ）：17⼈

1. とても簡単

2. 簡単

3. どちらでもない

4. 難しい

5. とても難しい

100%

⽣徒（カード＆⾳声ペン）：16⼈

1. とても簡単

2. 簡単

3. どちらでもない

4. 難しい

5. とても難しい

94%

6%

⽣徒（⾳声ペンのみ）：17⼈

1. とても⾯⽩い

2. ⾯⽩い

3. どちらでもない

4. ⾯⽩くない

5. 全く⾯⽩くない

100%

⽣徒（カード＆⾳声ペン）：16⼈

1. とても⾯⽩い

2. ⾯⽩い

3. どちらでもない

4. ⾯⽩くない

5. 全く⾯⽩くない
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➢ 音声ペンがあれば、読む必要がない。音声ペン自体が喋った。どうやって読むか分から
ない時、音声ペンが助けてくれる。 

➢ 英語の勉強にとても役立つから。 

＜面白くなかった理由＞ 
➢ 音がうるさかった。でも、音声ペンを使うのは好き。英語を喋っている。（評価団注：

「4.面白くない」を選択。） 

 

問3. （実際に授業や宿題で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、学習は進みましたか？ 

 

＜調査団コメント＞ 

簡単な単語を学習する実質 15 分程度のトライアルであるため、成果が実感しにくい状
況であったことを考えると、良好な結果と言えよう。カード学習を交えたクラスの場合、
音声ペン使用前に既に同じ単語を短時間習っていることが、「2.進んだ」の回答率が音声
ペンのみのクラスより高い理由か。 

 

問4. （自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、勉強時間は長くなりましたか？ 

＜調査団コメント＞ 

問 4 は、自宅で音声ペンを使用した場合を想定した設問であるため、教室のみで実施さ
れた今回は省略。 

 

問5. （実際に授業あるいは自宅で使用した方のみ） 

G-Speakを使わない時と較べて、学習の効果があると思いますか？ 

 

82%

18%

⽣徒（⾳声ペンのみ）：17⼈

1. とても進んだ

2. 進んだ

3. 変わらない

4. 遅れた

5. とても遅れた

56%
44%

⽣徒（カード＆⾳声ペン）：16⼈

1. とても進んだ

2. 進んだ

3. 変わらない

4. 遅れた

5. とても遅れた

47%

29%

24%

⽣徒（⾳声ペンのみ）：17⼈

1. ⼤変効果あり

2. 効果あり

3. わからない

4. 効果なし

5. 全く効果なし

100%

⽣徒（カード＆⾳声ペン）：16⼈

1. ⼤変効果あり

2. 効果あり

3. わからない

4. 効果なし

5. 全く効果なし
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＜調査団コメント＞ 

問 3 同様、簡単な単語を学習する実質 15 分程度のトライアルであるため、成果が実感
しにくい状況であったことを考えると、健闘した結果と言える。カードも交えたクラスの
方が評価の高い点も興味深い。 

 

フリーコメント欄回答：「学習の効果がある理由やない理由を教えてください。」 

＜効果がある理由＞ 
➢ もし単語を知らなかったとしても、この音声ペンを使えばいいから。 
➢ 聞くことができるから。 
➢ 良い声（調査団注：発音のことか？）で鳴っているから。 
➢ 発話を助けてくれるから。 
➢ まあまあ。 
➢ 音を大きくしたり、小さくしたりできるから。 

 

問6. （全員に伺います。） 

G-speakを教室や自宅で使いたいですか？ 

 

＜調査団コメント＞ 

両クラスとも、「1.教室や自宅の両方」が多数。フリーコメントで「4.自宅だけ」を挙
げていたコメントの通り、校内は授業中でも騒がしかった。（日本の小学校に比べて廊下
も狭く、多くの教室が収容されている。）今回はイヤホンを付けてモニタリングしてもら
ったが、この点はミャンマーの教室でどのように使用してもらうか提案する際の、今後の
参考となるか。 

 

フリーコメント欄回答：「どうしてか具体的な理由を教えてください。」 
➢ 簡単に単語を覚えられるため。（調査団注：1.「教室と自宅の両方」を選択。） 
➢ 知識をつけることができるから。（調査団注：1.「教室と自宅の両方」を選択。） 
➢ 音声ペンを使うのが好きだから。（調査団注：1.「教室と自宅の両方」を選択。） 
➢ 勉強のために使えるから。（調査団注：1.「教室と自宅の両方」を選択。） 
➢ 役に立つから。（調査団注：1.「教室と自宅の両方」を選択。） 
➢ どこでも勉強できるから。（調査団注：1.「教室と自宅の両方」を選択。） 
➢ 面白いから。（調査団注：1.「教室と自宅の両方」を選択。） 
➢ 学校では友達が喋っているし、うるさいから。（調査団注：4.「自宅だけ」を選択。） 

 

  

62%19%

19%

⽣徒（⾳声ペンのみ）：17⼈

1. 教室や⾃宅の
両⽅で使いたい
2. 教室だけで使
いたい
3. ⾃宅だけで使
いたい
4. どちらでも使い
たくない

100%

⽣徒（カード＆⾳声ペン）：16⼈

1. 教室や⾃宅の
両⽅で使いたい
2. 教室だけで使
いたい
3. ⾃宅だけで使
いたい
4. どちらでも使い
たくない
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問7. （全員に伺います。） 

G-speakをどのような科目でどのように使ったらいいですか？その他、意見や感想があ

ったら教えてください。 

＜調査団コメント＞ 

簡単な英単語教材しか見せていないにも関わらず、「全ての科目」というコメントが回
答者 9 人中 4 人いた。それだけ、物珍しさや楽しさが子供達にインパクトを残したという
ことかもしれない。 

 

フリーコメント欄回答：「どうしてか具体的な理由を教えてください。」 
➢ 全ての科目で。 
➢ 英語。 
➢ 知らない言葉を覚えるのに役立つ。 

 

相手機関と調査団の総評 

▲ 相手側機関による総評（校長及び教員リーダー） 

● 子供達が通学する平日に時間を取るとなると、このように短時間のみの協力となって

しまった。（教員リーダー） 

● 当校の場合、幼稚園の頃から英語で学んでいるため、子供達の語学力は標準よりかな

り高い。語学教育自体の課題というのも今のところないので、音声教材を新規で導入

するエネルギーを考えると、現時点では導入する必要性はさほど感じられないのが正

直なところ。（校長） 

▲ 調査団の総評 
● 短時間でのトライアルではあったものの、実際に教室で使用してもらえるケースは本

調査では貴重な機会であった。物珍しさも手伝ったか、子供側も楽しんでいるようで

アンケートの集計結果も大変良かった。しかし、優等生の多い同校の性質上、大人の

求める答えに素直に反応してアンケートに記入している可能性もあるため、教育効果

の検証に関しては、やはり長期的なデータを取る必要性がある。この点、本調査のス

キームの中で可能なことはスケジュールの問題で限られるため、こういった長期間（特

に語学の場合、効果発現には時間がかかる）の検証作業のためには、普及実証事業の

スキームの方が適している。 

▲ ビジネス化に向けた検討（四段階評価：×） 

● 語学教育の切り口では、ニーズが否定された。経営層との事前打合せ時には、算数や

理科等、他の科目でのパイロット調査実施も話し合われたが、他機関宛にも予想外に

多くの教材を準備することになった日本側の作業時間の制約から、今回は英語教材に

絞ったパイロット調査となった。この点、先方の期待に沿えきれなかった反省点もあ

る。 

▲ ODA 案件化に向けた検討（四段階評価：×） 

● NMC 学長によれば、同校の小学生 4 年程度の英語レベルは、標準的な公立中学校の 2
年生くらいのレベルだろうとのことである。カリキュラム内容や設備環境がかなり異

なるため、インターナショナル・スクールを対象としたパイロット調査の結果を、そ

のまま（G to G 支援を念頭において）教育省系公立小学校に類推適用することは現実

的ではない。 
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(7) 機関名：Khayay International Preschool（私立） 

分 野 ： 児童教育 

実 施 日 ： 2013年11月25日～12月10日 

回答人数 ： 教員9人 

国連薬物統制計画（United Nations International Drug Control Programme：UNDCP）の元駐在

代表である理事・園長夫妻により、1995年に設立。同幼稚園の最大の特色は、幼児期からの

多言語学習、及びその効果の研究にあり、英・緬・日・中・仏語等を日常的に園内で使用し

ている。17ヵ国に及ぶ国籍の1歳半～5歳児（公立小学校入学前まで）、100名程が通園してい

る。 

今回の調査は、3～5歳児を対象として実施した。アルファベットや仮名（50音）、ビルマ

文字、数字の概念等を音声ペンで学ぶためのオリジナル教材を共同開発した。特に数字につ

いては書き方をトレースさせて覚えるための新プログラムを開発し、音声ペンを活用した新

たな教育手法を試みることができた。今回は、年少（3-4歳児：33名）、年中（4-5歳児：17

名）、年長（5-6歳児：12名）の児童がパイロット調査に参加した。（アンケート回答は先生

のみ。） 

写真 

 

▲同幼稚園の外観 ▲同幼稚園での打合せ風景 
  

 

▲トレース教材のパイロット風景（数字）  
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質問票集計結果 

① 教員用質問票 

問1. （パイロット期間中、Gridmarkスタッフの講義やプレゼンテーションを受けた方のみ） 

プレゼンテーションや講義の内容は理解しやすかったですか。 

問2. （パイロット期間中、Gridmarkスタッフの講義やプレゼンテーションを受けた方のみ） 

プレゼンテーションや講義全体への満足度はいかがですか？ 

＜調査団コメント＞ 
今回、教壇に立った現場教員は理事・園長家族を除き Gridmark スタッフの事前説明や

プレゼンテーションを受けていないため、問 1～2は省略。 

 

問3. （実際に触って使用してみた方のみ） 

ご自身はG-Speakの使用方法を容易に理解しやすかったですか？  

＜調査団コメント＞ 

同幼稚園での調査固有の事情と
して、トレース機能が試作段階であ
り、教材をゆっくりとトレースする
必要があった。また、児童が録音ボ
タンを長押ししてペンが障害と認
識するなど、他機関よりもパイロッ
ト授業実施において現場教員の負
担が大きかった。 

 

問4. （実際に触って使用してみた方のみ） 

生徒はG-Speakの使用方法を理解していましたか？ 

＜調査団コメント＞ 

同幼稚園のパイロット教材は他
機関よりも機能や使用法が複雑で
あるが、指導する先生達の回答（問
3）に比べると、生徒の理解は概ね
問題なかったと言えそうである。但
し、年少（3-4 歳児）の児童には、
まだ若干難しいとのコメントがあ
った。 

 

フリーコメント欄回答： 
➢ 年少の子には少し難しいと思います。（調査団注：3.「どちらでもない」を選択。） 
➢ 簡単だが、必要のないパーツを色々いじってしまい、困っていた。（（調査団注：1.

「よく理解できていた」を選択。） 
➢ 年少の子も使い方は分かるが、なかなかスムーズには使えない。（調査団注：2.「理解

できていた」を選択。） 

 

17%

83%

教員：6⼈
1. とても簡単

2. 簡単

3. どちらでもない

4. 難しい

5. とても難しい

20%

60%

20%

教員：5⼈
1. よく理解できていた

2. 理解できいでいた

3. どちらでもない

4. 理解できていない

5. 全く理解できてい
ない
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問5. （実際に授業や宿題で使用した方のみ） 

生徒はG-Speakを使っての学習に意欲が高まったようですか？ 

＜調査団コメント＞ 

問 4 同様、年少（3～4 歳児）クラスの児童には、まだ少し教材コンテンツのレベルが高
かったのではないかと思われる。 

 

フリーコメント欄回答：「どうしてか具体的な理由を教えてください。」 
➢ 年齢によって差がある。4 歳児が最も興味を持っていた。 
➢ 年齢によって違うが、4～6 歳児の興味が高い。 

 

問6. （実際に授業や自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、学習は進んでいましたか？ 

＜調査団コメント＞ 
問 4・問 5同様、年少（3～4歳児）クラスの児童には、まだ少し教材コンテンツのレベ

ルが高かったのではないかと思われる。 

 

フリーコメント欄回答： 
➢ 年長がとても速まった。 
➢ 全員がすべて速まったわけではないが、クラスの 80%で学習スピードが速まった。 
➢ 年齢によって違うが、4～6 歳児の興味が高い。 
➢ 年少のみを担当してみた限り、関係が無い。 
➢ 学習意欲が速まったので、速まる結果となった。 
➢ 4～6 歳児において速まった。 

 

問7. （自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、勉強時間は長くなったようですか？ 

問8. （実際に授業や自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わない時と較べて、学習の効果があると思いますか？ 

＜調査団コメント＞ 

問 7 は、生徒の自宅で音声ペンを使用させた場合を想定した設問であるため、教室のみ
で実施された今回は省略。また、問 8 は設問構成を幼稚園側が変更したため、未集計。 

 

問9. （全員に伺います） 

G-speakを教室や自宅で使わせたいですか？ 

＜調査団コメント＞ 

設問構成を幼稚園側が変更。「使いたい」or「使いたくない」の 2 択では、回答者 11 人
中、「使いたくない」という回答はゼロだった。但し、年少組の先生 2 人が「どちらでも
ない」という選択肢を自分で作って回答したほか、コメント欄でも年少組教員は、まだ音
声ペンを使用した学習は 3～4 歳児には早いことを示唆している。 
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フリーコメント欄回答： 
➢ 使いたいが、もっと簡単なやり方の教材が必要。（調査団注：年少組の教員） 
➢ 使いたいが、常に使うことができるかどうかは不安。（調査団注：年少組の教員） 
➢ 常に使用するのは難しい。（調査団注：年少組の教員） 
➢ 様々な教材で使いたい。そのための教材開発が必要である。是非頑張りたい。（調査団

注：年中組の教員） 

 

問10. （問9.で1.～3.を選んだ方に伺います。）G-speakを活用したドットコード教材はどのよ

うに制作すべきですか？なお、専用ツールで誰でも教材が作成できます。 

＜調査団コメント＞ 

設問構成を幼稚園側が変更。「習いたい」or「習いたくない」の 2 択で、回答者 11 人中、
「習いたい」と回答。 

 

問11. （全員に伺います。） 

G-speakをどのような科目でどのように使ったらいいですか？その他、意見や感想があ

ったら教えてください。 

＜調査団コメント＞ 
幼稚園教室での集合学習によるパイロット授業だったので、市販のイヤホンとセットで

使用することを想定したが、イヤホンのサイズが幼児の耳には合わずストレスとなってい
た模様。また、ペン単体で使用した場合、内蔵スピーカーの再生する音声ファイルのボリ
ュームが小さかったことが指摘された。この点は今回使用した廉価版製品のスピーカー自
体の制約のほか、教材作成期間の制約から音声ファイルのボリューム調整を行わなかった
ことにも起因する。また、録音ボタンを長押しする幼児が多く、音声ペンの誤作動の原因
となる等、今後、普及実証事業等での現地小学校における使用を想定した場合、非常に有
益な情報を得ることができた。 

 

フリーコメント欄回答：「具体的に教えてください。（その他：使用していて気付いた問
題、機能に関する疑問や要望など）」 

➢ トレースするのは、年少組では少々難しそうだった。 
➢ イヤホンを使用した場合、ボリュームが大き過ぎる。また児童の耳にはイヤホン自体が

大きすぎる。ペン単体の場合は、音量を最大にしないと聴こえない。とはいえ、子供達
は本当に楽しんで音声ペンを使っていた。たとえ使用法を完全に理解していなくても、
喜んで使っていた。 

➢ イヤホンを使うと先生がチェックしにくく、子供達もストレスがありそうです。ヒアリ
ングに使用した方が良い。 

➢ ミャンマー語バージョンで使用した場合、音声のボリュームが小さい。 
➢ ボリューム調整がもう少しうまくできてほしい。 
➢ 関係ない音声が再生される、音が小さい、スイッチが ON/OFF できない、等のトラブ

ルが時々あった。 
➢ 英語バージョンのパートは全員使用。ミャンマー語、日本語も徐々に頻度が増えた。母

国語をやはり自由学習では好んでリピートしていた。（調査団注：年長組教員の回答） 
➢ 幼児教育・小学校と、その年齢にあった教材がしっかりできていれば、この G-Speak

はかなり有効だと思う。教材の開発を先生一同でやってみようという意欲がある。 
➢ 年少にはもう少し簡単な教材があった方が良い。作ってみたい。（調査団注：年少組教

員の回答） 
➢ 年少の興味を惹く教材を作りたい。（調査団注：年少組教員の回答） 
➢ ミャンマー語の書き順、音楽、その他の言語と、どんどん使えるようにしてほしい。教

材の開発が必要。やっていきたい。（調査団注：年中組教員の回答） 
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② 事前・事後テスト結果 

同幼稚園でのパイロット調査では、「(i)紙教材と音声ペンの両方使用」、「(ii)紙教材のみ

使用」の2グループを設定した。紙教材は文字教材（アルファベット、ひらがな、ビルマ文字）

と数字教材（アラビア数字、トレーシング機能付き）の2種類を準備したが、日程等の都合で

数字教材をメインに使用することになった。 

 

▲数字教材 ▲文字教材（ビルマ文字） 

 

数字教材は英・日・緬語の3ヵ国語に対応しており、ページ上部の言語名に音声ペンで触れ

ると言語モードが切り替わり、各国語で数字やコメントが読み上げられる。幼児達は書き順

通りにトレーシングの練習を行い、先生が傍で話しかけているように「good !」等のコメン

トが音声ペンから再生される。（うまく行った場合と行かなかった場合は、異なるコメント

が再生される。）幼児たちがこれらの短いフレーズを覚えて使いこなせるようになること、

自己学習の習慣が身に付くこと、積極性が増すこと等も、教材の狙いに含まれている。 

音声ペンを使用しないグループは、紙教材を指でなぞりながら先生と練習を行った。 

事前・事後テストとしては、アラビア数字（0～10）の筆順テストを実施し、先生が1人ず

つ書き順を記録した。 
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▲先生によるテスト結果記録の例 

 

このテスト結果を数値化して学習効果を評価するべく、全11種類（0～10）の数字の書き順

テスト結果を11点満点として集計した。グループ(ii)のサンプル数がグループ（i）より少なく、

また年長組（5～6歳）ではグループ(ii)を設定できないという制約があったが、以下のような

結果となった。 

事前事後テストの結果 

年次（使用/不使用） 受験人数 事前テスト平均点 事後テスト平均点 平均点増加率

年少（使用） 15 人 1.1 点 2.3 点 112.5%
年少（不使用） 9 人 0.7 点 1.8 点 166.7%
年中（使用） 12 人 3.2 点 10.1 点 218.4%
年中（不使用） 2 人 4.0 点 5.5 点 37.5%
年長（使用） 7 人 4.1 点 10.1 点 144.8%

 

➢ 素点ベースでは、年少（3～4歳）・年中（4～5歳）両方で音声ペンを使用したグループ

（i）の方が平均点は高い。 

➢ ただし、平均点増加率を考慮すると、年少組では不使用グループ(ii)の方が伸び率は高く、

3～4歳という年齢帯では、音声ペンの優位性が明確には検証できなかった。これは、そ

もそも学習内容が年少組には難しすぎるという、教員アンケートでの指摘とも関連する

結果と理解できる。 

➢ 一方、年中組（4～5歳）では、比較テストの違いが顕著に表れた。事前テストでは不使

用グループ(ii)の方が平均点は高かったにも関わらず、事後テストでは使用グループ(ii)

の方が殆ど正解した一方で、不使用グループ(ii)はそれ程点数が伸びなかった。伸び率で

も顕著な違いが出た。 

➢ 年長組も年中組の使用グループ（i）同様の点数の伸びが見られ、素点ベースでは事後テ

ストはほぼ全問正解に近い高得点であった。 

以上の結果から、今回のパイロット授業コンテンツは、主に年中組（4～5歳）で効果的だ

ったと判断できる。また、比較グループを設定しなかった年長組（5～6歳）についても素点

の伸びは高く、これらのコンテンツを公立小学校の1年生（年長組と同学年）で使用しても効

果的なのではないかと予想できる。 
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相手機関と調査団の総評 

▲ 相手側機関による総評（園長・教員） 

● ●主に 4 歳児の多い年中組での教育効果を顕著に感じた。元々年中組向きの教材として

制作したこともあったので、やはりレベルが彼らと合っていたということなのだろう。

（園長・教員） 

● イヤホンを使った学習は、特に年少組（3～4 歳）にはストレスだった模様。（園長） 

● 特に 3 歳児は集中力が散漫。4 歳児以上だと学習に集中していた。教員達によると、4
～5 歳児は数字に興味を持つようになり、5～6 歳児は数字の理解・認識が速まったと

のこと。5～6 歳児については、算数が教えやすくなった。（園長） 

● 音声ペンから出てくる言葉を発話している子供も見られたが、副次的効果として期待

した全体的な語彙力の向上には結び付いたとは言えない。（園長） 

● 教材自体は年中組用だが、年長組が使用するには自己学習教材として最適なレベル。

実際、どんどん自分達で進められていた。5～6 歳児からは、他の言語でもやりたいと

いう希望も出ている。自己啓発学習を進めるための教材としても 5～6 歳では有効か。

（園長・教員） 

● 子供達が反復練習に興味を持っていることは明らか。（園長） 

▲ 調査団の総評 
● 本調査期間中、最も準備に時間と手間をかけたパイロット調査となったが、それだけ

の結果は得ることができた。現地では子供を幼稚園に通わせることが一般的ではなく、

児童教育を受けられる機会は富裕層家庭の子女に限られる。このため、同校でのカリ

キュラムは公立小学校 1 年生にも応用可能だと考える。（実際、算数の授業等の参考

にするため、現地の教育大学附属小学校関係者から視察をこれまで受けている。） 

▲ ビジネス化に向けた検討（四段階評価：◎） 

● 非常に洗練された教育哲学と手法を実践している幼稚園である。オリジナルの教材開

発についても情熱をもって取り組んでおり、既にドットコードを教材に埋め込むため

のオーサリングツールの技術移転を開始した。同幼稚園には、近々日本語学校や小学

校の開設計画もあり、今後も Gridmark 社の現地パートナーとして教材開発等を行って

いく予定。 

▲ ODA 案件化に向けた検討（四段階評価：〇） 

● 本パイロット調査で扱った教材・カリキュラムを、今後、幼稚園（社会福祉省管掌）

と小学校（教育省管掌）のどちらで活かすのかで、2 通りのアプローチが考えられる。

しかし、本調査期間では、幼稚園を管掌する社会福祉省へのアプローチは時間の制約

のために行えなかった。また、招聘を予定していた教育省関係者の視察も、コーディ

ネートができないまま時間切れとなった。両省へのアプローチのためには、本パイロ

ット調査の結果を携えて更に時間をかける必要がある。幸い同幼稚園は両省関係者と

も私的な交流を結んでいるため、時宜を伺ってアプローチする予定である。 

● 上記 2 つのアプローチとは別に、現在、教育省の教員育成を行っているミャンマーコ

ンピュータ連盟（Myanmar Computer Federation：MCF）事務局からは、音声ペンを活用

しながら、彼らと共同で村落部の小学校支援や教育省の教員育成を行わないかと提案

されている。MCF の上位組織である Myanmar Computer Science Development Council（議

長は通信省大臣）、ないし通信省を C/P 機関とした ODA スキームの中で、同幼稚園の

開発教材の使用をできないか、現在検討中である。 
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(8) 機関名：Myanmar Sakura Japanese Language Center（私立） 

分 野 ： 日本語教育 

実 施 日 ： 2013年11月19日～12月12日の期間の授業中 

回答人数 ： 教員5人、生徒26人（初級6クラス） 

日本在住経験のあるミャンマー人経営者により、2006年に設立。現在、教員は5名、生徒数

は25人程度の小規模な日本語教室である。受講者のボリュームゾーンは10～20代で大学生が

多い。日本語検定のN5ないしN4の受験者が大半という生徒達のレベルにも、本パイロット教

材（N5対策の動詞一覧）は合致した。 

同校でのパイロット調査は、生徒に音声ペンを持ち帰らせずに、毎回の授業時間中、10～

20分程音声ペンを使って生徒達に自己学習してもらう形を取った。生徒達には特に聴解対策

としてパイロット教材がどのように役立ったか、先生達にはこれまでのクラスと違ってどの

ような教育効果が見られたかについて、アンケートを取った。 

写真 

 

▲同校の教室 ▲校長との打合せ風景 
  

 

▲音声ペンを使用する生徒  
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質問票集計結果 

① 教員用質問票 

問1. （パイロット期間中、Gridmarkスタッフの講義やプレゼンテーションを受けた方のみ） 

プレゼンテーションや講義の内容は理解しやすかったですか。 

問2. （パイロット期間中、Gridmarkスタッフの講義やプレゼンテーションを受けた方のみ） 

プレゼンテーションや講義全体への満足度はいかがですか？ 

＜調査団コメント＞ 

今回、教壇に立った現場教員は Gridmark スタッフの事前説明やプレゼンテーションを直
接受けていないため、問 1～2 は省略。 

 

問3. （実際に触って使用してみた方のみ） 

ご自身はG-Speakの使用方法を容易に理解しやすかったですか？  

＜調査団コメント＞ 

ILBC 同様、教員達への音声ペン
に関する説明は学校側から行われ
た。また、パイロット現場に調査団
メンバーが殆ど同席していないた
め、反った教材にペンを当てた等、
音が出ない場合の処置は、教員達が
独力で行うことになったと予想さ
れる。 

 

問4. （実際に触って使用してみた方のみ） 

生徒はG-Speakの使用方法を理解していましたか？ 

＜調査団コメント＞ 

問 1 同様、教員達が音声ペンの使
い方の説明を直接調査団から受け
ていなかったことを考えれば、概ね
問題はなかったと判断できる。回答
された選択肢の比率も、同じ内容を
生徒側に尋ねた生徒用アンケート
問 1 とほぼ同じである。 

 

25%

75%

教員：4名
1. とても簡単

2. 簡単

3. どちらでもない

4. 難しい

5. とても難しい

40%
60%

教員：5⼈
1. よく理解できていた

2. 理解できいでいた

3. どちらでもない

4. 理解できていない

5. 全く理解できていない
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問5. （実際に授業や宿題で使用した方のみ） 

生徒はG-Speakを使っての学習に意欲が高まったようですか？ 

＜調査団コメント＞ 

検定受験直前に対策講座に通う
生徒達を対象としたパイロット調
査なので、元々参加者の学習意欲が
高いことを受けた回答と思われる。
ただし、生徒用アンケート問 2 で
は、意欲が高まったという回答（選
択肢 1.と 2.）が 9 割近くに上ってい
る。 

 

フリーコメント欄回答：「学習が進んだ理由や進まなかった理由を教えてください。」 
➢ 単に教材を読ませるより、関心を持たせられる。（調査団注：2.「高まった」を選択。） 
➢ 前から生徒達が知っていた単語だから、どちらでもない。しかし、発音が聴こえるから

便利です。（調査団注：3.「どちらでもない」を選択。） 

 

問6. （実際に授業や自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、学習は進んでいましたか？ 

＜調査団コメント＞ 

パイロット教材は補助的に使わ
れたのみで、メインテキストは市販
の日本語教材である。このため、授
業の進捗ペース自体は通常と変わ
らず、このような回答結果となった
と思われる。なお、生徒用アンケー
ト問 3 では「進んだ」という回答が
過半数だった。 

 

問7. （自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、勉強時間は長くなったようですか？ 

＜調査団コメント＞ 

問 7 は、生徒の自宅で音声ペンを使用させた場合を想定した設問であるため、教室のみ
で実施された今回は省略。 

 

20%

80%

教員：5⼈

1. とても⾼まった

2. ⾼まった

3. どちらでもない

4. ⾼まらなかった

5. 全く⾼まらなかった

100%

教員：5⼈
1. とても進んだ

2. 進んだ

3. 変わらない

4. 進んでいない

5. 全く進んでいない
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問8. （実際に授業や自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わない時と較べて、学習の効果があると思いますか？ 

＜調査団コメント＞ 

2 人未回答。試験直前で生徒達も
学習が進んでいた状態だったので、
判断が難しい設問だったのではな
いかと予想される。が、概ね良好な
評価であった。日本語学校だけあっ
て、フリーコメントでは、音声教材
としての効果を評価する意見が寄
せられた。 

 

フリーコメント欄回答：「学習が進んだ理由や進まなかった理由を教えてください。」 
➢ ネイティブ・スピーカーの声が直接聴ける。 

 

問9. （全員に伺います） 

G-speakを教室や自宅で使わせたいですか？ 

＜調査団コメント＞ 

次項の生徒用アンケートの問 6
では、「1.教室や自宅両方」と 8 割
弱が回答していること比較すると、
対照的な結果。フリーコメントから
は、授業中はあくまで自分の授業に
集中してもらい、自宅学習はその復
習と位置付ける講師の考え方が垣
間見える。 

 
フリーコメント欄回答：「どうして選択したか、具体的な理由を教えてください。」 

➢ 教室で勉強した授業内容を自宅で復習できるから。（評価団注：「3.自宅だけ」を選択。） 

 

問10. （問9.で1.～3.を選んだ方に伺います。）G-speakを活用したドットコード教材はどのよ

うに制作すべきですか？なお、専用ツールで誰でも教材が作成できます。 

＜調査団コメント＞ 

2 名未回答。非ネイティブの若い
講師達にとっては、語学教材を自分
で制作したいかと問われると、ハー
ドルが高く感じられたか。同校の場
合、市販の日本語検定対策本を教材
としていることも、「3.教材制作会
社」という回答と関連しているだろ
う。 

 

  

100%

教員：3⼈
1. ⼤変効果あり
2. 効果あり
3. わからない
4. 効果なし
5. 全く効果なし

40%

60%

教員：5⼈
1. 教室や⾃宅の両
⽅で使わせたい
2. 教室だけで使わ
せたい
3. ⾃宅だけで使わ
せたい
4. どちらでも使わせ
たくない

67%

33%

教員：3⼈
1. ⾃分が制作し
たい
2. 学校の担当者
が制作
3. 教材制作会社
が制作
4. 他国で制作さ
れた教材を使⽤
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フリーコメント欄回答：その理由を教えてください。 
➢ 外国語を学んでいる人々のために、適当な教材を選べられる（評価団注：「2.学校の担

当者」を選択。） 

 

問11. （全員に伺います。） 

G-speakをどのような科目でどのように使ったらいいですか？その他、意見や感想があ

ったら教えてください。 

＜調査団コメント＞ 
音声ペンの機能を誤解した回答も含まれるが、検定レベルごとの単語集、漢字の読みの

暗記対策教材、といった具体的なアイデアを得ることができた。 

 

フリーコメント欄回答：「具体的に教えてください。（その他：使用していて気付いた問
題、機能に関する疑問や要望など）」 

➢ N1、N2、N3、N4、N5 の各レベルに使える教材を制作してほしい。適正な値段になる
ことも必要。 

➢ 生徒達は平仮名を覚え終わったので、G-Speak が平仮名の音だけを出せるものであれ
ば、興味ない。漢字も音が出れば関心を持つと思う。検定レベルによって単語を揃えて
ほしい。 

➢ N2、N1 に G-Speak を使えれば良いと思う。 
➢ 自宅学習で分からない時に、生徒達には G-Speak を使ってほしい。教室で使うと、と

ても分かりやすいので、逆に単語を覚える能力が減ってしまうから。 
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② 生徒用質問票 

問1. （実際に触って使用してみた方のみ） 

G-Speakの使用方法は簡単に理解しやすかったですか？ 

＜調査団コメント＞ 

先生用アンケート問 3 同様、パイ
ロット現場に調査団メンバーが同
席していないため、反った教材にペ
ンを当てた等、音が出ない場合等の
処置は、教員達と一緒に対応するこ
とになったと予想される。そういっ
た事情を踏まえれば、良好な結果と
言える。 

 

問2. （実際に授業や宿題で使用した方のみ） 

G-Speakを使って勉強する意欲が高まり、面白くなりましたか？ 

＜調査団コメント＞ 

1 人未回答。先生用アンケート問
5における教員側の評価（大半が「ど
ちらでもない」を選択）と比べると、
良好な結果。パイロット時期が日本
語検定試験直前でなければ、参加者
の学習も進む前だったため、より学
習効果を実感して意欲は高まった
か。 

 

フリーコメント欄回答：「面白かった理由や面白くなかった理由を教えてください。」 

＜面白かった理由＞ 
➢ 新しいものだから。 
➢ 復習する時、分からない発音を音声ペンで聴けたから。 
➢ 正しい発音が分かる。日本人の発音がはっきり聴こえるから。 
➢ 発音が聴けて面白い。 
➢ 聴解問題がよく聞こえる。発音も勉強できる。 
➢ 凄い製品だ。 

＜どちらでもない理由＞ 
➢ あまり変わらなかったから。（評価団注：単語理解力のことを指した回答か。） 

 

35%

61%

4%
⽣徒：26⼈

1. とても簡単

2. 簡単

3. どちらでもない

4. 難しい

5. とても難しい

16%

72%

12% ⽣徒：25⼈
1. とても⾯⽩い

2. ⾯⽩い

3. どちらでもない

4. ⾯⽩くない

5. 全く⾯⽩くない
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問3. （実際に授業や宿題で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、学習は進みましたか？ 

＜調査団コメント＞ 

7人未回答。掲載単語数も少なく、
あくまで副教材の扱いのため、回答
し難い設問だった模様。それでも、
先生用アンケート問 6 での評価が
「3.変わらない」を全員選択してい
たことと較べると、生徒側の評価は
良好な結果となった。 

 

フリーコメント欄回答：「学習が進んだ理由や遅れた理由を教えてください。」 

＜進んだ理由＞ 
➢ 日本人（ネイティブ・スピーカー）の発音を聴けるから。 
➢ 発音も分かるので自己学習に便利。 
➢ 発音を何回も聴いて勉強できるから 
➢ 自宅で先生に教わっているように学習できる。 

＜変わらない理由＞ 
➢ 勉強ができるなら要らない。（調査団注：自己学習を自分で進められるということか。） 

 

問4. （自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、勉強時間は長くなりましたか？ 

＜調査団コメント＞ 

問 4 は、自宅で音声ペンを使用した場合を想定した設問であるため、教室のみで実施さ
れた今回は省略。 

 

問5. （実際に授業あるいは自宅で使用した方のみ） 

G-Speakを使わない時と較べて、学習の効果があると思いますか？ 

＜調査団コメント＞ 

3 人未回答。前問同様、掲載単語
数が少なく、あくまで副教材の扱い
のため、回答し難い設問だったか。
それでも、先生用アンケート問 6 で
の評価が「3.変わらない」を全員選
択していたことと較べると、生徒側
の評価は良好な結果となった。 

 

  

5%

63%

32%

⽣徒：19⼈

1. とても進んだ

2. 進んだ

3. 変わらない

4. 遅れた

5. とても遅れた

70%
17%

13% ⽣徒：23⼈

1. ⼤変効果あり

2. 効果あり

3. わからない

4. 効果なし

5. 全く効果なし
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フリーコメント欄回答：「学習の効果がある理由やない理由を教えてください。」 

＜効果がある理由＞ 
➢ 自分の発音が正しいかどうかを、すぐ確認できるから。 
➢ 正しい発音を聴くことで、単語を前より覚えられるようになった。 
➢ 知りたい発音が簡単に分かるから。 
➢ 聴解力を高める。 
➢ 手間がかからない。日本人の発音が良く分かる。隣に日本人の先生がいるように、学習

しやすくなる。 

＜効果がない理由＞ 
➢ 勉強できないなら、使っても無駄。（調査団注：「4.効果なし」を選択。あくまでパイ

ロット教材を試しただけであり、完成した試験対策教材で学習した訳ではないためのコ
メント？） 

 

問6. （全員に伺います。） 

G-speakを教室や自宅で使いたいですか？ 

＜調査団コメント＞ 

「自宅だけ」が過半数だった先生
用アンケート問 9 での評価と対照
的に、「1.教室や自宅の両方」を選
択した回答が多数。この学校の場
合、教室のみで使用しているにも関
わらず、全員自宅でも使用したいと
回答していることは特筆すべき結
果。 

 

フリーコメント欄回答：「どうしてか具体的な理由を教えてください。」 
➢ 教室でも自宅でも、勉強や復習を簡単にできると思うから。 
➢ 教室でも自宅でも発音を勉強したい。発音をはっきり聴いて、単語を覚える時に以前よ

り覚えられるようになりたい。 
➢ 教室で使えば役に立つし、復習にも便利。（調査団注：1.「教室や自宅の両方」を選択。） 
➢ 自己学習に使えば便利。（調査団注：1.「教室や自宅の両方」を選択。） 
➢ 聴解力を高めたいので、両方で使いたい。（調査団注：1.「教室や自宅の両方」を選択。） 
➢ G-Speak の機能が好きだから。（調査団注：1.「教室や自宅の両方」を選択。） 
➢ 学習しやすくなる。（調査団注：1.「教室や自宅の両方」を選択。） 
➢ 使いやすいから。使い方が簡単でとても役に立つ。（調査団注：1.「教室や自宅の両方」

を選択。） 
➢ 無料でもらえれば使いたい。（調査団注：3.「自宅だけ」を選択。） 
➢ 教室には先生がいるから。自宅で G-Speak を使って自己学習できる。（調査団注：3.

「自宅だけ」を選択。） 

 

  

77%

23%

⽣徒：26⼈
1. 教室や⾃宅の両
⽅で使いたい
2. 教室だけで使いた
い
3. ⾃宅だけで使いた
い
4. どちらでも使いたく
ない
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問7. （全員に伺います。） 

G-speakをどのような科目でどのように使ったらいいですか？その他、意見や感想があ

ったら教えてください。 

＜調査団コメント＞ 

パイロット現場に殆ど調査団が同席していなかったため、使い勝手の点を補足できる者
がおらず、若干戸惑っていたことを伺わせるコメントが散見された。これらの内容に関し
ては、将来的には教材を引き渡す際に現場教員側へ書面等で「使用上の注意事項」として
伝えていく必要がある。 

 

フリーコメント欄回答：「どうしてか具体的な理由を教えてください。」 
➢ 文字を押しても、たまに音が出ない。文字の横をペンで押せば音が出てくる。押すべき

場所をちゃんと教えてくれれば、もっと簡単になると思う。 
➢ 長所は発音がはっきり聴こえること。使いやすいし、簡単に充電できる。短所はドット

付きの教材以外、他の本では音が出せないこと。 
➢ G-Speak は外国語教材（英語、日本語、中国語）で使われるべき。正しい発音が分か

るので、G-Speak を使ったらもっと便利だ。 
➢ 少し重い。使いやすく、もっと便利なタイプに変えるべき。 
➢ 全ての単語で音が出ればより良い。（調査団注：音声ペン付き単語帳をイメージした要

望か？） 
➢ 沢山の単語を教材に入れてほしい。 
➢ G-Speak の専用教材しか使えない点は、あまり好きじゃない。 
➢ 聴解対策を教える時、一緒に使うべき。単語を沢山入れて欲しい。もっと大きな音で聴

きたい。 
➢ 漢字の表でも、音が出ればより良い。（調査団注：今回のパイロット教材は平仮名表記

の動詞表。） 
➢ できれば、日本語辞書に使えれば、もっと良い。 
➢ 動詞だけではなく、会話や漢字の学習にも使えれば良い。印刷された文字ではなく、文

字が入っている周辺を押すだけで音が出ることが分かってきた。新しい発音や新しい言
語のデータをペンに入れられますか？ 

➢ 時々、音が出ない。 

 

相手機関と調査団の総評 

▲ 相手側機関による総評（校長） 

● 各クラスの中で音声ペンを使用してもらった。全体的に好評化ではあったが、ちょう

ど日本語能力検定試験の時期と重なったため、教材（N5 のどうし）内容を既に学んで

いた生徒も多く、その点はアンケートで若干マイナス方面に振れているかもしれない。

そういった意味で、教材のボリュームはもう少し欲しかった。（校長） 

▲ 調査団の総評 
● 校長による上記総評には、調査団としても同意。本調査及び音声ペン自体には非常に

好意的な経営者であり、小規模学校ながら、ほぼ全ての教材対象レベルの生徒達に協

力をしてもらえた。 

▲ ビジネス化に向けた検討（四段階評価：〇） 

● 元々、語学教材として実績のある製品だけに、非ネイティブの教員による日本語教育

の現場でも活用可能なことは他の日本語教育機関での評価も含めて、検証できた。今

後は、既に取引のある日本語教材出版社等に働きかけることで、ビルマ語に対応した

日本語教材の流通を仕掛けたい。現段階ではミャンマー国内の日本語検定教育市場は
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数千人規模とまだまだ小さいが、将来性に期待している。今後も同校とは良好な関係

を続けたいところ。 

▲ ODA 案件化に向けた検討（四段階評価：×） 

● 同校は民間語学学校なので、G to G スキームにはそぐわない。 

● 通常、JICA 案件では日本語教育に関係することが多い日本センター案件の担当者から

は、同センターで日本語教育を扱わないことは決定事項と伝えられている。このよう

な方針が JICA ミャンマー事務所だけでなく、本部も含めた意向なのかどうかは、現在

確認中。 
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(9) 機関名：Stage Line Co., Ltd.（民間企業） 

分 野 ： 日本語教育 

実 施 日 ： 2013年12月1日～12月21日 

回答人数 ： 生徒36人（19人+17人、2クラス） 

1997年会社設立。翌年、インターナショナル・スクール（ES4E Language and Training Centre）

を開校。今回のパイロット調査は、技能実習生候補を対象とした日本語クラスで実施された。

公益財団法人国際研修協力機構（JITCO）とミャンマーの労働省労働局が2013年5月に提携し

て以降、ミャンマーから日本への技能実習生送出しに関する道筋が開かれたが、同社と同様

に技能実習制度の枠組みの中での日本語教育市場が、現在ミャンマーでは拡大しつつある。 

パイロット調査は、2クラスを対象に2週間かけて実施された。最初の1週間は50単語の暗記

（ペンを持ち帰った自宅学習も実施）を、音声ペンを使うクラスと使わないクラスで比較。

次に音声ペンを使用するクラスを入れ替え、1週間で別の51語を学習し効果を比較。このよう

に、2段階で実施したが、各々前後テストを実施して頂いた。 

写真 

 

▲日本語クラスの教室外観 ▲日本語クラスでのヒアリング風景 
  

 

▲パイロット調査実施風景 ▲音声ペンを使用して学習する生徒 
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質問票集計結果 

① 生徒用質問票 

問1. （実際に触って使用してみた方のみ） 

G-Speakの使用方法は簡単に理解しやすかったですか？ 

＜調査団コメント＞ 

Myanmar Sakura 同様、使用上の
注意点等については特に説明を受
けておらず、モニタリング日以外は
調査団も自習に立ち会わなかった。
こういった事情から、うまく音が出
ない等のケースの対応は現場任せ
となったが、概ね良好な結果と言え
る。 

 

問2. （実際に授業や宿題で使用した方のみ） 

G-Speakを使って勉強する意欲が高まり、面白くなりましたか？ 

＜調査団コメント＞ 

パイロット調査以前の段階でも、
生徒に音声ペンと日本語教材を見
せたところ、大変興味を惹いてい
た。パイロット調査が単語暗記（1
週間 50 語程）というシンプルな内
容だったことを差し引いても、概ね
良好な結果と判断できる。 

 

フリーコメント欄回答：「面白かった理由や面白くなかった理由を教えてください。」 

＜面白かった理由＞ 
➢ 覚えやすいから。 
➢ 面白い。日本に就職したいです。 
➢ 学習するのが簡単になるので、関心をもっている。 
➢ 勉強しやすいので面白いと思う。単語を覚えやすいので、好きだ。 
➢ 勉強する意欲が高まり、勉強がもっと面白くなる。  
➢ G-Speak を使ったら、短期間のうちに理解が進み、正しい発音を出せるようになって

きた。G-Speak の技術を使って勉強する意欲が高まり、面白くなってきた。 

 

17%

63%

20%
⽣徒：35⼈

1. とても簡単

2. 簡単

3. どちらでもない

4. 難しい

5. とても難しい

32%

62%

6% ⽣徒：34⼈

1. とても⾯⽩い

2. ⾯⽩い

3. どちらでもない

4. ⾯⽩くない

5. 全く⾯⽩くない
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問3. （実際に授業や宿題で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、学習は進みましたか？ 

＜調査団コメント＞ 

既にある程度日本語の入門的学
習が進んでいる上、掲載単語数も少
なく、あくまで副教材の扱いのた
め、回答し難い設問だったと思われ
る。聴解学習が進むことで、単語暗
記の効率が進み、良好な評価結果に
なったと思われる。 

 

フリーコメント欄回答：「学習が進んだ理由や遅れた理由を教えてください。」 

＜進んだ理由＞ 
➢ 聞き取りが良くなってきた。 
➢ 単語を良く覚えられるようになる。 
➢ 微妙に違う発音の正しい発音が分かる。だから、学習が面白くなってきた。 
➢ 覚えやすいから。 
➢ 自宅でも勉強できるので、学習が進んだ。 
➢ 理解力が上がったから。 

＜遅れた理由＞ 
➢ 勉強中、音声ペンが壊れたので少し不便だった。 

 

問4. （自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、勉強時間は長くなりましたか？ 

＜調査団コメント＞ 

3 分の 1 が「4. 短くなった」を選
択。問 3 同様、聴解学習が進むこと
で、単語暗記の効率が進んだことを
受けた回答と思われる。「3. 変わ
らない」と答えた回答が 4 割弱と最
も多いが、これは技能実習生候補と
いうことで、学習意欲が高いため
か。 

 

フリーコメント欄回答：「学習時間が長くなった理由や短くなった理由を教えてくださ
い。」 

＜短くなった理由＞ 
➢ 発音が簡単に聞こえるため、勉強時間は短くなった。 

 

29%

60%

8%

3%
⽣徒：35⼈

1. とても進んだ

2. 進んだ

3. 変わらない

4. 遅れた

5. とても遅れた

3%

21%

37%

33%

6%
⽣徒：33⼈

1. とても⻑くなった

2. ⻑くなった

3. 変わらない

4. 短くなった

5. とても短くなった
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問5. （実際に授業あるいは自宅で使用した方のみ） 

G-Speakを使わない時と較べて、学習の効果があると思いますか？ 

＜調査団コメント＞ 

総評にある企業側担当者のコメ
ント、また事後テストの結果とは多
少矛盾するが、生徒側の評価は良好
な結果となった。フリーコメントを
読む限り、やはりリスニング力と暗
記力の向上に役立つという評価が
生徒側にはあるようである。 

 

フリーコメント欄回答：「学習の効果がある理由やない理由を教えてください。」 

＜効果がある理由＞ 
➢ 早く覚えられるので、効果が高い。 
➢ 聴きにくい発音が聴き分けられるようになった。集中力が増し、暗記しやすくなってきた。 

 

問6. （全員に伺います。） 

G-speakを教室や自宅で使いたいですか？ 

＜調査団コメント＞ 

「1.教室や自宅の両方」を選択し
た回答が多数。他の学校でもそうだ
が、「3. 自宅だけ」という回答に
は、「教室では先生の授業に集中し
たい（or すべき）」という意識があ
ることが、フリーコメント欄から読
み取れる。 

 

フリーコメント欄回答：「どうしてか具体的な理由を教えてください。」 
➢ 教室と自宅の両方で使った方が、より便利だから。 
➢ 教室で先生が教えている時、G-Speak に夢中になってしまうと、先生の授業に関 
➢ 心が持てなくなる。よって、練習、復習、予習した方が良い勉強などを、自宅で自己学

習するときに、使った方が良いと思う。（調査団注：3.「自宅だけ」を選択） 

 

問7. （全員に伺います。） 

G-speakをどのような科目でどのように使ったらいいですか？その他、意見や感想があ

ったら教えてください。 

＜調査団コメント＞ 
試用現場に殆ど調査団が同席していなかったため、使い勝手の点を補足できる者がおら

ず、若干戸惑っていたことを伺わせるコメントが散見された。これらの内容に関しては、
将来的には教材を引き渡す際に現場教員側へ書面等で「使用上の注意事項」として伝えて
いく必要がある。幸い、生徒からは語学教材としての効果を評価する声が多かった。 

18%

67%

15% ⽣徒：34⼈
1. ⼤変効果あり

2. 効果あり

3. わからない

4. 効果なし

5. 全く効果なし

61%

6%

33%

⽣徒：33⼈
1. 教室や⾃宅の両
⽅で使いたい
2. 教室だけで使い
たい
3. ⾃宅だけで使い
たい
4. どちらでも使いたく
ない
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フリーコメント欄回答：「具体的に教えてください。（その他：使用していて気付いた問
題、機能に関する疑問や要望など）」 

➢ G-Speak を各練習問題（評価団注：メインテキストの練習問題のことを指している模
様）に使えればとてもいいと思います。 

➢ 日本語会話の勉強に使えば良い。 
➢ G-Speak を lessons, exercises と宿題に使えれば良い。（評価団注：これもメインテ

キストの練習問題等のことか） 
➢ 日本語と英語に良い。 
➢ 発話の勉強に良い。 
➢ 機能が何か足りたい気がする。もっと丈夫に使えれば良いと思う。 
➢ どんな科目でも G-Speak を使うと、簡単になる。 
➢ 科目ごと（評価団注：これもメインテキストの章等のことか）に使えれば、もっと便利

だと思う。 
➢ 電池が良くない。 
➢ G-Speak を使うことで、難しい単語の発音がより明確に分かってきた。 
➢ G-Speak を全ての教材に使えれば良い。自宅学習により良い。 
➢ 全ての教材に使えればより良い。使っている間に、赤いランプが点く。（評価団注：誤

ったボタンを押したことによる。）一単語ごとに音声データにするのではなく、もっと
録音したい。（評価団注：単語教材以外に、会話等の教材も音声化してほしい、という
内容。） 

➢ これからのレッスンに G-speak を使えれば、とても良いと思う。勉強にとても役立つ。 
（評価団注：パイロット調査後も）G-Speak を返さないで貰うことができれば、もっと勉

強できる。 
➢ 語学学習に良い。 
➢ G-Speak を会話に使えば、もっと便利だと思う。 

 

② 事後テスト結果 

同社でのパイロット調査においては、生徒をA・B2つのグループに分け、試験期間とパイ

ロット教材（単語表）の学習ページも前・後半に分けた。前半はAグループ（21人）が音声

ペンを使用し、後半は（前半で音声ペンを使用しなかった）Bグループ（20人）が音声ペン

を使用した。これにより、比較テストを2回行うことができるが、グループ間に学習能力の違

いがある場合は、そのバイアスも観察することが可能となる。 

各1週間で30単語を抜きだし、発話・聴解も含めた事後テストのみを実施した。（日本語で

読んだ単語を日本語で書き取る、もしくはビルマ語で意味を書く、といった設問。）正解数

の結果は以下の通りだった。 

事後テストの結果 

グループ（音声ペン使用/不使用） 平均点（前半 50 語） 平均点（後半 51 語） 

A（音声ペン使用） 20.0 ― 

A（音声ペン不使用） ― 25.7 

B（音声ペン使用） ― 26.9 

B（音声ペン不使用） 22.7 ― 
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前・後半どちらのテストもBグループの方が素点は1～2点程高いが、満点が30点であるこ

とを考えると、ほぼ同じレベルだと言える。しかし、音声ペンを使用した場合の平均点（23.3

点）と不使用の場合の平均点（24.2点）は殆ど変らず、寧ろ0.9点差で不使用の場合の方が高

いという結果になった。 

この理由としては、生徒達が技能実習生候補であり、皆、かなり学習意欲が高いことが考

えられる。しかも、このテスト結果が今後のクラス分けにも影響し、成績上位者は日本に派

遣される可能性が高まると事前にアナウンスされていた。この結果、音声ペン不使用グルー

プも帰宅後、必死に自習し、音声ペンによる学習効果の上昇分が比較グループ間で消されて

しまった可能性がある。 

本調査では、他の日本語教育機関で比較グループを設定したテストを実施していないため、

このような傾向が他の機関でも起こり得たのかどうかは不明である。しかし、日本語検定試

験の直前期等、学習者の学習モチベーションが高い時期におけるテスト比較は他の日本語学

校等でも可能である。現地日本語教育市場は提案企業にとっても重要な戦略市場となるため、

今後も同様の調査を行いつつ、今回の調査結果をより深く分析したい。 

相手機関と調査団の総評 

▲ 相手側機関による総評（担当職員） 

● 今回の事前・事後テストの結果からは、すぐに音声ペンが良かったとは言えない。パ

イロット教材（「N5 のどうし」）も充分なボリューム・内容ではなかったため、今回

だけでは評価は難しいか。 

● 生徒によっては仕事が忙しい等の事情があり、テストの成績にバラつきが出た。 

● 2 名の講師の内、1 名は日本語の発音があまり良くない。このため、そういった場合の

代替教材としては、とても有用であると考えている。 

▲ 調査団の総評 
● 今回のパイロット教材は、ドットコードが単語の上ではなく、その横に印刷されてい

たので、音声ペンを宛てても音声が出ないという質問が頻出した模様。これは、音声

ペンを宛てる場所については、調査団員から直接、講師に指示を出していなかったこ

とによる伝達ミスに起因する問題。 

● また、時々電池切れが起こったようであるが、通常使用ではバッテリー切れはこれ程

短期間では起こらない。生徒がスイッチを ON にしたまま持ち運んだりした場合、バ

ッテリー切れは起こる。今回の場合、他のパイロット調査機関で生徒に貸出・使用し

たペンを同社にそのまま預けたため、前の調査期間で何等かの誤使用により既にバッ

テリーが消耗していたと思われる。 

● これらの不具合があったことを考えると、幸い生徒の評価自体は悪くなかったと言える。 

● 現地にはネイティブの日本語教師が未だ非常に少ないため、発音に難のある現地講師

をフォローする教材としては、市場が見込めるのではないかという印象。 

▲ ビジネス化に向けた検討（四段階評価：〇） 

● 元々、語学教材として実績のある製品だけに、非ネイティブの教員による日本語教育

の現場でも活用可能なことは他の日本語教育機関での評価も含めて、検証できた。今

後は、既に取引のある日本語教材出版社等に働きかけることで、ビルマ語に対応した

日本語教材の流通を仕掛けたい。（以上、Myanmar Sakura に同じ。） 

● 今後、技能実習生向けの日本語教育市場は急拡大の兆しを見せている。同社経営者に

は音声ペンの教育評価が高いことを考えても、将来的な展望が見込まれ、今後も同校

とは良好な関係を続けたいところ。 
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▲ ODA 案件化に向けた検討（四段階評価： ） 

● 同社は民間企業なので、G to G スキームにはそぐわない。 

● 通常、JICA 案件では日本語教育に関係することが多い日本センター案件の担当者から

は、同センターで日本語教育を扱わないことは決定事項と伝えられている。このよう

な方針が JICA ミャンマー事務所だけでなく、本部も含めた意向なのかどうかは、要確

認。 

  



添付資料3-93 

(10) 機関名：ACA SEKKEI LTD（民間企業） 

分 野 ： 日本語教育 

実 施 日 ： 2013年11月20日～12月2日 

回答人数 ： 従業3人 

本社は、1970設立の株式会社エーシーエ設計（長野県）。2012年のホーチミン進出に次い

で、2013年にヤンゴン事務所設立。日本人マネジャー1名のほか、現地社員は5名程（管理職1

名を含む）、内3人がパイロット調査に参加。日本語検定1級（N1）受験レベルの管理職を除

き、現地採用社員の日本語教育を知り合いの日系企業社員が実施しているほか、日本語学校

にも通わせている。彼ら新人社員は2013年12月に日本語検定（N5）を受験。日本語の基本を

学んだあと、2014年に本社に異動して2年程、日本語と業務を学ばせる予定。 

パイロット調査は、N5受験の直前に当たってしまったため、既に準備したパイロット教材

に記載の単語は9割知っていた。このため、語彙力を上げる教材としてよりも、最も難しい聴

解問題対策として、約2週間の間、社内での日本語学習時間に音声ペンと一緒にモニタリング

して頂き、参考までにアンケートを回収した。 

写真 

 

▲現地採用社員へのヒアリング風景 ▲音声ペンを試用する社員達 
  

 

▲パイロット後のインタビュー風景  
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質問票集計結果 

問1. （実際に触って使用してみた方のみ） 

G-Speakの使用方法は簡単に理解しやすかったですか？ 

＜調査団コメント＞ 

Myanmar Sakura や Stage Line 同
様、使用上の注意点等については特
に説明を受けておらず、モニタリン
グ期間は調査団も自習に立ち会わ
なかった。こういった事情から、う
まく音が出ない等のケースの対応
は現場任せとなったが、良好な結果
と言える。 

 

問2. （実際に授業や宿題で使用した方のみ） 

G-Speakを使って勉強する意欲が高まり、面白くなりましたか？ 

＜調査団コメント＞ 

そもそも、参加者達は業務の一環
として日本語を学習中であり、時期
も日本語検定受験前であった。元々
学習意欲は高かったと思われるが、
一方で、音声ペンを使ったヒアリン
グ対策の効果から、音声ペンに飽き
ずに 2 週間学習を続けられた模様
である。 

 

フリーコメント欄回答：「面白かった理由や面白くなかった理由を教えてください。」 

＜面白かった理由＞ 
➢ リスニンッグ・スキルが伸びるから。 
➢ 聴解問題に役立つので、関心を持っている。 
➢ 正しく発音できるので、前よりもっと単語を覚えやすく、聞きやすくなってきた。 

 

問3. （実際に授業や宿題で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、学習は進みましたか？ 

＜調査団コメント＞ 

既に多くの単語を学習済みだっ
たため、回答し難い設問だった模
様。しかし、フリーコメントや調査
後のインタビューから、リスニング
問題対策や発話能力向上のための
教材としては一定の評価を得るこ
とができたと考える。 

 

33%

67%

社員：3⼈
1. とても簡単

2. 簡単

3. どちらでもない

4. 難しい

5. とても難しい

100%

社員：3⼈
1. とても⾯⽩い

2. ⾯⽩い

3. どちらでもない

4. ⾯⽩くない

5. 全く⾯⽩くない

67%

33%

社員：3⼈
1. とても進んだ

2. 進んだ

3. 変わらない

4. 遅れた

5. とても遅れた
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フリーコメント欄回答：「学習が進んだ理由や遅れた理由を教えてください。」 

＜進んだ理由＞ 
➢ 聴解力が伸びた結果、発話も良くできるようになった。 

 

問4. （自宅学習で使用した方のみ） 

G-Speakを使わなかった時と較べ、勉強時間は長くなりましたか？ 

＜調査団コメント＞ 

問 4 は、自宅で音声ペンを使用した場合を想定した設問であるため、社内のみで実施さ
れた今回は省略。 

 

問5. （実際に授業あるいは自宅で使用した方のみ） 

G-Speakを使わない時と較べて、学習の効果があると思いますか？ 

＜調査団コメント＞ 

問 3 同様、既に多くの単語を学習
済みだった点は考慮すべき設問。ま
た、参加者達は日本語を日本人から
少人数で教わっているものの、レッ
スン時間は限られるため、自習用教
材として一定の評価を得ることが
できた模様。 

 

フリーコメント欄回答：「学習の効果がある理由やない理由を教えてください。」 

＜効果がある理由＞ 
➢ 初めて日本語を勉強しているので、効果が感じられる。 

 

問6. （全員に伺います。） 

G-speakを教室や自宅で使いたいですか？ 

＜調査団コメント＞ 

全員が「自宅だけ」と回答。前問
同様、普段、日本語教育の経験があ
る日本人から、社内で少人数レッス
ンを受けている点は考慮すべき設
問。フリーコメントでは、自宅だと
自分のペースで学習できる、という
回答であった。 

 

  

67%

33%

社員：3⼈
1. ⼤変効果あり

2. 効果あり

3. わからない

4. 効果なし

5. 全く効果なし

100%

社員：3⼈
1. 教室や⾃宅の両
⽅で使いたい
2. 教室だけで使い
たい
3. ⾃宅だけで使い
たい
4. どちらでも使いた
くない
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フリーコメント欄回答：「どうしてか具体的な理由を教えてください。」 

＜効果がある理由＞ 
➢ ゆっくり勉強できるから。 
➢ 日本語の練習を早くできると思うから。 

 

問7. （全員に伺います。） 

G-speakをどのような科目でどのように使ったらいいですか？その他、意見や感想があ

ったら教えてください。 

＜調査団コメント＞ 
漢字学習教材への応用に関するリクエストは、非漢字文化圏の人々にとって、漢字の暗記

（意味、発音等）が日本語学習の最大の障壁となっていることを思い出させる指摘である。
今回はシンプルな単語表の形を取ったパイロット教材だったが、漢字学習帳や会話文も検討
されていれば、より学習者のニーズに近い教材となったと思われ、今後の参考となる。 

 

フリーコメント欄回答：「どうしてか具体的な理由を教えてください。」 

＜効果がある理由＞ 
➢ 辞書として使えれば良いと思う。 
➢ 会話教材にも使えれば、より良い。 
➢ 漢字も読めるようになれば、もっと便利だと思います。（編集部注：今回のパイロット

教材は、平仮名で日本語の動詞を表にした単語暗記教材だった。） 

 

相手機関と調査団の総評 

▲ 相手側機関による総評（副所長、社員） 

● 参加者達は、午前中日本語学校に行き、午後 1 時間は社内で自習している。自習時間

中、音声ペンの音が聞こえてきていた。（副所長） 

▲ 調査団の総評 
● 今回、唯一の非教育系日本企業でのパイロット調査。参加者人数が少ないこと、学習

環境にも恵まれていること、学習もかなり進捗していたこと等から、あくまで参考材

料としてアンケートを回収。 

▲ ビジネス化に向けた検討（四段階評価：△） 

● 他の日本語教育機関での評価も含めて、語学教材としての高い評価は確認できた。日

本企業の現地進出はメディアで騒がれている程は進んでおらず、特に多くの従業員を

雇用する製造業企業等をターゲットとした社内教育市場はまだ成立していない。また、

タイやインドネシア、中国等に進出経験のある一定規模の企業程、自社内で日本語能

力のある従業員を育成するシステムとノウハウを持っていることが多い。今後伸びて

いく市場であることは確実である一方で、企業内教育マーケットについては、音声ペ

ン対応日本語教材の一般流通と日本語教育機関・学習者への浸透よりは、優先順位を

今のところ低く置くべきか。 

▲ ODA 案件化に向けた検討（四段階評価：×） 

● 特定の民間企業に直接裨益する事業は、G to G スキームにはそぐわない。 

● 通常、JICA 案件では日本語教育に関係することが多い日本センター案件の担当者から

は、同センターで日本語教育を扱わないことは決定事項と伝えられている。このよう

な方針が JICA ミャンマー事務所だけでなく、本部も含めた意向なのかどうかは、現在

確認中。 
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添付5. パイロット調査・デモンストレーション教材 

5.1_Language text 
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5.2_English Text 
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5.3_N5のどうし 

【ベンガル語】 
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【ミャンマー語】 
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5.4_My Numbers Book 
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5.5_My Letters Book 
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5.6_Myanmar Travel Information 
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5.7_Healthy Cooking 
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5.8_バングラデシュ観光パンフレット 
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添付6. 提案企業の技術・製品を活用した支援要請書 

6.1_Myanmar NMC 
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6.2_Myanmar UCSY Hlawgar 
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SUMMARY 

Introduction 

Gridmark Inc. and Japan Development Service Co., Ltd had jointly conducted a study in the People’s 

Republic of Bangladesh (hereinafter “Bangladesh”) and the Republic of the Union of Myanmar (hereinafter 

“Myanmar”) in pursuit for ODA project formulation as well as business expansion of Gridmark from 

September 2013 to February 2014. The study in each country was implemented according to the following 

schedule.  

The study has the objectives of ① examining the feasibility of educational activities utilizing the 

products and technology (electric audio pen) of the proposing enterprise (Gridmark Inc.), and ②examining 

and proposing ODA projects that utilize these products and technology based on concrete investigation, in 

the two countries of Bangladesh and Myanmar.  

Study Schedule 

Field Survey Bangladesh Myanmar 

First field survey  September 20~October 6, 2013 September 24~October 13, 2013 
Second field survey November 3~December 7, 2013 November 10~December 17, 2013 
Third field survey ‐ January 7~10, 2014 

 

(Main study items) 

1) Survey of the business deployment by the proposing enterprise  

2) Grasping of the current conditions of the agencies that have potential for developing ODA 

projects, and examination of ODA development via pilot surveys 

The study targets two countries and the following paragraphs describe the findings of the surveys 

conducted in both. 

(Bangladesh) 

I. Description of the current situation and development needs of the concerned development 

issues in the surveyed countries 

(1) Development Issues in Bangladesh 

As stated in the long-term national policy Bangladesh Vision 21, expansion of education 

opportunities is a top priority issue for Bangladesh, and one of the most important goals is for “all 

citizens to have completed elementary education by 2021.” Also, the quality of education is a major 

issue. The importance of enhancing the quality of education (elementary, lower secondary, upper 

secondary, etc.) is also stated in the Outline Perspective Plan for Bangladesh (2010-2021). 

Furthermore, concerning equity in education, a major issue is that there is a large disparity between 
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males and females in terms of school attendance rates, while concerning the relevance of education 

contents, it is also pointed out that the contents of education do not match with the needs of students 

and so on.    

Moreover, expanding the scope of education to include the most important aspect of human 

resources development, to which the proposing enterprise can contribute, there are relevant 

development issues. For example, remittances from overseas workers in 2010-11 reached a record 

high of USD 11.65030 billion, up by 6.0% over the previous year, however, language education is not 

good enough for the overseas workers who generate such an important source of foreign currency and 

help alleviate poverty at home; moreover, language education is inadequate for human resources 

(travel interpreters, etc.) in the tourism industry that also boosts foreign currency revenue. Moreover, 

activities that make use of IT technology (electric audio pens, etc.) are not sufficient in the agencies 

that promote IT.   

It can thus be seen that development of human resources from various perspectives is a major issue 

not only in the education field but other sectors too (overseas workers, tourism, IT promotion, etc.). 

Of course human resources development is linked to various sectors; however, concerning the 

resolution of issues that can also contribute to alleviating poverty.   

(2) Development Needs  

Many of the issues described above are development needs. In other words, needs for expansion of 

education opportunities, improvement in quality of education and development of human resources in 

various sectors are also deeply regarded as development needs in Bangladesh. 

II. Possible applicability of the SME's products and technologies, and prospects for future 

business development 

The proposing enterprise has developed a dot code technology and an electric audio pen and has so far 

supplied it as a learning resource to private enterprises, in the process generating a high beneficial effect 

(learning effect) among students. Products and technology which the proposing enterprise has, could 

contribute fairly to various fields such as tourism in terms of human resource development. In particular, 

these products and technology has great potential in educational sector or human resource development in 

various sectors in Bangladesh the same as in Japan. Due to current political instability, it is planned that 

business development will start from 2015 instead of 2014. In particular, it seems that marketing based on 

contracts with local agents will be essential to business expansion. 

III. Verification of adaptability of the SME's products and technologies to the surveyed countries 

(Demonstration and pilot survey) 

In order to examine the adaptability of the SME's products and technologies, 17 agencies in the fields of 

vocational training, tourism, elementary education, Japanese education, IT education, etc were investigated 
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and the pilot surveys were conducted in 6 agencies (vocational training:2, tourism:2, Japanese language 

education:2) among them. The pilot surveys were verified through two weeks’ exercises or one-day 

demonstrations to targeted group (teachers, students or people to tourism and so on). The surveys were 

analyzed through interviews and questionnaires and it was found that products and technology can also be 

amply utilized in specific fields such as overseas workers and tourism, etc. in addition to the education 

sector. The agencies, in which the pilot surveys were conducted, made comments that products and 

technology are ‘useful’.    

IV. Expected development impact and effect on business development of the proposing SME(s) 

in the surveyed countries through proposed ODA projects 

With regard to expected development impact and effect on business development of the proposing 

SME(s), through the surveys conducted, the proposing enterprises can contribute to education or human 

resource development to overseas workers or tourism and so on; in particular, utilization of an electric 

audio pen will enhance a level of educational standards or human resource development in accordance with 

a national basic policy.  Through interview with various agencies such as public institutions, universities, 

private or language schools, NGO, and tourism, the products and technology have a potential in that an 

electric audio pen can be utilized and technology can be applicable for making teaching materials. After 

current political conditions are stabilized, the proposing enterprise plans to start business development in 

Bangladesh. 

V. Proposals for formulating ODA projects 

Among the 6 pilot surveys (vocational training, tourism, language education for Japanese) conducted, the 

following 3 ODA projects are proposed. 

(ODA project development feasible sectors –proposal of a pilot survey for disseminating small  

and medium enterprises technologies: 1 case + expert dispatch: 2 cases)  

Sector Objective Specific Contents  
1) Education 

(tourism field) 
① Improvement in language 

ability of overseas workers
② Shortening of the language 

education period for 
candidate overseas workers  

A pilot survey for disseminating small and medium 
enterprises technologies: Implement language 
education (lessons) and monitoring utilizing electric 
audio pens for overseas workers at two or three 
vocational training centers. 

2) Tourism ③ Promotion of tourism 
(expansion of overseas 
tourists)   

Dispatch of experts: Support for development of 
tourism tools (pamphlets, etc.) utilizing electric audio 
pens (including guidance on authoring technology)   

3) Higher 
education 
(language) 

④ Development of human 
resources for Japan   

Dispatch of experts: Implementation of Japanese 
education in local universities and other higher 
education agencies  

Attachment: See outline of survey ‘Appendix - 2 Survey results’ in the final report in Japanese 



 

iv 

(Myanmar) 

I. Description of the current situation and development needs of the concerned development 

issues in the surveyed countries 

(1) Development Issues in Myanmar 

As in Bangladesh, major issues in Myanmar include improvement in the quality of education and 

provision of education opportunities, etc. Now, under assistance from international agencies and donors, 

Myanmar is currently identifying and organizing issues in the overall education sector. The 10-point 

presidential education policy that was compiled in 2011 includes the following: ① nurturing of a new 

generation of academics and intellectual leaders in the field of human resources development, ② 

improvement in the capability of teachers in the basic education and senior education sectors, ③ more 

effective utilization of auxiliary teaching materials, and ④ improvement in the qualifications and 

socioeconomic standing of education officials and so on. These points represent major development 

issues. As is also the case in Bangladesh, expanding the scope of education to include the most important 

aspect of human resources development, there are relevant development issues. From the viewpoint of 

utilizing the technology and products of the proposing enterprise, there is a deep relationship with 

tourism and IT-related sectors, and various issues are identified in these sectors too. Specifically, the 

development of human resources in university education, which is closely linked to IT technology, is 

inadequate.   

(2) Development Needs  

Many of the issues described above are development needs. In other words, needs for expansion of 

education opportunities, improvement in quality of education and development of human resources in 

various sectors are strongly regarded as development needs in Myanmar too. 

II. Possible applicability of the SME's products and technologies, and prospects for future 

business development 

As was described in the section on Bangladesh, the proposing enterprise has developed an electric audio 

pen based on dot code technology and has so far supplied it as a learning resource to private enterprises, 

thereby generating a high beneficial effect (learning effect) among students. Products and technology which 

the proposing enterprise has could contribute fairly to various fields such as education in IT, or tourism in 

terms of human resource development in Myanmar. 

III. Verification of adaptability of the SME's products and technologies to the countries 

(Demonstration and pilot survey) 

In order to examine the adaptability of the SME's products and technologies, 17 agencies in fields of 

vocational training tourism, education; infant, elementary, intermediate, higher education; IT, Japanese language 

school, enterprises and so on) and 10 pilot surveys (higher education-IT:2, infant and elementary education: 2, 
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language education including Japanese:4and tourism: 2) were conducted among them. The pilot surveys were 

verified through two weeks’ exercises or one-day demonstrations to targeted group (teachers, students or people 

to tourism and so on). The surveys were analyzed through interviews and questionnaires and it was found that 

products and technology can also be amply utilized in specific fields such as overseas workers and tourism, etc. 

in addition to the education sector. The agencies, in which the pilot surveys were conducted, made comments 

that products and technology are ‘useful’. 

IV. Expected development impact and effect on business development of the proposing SME(s) 

in the surveyed countries through proposed ODA projects 

With regard to expected development impact and effect on business development of the proposing 

SME(s), through the surveys conducted, the proposing enterprises can contribute to education or human 

resource development; e.g. tourism sector. Utilization of an electric audio pen will enhance a level of 

educational standards or human resource development in accordance with ‘Human training & 

Development’ in a national basic policy. Through interview with various agencies such as public 

institutions, universities, tourism and so on, the products and technology have a potential in that an electric 

audio pen can be utilized and technology can be applicable for making teaching materials. The proposing 

enterprise will start business development in Myanmar. 

V. Proposals for formulating ODA projects 

Among the 10 pilot surveys (vocational training, tourism, language education for Japanese) conducted, 

the following 3 ODA projects are proposed. 

(ODA project development feasible sectors –proposal of a pilot survey for disseminating small  

and medium enterprises technologies: 3 cases) 

Sector Objective Specific Contents  
1) Tourism and 

education 
① Development of tourism 

human resources 
② Nurturing of teachers for 

public elementary and  
secondary schools  

In the Ministry of Education’s National Management 
College (NMC) ① tourism studies department and 
②multimedia education techniques diploma course, 
transfer technology concerning production of dot code 
teaching materials and conduct pilot lessons and 
monitoring with the trial teaching materials.    

2) Education  ① Nurturing of teachers for 
public elementary and  
secondary schools 

② Improvement of literacy 
and mathematics education 
at public elementary 
schools  

In the Ministry of Education’s teacher training program 
in the Myanmar Computer Federation (MCF), transfer 
technology concerning production of dot code teaching 
materials. Also, produce trial teaching materials for 
first grade elementary school children, and conduct 
pilot lessons and monitoring at three elementary 
schools in rural areas in a joint effort with MCF.    

3) Higher 
education (IT) 

① Nurturing of university 
teachers  

② Support for research of 
university curriculums 

③ Promotion of university 
operating systems  

Targeting Yangon Computer College, conduct 
technology transfer and demonstration experiment 
geared to introducing a university system (student and 
library management) utilizing dot code technology. Also, 
transfer technology concerning production of dot code 
teaching materials, prepare trial teaching materials and 
monitor pilot lessons, etc.    

Attachment: See outline of survey ‘Appendix - 2 Survey results’ in the final report in Japanese   
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ODA Study in Bangladesh and Myanmar: Overall  

(Include a number of ODA project proposals via the Study) 

(Education: infant, elementary, secondary, higher education, etc.)  
･ Lack of education opportunities, quality and equity (needs for expansion) 

(Human resources development) 
･ Lack of language education for overseas workers 
･ Lack of human resources development for tourism  
･ Lack of human resources development for utilizing IT more effectively 

(The above issues are consistent with the policies sought by each government. 

Grasping of development needs related to the products  
and technology of the proposing enterprise (Bangladesh and Myanmar) 

Implementation of Pilot Survey 

･ Target agencies: (17 agencies in the fields of vocational 
training, tourism, elementary education, Japanese 
education, IT education, etc.)   

･ Contents of Pilot Survey   
① Implementation of education or demonstrations using 

electric audio pens for human resources in each 
agency (10 agencies: infant education, tourism, IT 
education, Japanese language education)   

Myanmar 

･ Target agencies: (17 agencies in the fields of 
vocational training, tourism, elementary education, 
Japanese education, IT education, etc.)   

･ Contents of Pilot Survey  
① Implementation of education or demonstrations 

using electric audio pens for human resources 
in each agency (6 agencies: vocational training, 
tourism, Japanese language education) 

Bangladesh 

Target ODA Project Proposal 
Tourism & Education Implement as an 

proposal of a pilot 
survey for 
disseminating small and 
medium enterprises 
technologies 

Education (Elementary and 
secondary) 
IT human resources 
development and promotion 
of industry via qualitative 
improvement of higher 
education 

Myanmar
Target ODA Project Proposal  

Language education 
(Vocational training of 
overseas workers)  

Implement as an proposal 
of a pilot survey for 
disseminating small and 
medium enterprises 
technologies 

Tourism (expansion of 
foreign tourists) 

Expert dispatch 

Japanese Education 
(expansion of human 
resources for Japan) 

Bangladesh 

･ Myanmar - Expansion of operations through launch of the electric audio pen  
(full-scale operation from 2014)  
- Commencement of sales: July 2014 through contract with a local agency 
- Assignment of staff: three persons for 2014-2017 

･ Bangladesh – Expansion of operations after the political condition is stable 
- Commencement of sales: July 2015 through contract with a local agency 
- Assignment of staff: two persons for 2015-2017

2) Future Business Deployment of the Proposing Enterprise

Feasibility of ODA Project Formation and Business of the Proposing Enterprise  

1) Feasibility of ODA Project Formation 
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